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本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




また、画面が小さい端末の場合、文字サイズの拡大等により稀まれに体裁に違和感が生じることがあります。その際は、通常の文字サイズにお戻しのうえお読みください。
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口絵・本文イラスト／ぽんかん⑧








１









「１＋１はいくつになると思う？」

　薄暗がりの中、ハンモックに寝そべった会長がそう訊たずねた。

　天てん王のう寺じ狐こ徹てつ──この学園に君臨する女王は、その日めずらしく髪を解ほどいていた。いつも二つに束ねているところしか見たことがないので、よりいっそうしどけなく見える。

　彼女の背後の壁一面にびっしり刻まれたアルファベットは、まるで化石になった何万匹もの虫みたいだ。闇の中空に横たわる女王の危険な美しさを、禍まが々まがしく引き立てている。

「２……じゃないんですよね、わざわざ訊きくってことは」

　扉に寄りかかった僕は慎重に答えた。帝王学の講義をする、などといって会長室に呼ばれたのだ。普通の答えのわけがない。会長は含み笑いをして、いきなりハンモックから転げ落ち、身をひねって猫みたいに音もなく着地する。

「もちろん。政治の世界では、足し算が足し算にならない」

　会長は僕のすぐ目の前までやってきて、僕の顔のすぐ横に左手をつく。僕の背後は閉じた扉なので、逃げられない。

「わかりやすいたとえ話をしよう。１００人が住んでいる山奥の村があり、電気が通っていない。送電線の敷設は１キロメートルあたり１万円かかるとする」

　会長の指が、僕のブレザーの胸にぐねぐねと曲線を描く。

「配電所から村までの距離は１００キロメートルある。村人が１万円ずつ出せば電気が引けるね？」

　僕は迫ってくる会長の顔からなるべく遠ざかろうと必死に背伸びしながらうなずく。

「しかし貧しい村なので、村人たちのほとんどが出費をいやがり、１万円を快く出したのはたった２人だった。さて、この２人は１万円に見合う恩恵を得られるだろうか？」

　質問ではなく反語だった。会長はすぐに言葉を継いだ。

「当然、得られない。２キロしか引けない送電線にはなんの意味もない。つまり１＋１は２にならない。ゼロなんだ。それどころか、半数の50人が協力しても、いやさ99人までが合意しても、やはり得られるものはゼロだ。村までつながらない限り、送電線などただの鳥の止まり木に過ぎない。ところが１００集まった瞬間──」

　突然、会長室の明かりが点つく。僕はまぶしさに目を細める。会長がドアの脇のスイッチを入れたのだ。

「──電気が届く」

　逆光の中、彼女は不敵に微ほほ笑えむ。

「電力が村にもたらす恩恵は１００万円どころではない。１＋１が２にならなかったのとは逆の意味で、１を１００回足し合わせた答えは１００にはならない。人の力は足し算じゃないからだ。わかるね？」

「……はあ」

「なぜ人間は必ず集団をつくるのか。なぜ各々の価値観の相違を超克してまで意思統一しようとするのか。つまり、なぜ政治が必要になるのか。根本的な理由は、これだ」

　人の力は単純な足し算ではない。量と方向性次第で、無意味にもなれば何万倍・何億倍にもなる。だから人間は群れを、街を、国を作りたがる。橋を築いたり、ロケットを月まで飛ばしたり、戦争で勝ったりするために。

　話はわかる。いかにも筋が通っている。

　しかし、会長が僕にそんな話をする理由がよくわからない。

「きみとあたしも、そうなんだよ」

　会長の目に捉えられて、僕はもう息も詰まり、視線もそらせなくなる。

「きみ一人とあたし一人。足せば２どころじゃない」

　政治の話と人の力の足し算の話。これはつまり──敵に回るのをやめて協力しろ、と言っているのか？　僕もずいぶんと安く見られたものだ。そんなトークでやすやすと丸め込まれたりはしない。きっぱりと──

「子供を作れば３にも４にもなる」

「またそれかよ！」僕は会長を突き飛ばした。「長々と真面目に話を聞いた僕が馬鹿でしたよ！」

「短く言えばよかったの？　わかった。ヒカゲ、まぐわ──」

「ストーップ！」あわてて会長の口を両手でふさぐ。

「むぐぐ」会長は僕の手首をつかんで押し戻し、息をついた。「きみがこんなに強引な手段に出るとは思わなかった。手のひらにキスさせるなんて」

「ちっ、ちがいますよ！　会長が『まぐわう』とかやらしいこと言おうとするからっ」

「言ってないよ。『マグワイア』って言おうとしたんだ。メジャーリーグで１９９８年にシーズン七十本塁打を記録した選手のことだよ」

「無理矢理な言い訳すんな！　今の話の流れはまぐわう以外あり得ないだろが！」

「ちなみに、あたしが一度も言っていないそのやらしい言葉をきみはさっきから連発してるけど」

「ああああああしまった、はめられた」

「いけませんひかげさん、そんな『はめる』なんてはしたない！」

　声がして背後のドアが開いたので僕は「のわああっ」と真後ろに倒れた。美み園その先輩が絨じゆう毯たんにしゃがみこんで僕に顔を近づけてくる。

「美園、ヒカゲはそんなこと言ってないよ。『ハーメルン』って言おうとしたんだ」

「いやそういう無理矢理なフォローも」

「いけません、笛を吹くなんてはしたない！」「どこがっ？」「か、考えてもみてくださいひかげさん、口でくわえて指で優しく支えて熱い息を送り込むなんて、笛じゃなかったらどれだけいやらしいか」「笛じゃないからだろっ？」「ふえぇ」うるせえ！

「なにしてるの」

　冷え冷えとするくらいあきれきった声がして、美園先輩を押しのけてみると、キリカが僕らを見下ろしていた。

「もうっ、ひかげは会長室に入らないで！」

　キリカは僕の腕を引っぱって立ち上がらせる。

「役員個室はプライベートルームなんだから、そもそも気軽に入っちゃだめなの！」

　そうだったの？　たしかに寝床とかあるけど。

「ヒカゲは会計室にしょっちゅう出入りしてるじゃないか」

　会長が僕とキリカの顔を見比べる。

「あ、あれはいいの！」キリカは顔を赤くして言い返す。「仕事なんだから。ひかげはわたしの部屋で色々大事な用事があるの、絵本読み聞かせとか」それ仕事じゃないよ。僕をなんだと思ってるんだよ。

「いけませんそんな」美み園その先輩は赤らんだ顔を両手で覆う。「赤ちゃんプレイなんてはしたない」

　僕がつっこむ前に会長が口を挟んでくる。

「美園、赤ちゃんプレイというのはふつう男の方が赤ちゃんをやるんだよ」

「そうなんですか。それなら大丈夫ですね」「大丈夫じゃないよ！」

「ふうん、ヒカゲは大丈夫じゃないことをキリカとやっていたの？」

「いやそういう話じゃっ」「やってない！」キリカも真っ赤な顔でわめく。もうわけがわからなくなってきたところで、生徒会室の入り口の方からとてもわざとらしい咳せき払ばらいが聞こえた。キリカははっと我に返って言った。

「そ、そうだ、こんなことやってる場合じゃないの、お客！」

　キリカが指さすので僕らはそろってそちらを見る。

　大扉が開き、若い男の一団が一糸乱れぬ二列縦隊で入ってきた。彼らの風体に僕はぎょっとする。学校の制服じゃない。白一色の上下で、肩章に星が並び、帽子にはでかいエンブレムが縫い付けられている。どこからどう見ても軍服だ。

「面おも舵かじ一杯！」

　先頭の男が言って、軍服の一団はリズミカルな行進でデスクを迂う回かいし、僕らのところまでやってきた。

「投とう錨びようッ」

　かけ声とともに全員が停止する。僕はもうなにが起きたのかさっぱりわからず、警察を呼んでもいいのだろうか、軍人とどちらが強いのだろうか、なんてことをぐるぐる考えていた。

　先頭の男がぴんと背を伸ばして言う。

「会長、お久しぶりであります！　今年もいよいよこの季節でありますな！」

　僕は会長を見る。知り合いなの？

「武蔵むさし、よく来てくれた。きみたちのこの勇姿を見ると、いよいよ闘志が湧くね」

　会長と、その武蔵と呼ばれたいかつい男は固い握手を交わす。美園先輩もキリカも特に驚いた様子じゃないところを見ると、生徒会関係者なのか。ていうか生徒だったのか。うちの学園、たいがい自由な校風だとは知っていたつもりだけれど、こうまで清すが々すがしく制服を無視しても許されちゃうのか。

「あ、あのう、この方々は？」

　僕は美園先輩にこっそり訊たずねる。

「選挙管理委員会のみなさんですよ」

　それが聞こえたのかどうかわからないが、軍服どもは一斉に回れ右して直立不動の姿勢になる。

「選管・武蔵むさしであります！」

「選管・大和やまとであります！」

「選管・加か賀がであります！」

「選管・日向ひゆうがであります！」

「選管・伊い勢せであります！」

　一人一人が敬礼しながら勇ましく名乗りをあげる。

　選管。ああ、戦艦ね。それで大日本帝国海軍の軍服を着てるわけね……。

「我が校の選管の伝統なんだよ」と会長は得意げに言う。

「毎年そうそう都合良く戦艦と同じ名前の生徒がいるとも限らないんじゃ……」

「毎年千名以上の新入生がいるから大丈夫なのであります！」

　選管の大和さんが胸を張って言う。

「そういう名前の受験生は有利だというデマを流しているので自然と選管候補が集まってくるのであります！」

　選管の加賀さんも胸を張って言う。……いや、それ、いいのかよ？

　会長が海軍服の列を眺め渡して言う。

「選挙管理委員会は、不偏不党であることが最も要求される組織だろう？　だから選考基準に恣意的な要素があってはならない。名前だけで人選するというのは理に適かなっているんだよ」

　なるほど、と納得しかけた。いやいやいや。それならくじ引きとかでもいいだろ。よくよく見たらやる気満々の態度なのは前列の五人だけで、後列の歳とし下したと見られる連中はそろって「なんで俺がこんなことを……」みたいな顔をしている。委員会の仕事をするだけならともかく、変な軍人の真ま似ね事ごとまでさせられるのだから、たまったものではないだろう。古風な名字の家に生まれてしまったばかりにかわいそうに。

「それでは、今年も預からせていただくであります！」

　選管委員長の武蔵さんが言った。預かる？　と僕は会長を見る。

　彼女が会長デスクの引き出しから取り出して武蔵さんに手渡したのは、古びた一本の鍵だった。僕ははっと息を吞のむ。見憶えがある。体育祭の日に見せられた鍵だ。会長室奥、大憲章マグナ・カルタの扉を開くための三つのうちの一つ。

　武蔵さんはうやうやしく鍵を受け取り、白い布に包んで小さな木箱に収めた。

「たしかに、お預かりしました」

　再び全員が靴のかかとを打ち鳴らして敬礼する。

「抜ばつ錨びようッ」

　号令とともに手を下ろす。

「取とり舵かじいっぱあい！」

　選管たちは入ってきたときと寸分違たがわぬルートを通って生徒会室から出ていった。渺びよう々びようたる海原に吹きすさぶ潮風が沈黙を運んでくる。僕はもう、どんな感想を抱いていいのかもよくわからず、口を半開きにして立ち尽くす。

「文化祭終了から開票までの間、あの鍵は選管が預かることに決めているんだ」

　会長が扉を見やって言う。

「チャンピオンのトロフィみたいなものだからね」

　次にあの鍵を受け取るのは、新しく当選した次期生徒会長、ということになるのか。

「……もう、楽しかったお祭りもみんな終わってしまったんですね」

　美み園その先輩も扉を見つめてさみしげに言う。

　生徒総会、夏休み、体育祭、そして文化祭。僕がこの白はく樹じゆ台だい学園に入ってから経験してきた目まぐるしいたくさんのできごと。息もできないくらい濃密な七ヵ月間だったはずなのに、振り返ってみればなんだかあっという間だった気がしてくる。どうしてだろう？　過ぎ去ってしまったまばゆい時間を名残惜しく思っているからだろうか。それとも、なんの準備も覚悟もないままこの季節を迎えてしまったという後悔のせいか。

　たぶん、どちらでもあり、どちらでもない。

「あたしにとってのほんとうの祭りは、これから始まるよ」と会長がつぶやく。「戦うために生まれてきたんだからね」

　僕は隣のキリカをちらと見た。たっぷり余ったブレザーの袖の中で、彼女の小さな手がなにかをつかみそこねたように力なく握られた。





＊






　世間的にも、生徒会選挙は祭りと捉えられているようだった。体育祭や文化祭のときと共通した、けれどどこかにおいのちがう空気が学園内のどこにも満ちている。僕のクラスもそうだった。選挙管理委員会が始動した翌日の放課後、チャイム直後に教室を飛び出していったクラスメイトの一人が、数分後になにか紙の束を手にして戻ってくる。彼のまわりにはたちまち人だかりができた。

「明あけ智ち光みつ秀ひで！」

「今年も来たかあ、やっぱり」

「今年の公約はなんだ」

「校内にラブホテル建てるって」「さすがだなあ」

　なんの話だ、と僕は鞄かばんを机に置くのも忘れてみんなのところに近づく。

「……明智光秀？　って……」

「なんだ牧まき村むら、知らないのか」「生徒会のくせに」

　みんなそろそろ、僕が生徒会役員である以前に入学してきてまだ一年経たっていない新米であることを憶えてくれないだろうか。

　クラスメイトたちは机に広げられたＢ４用紙の束を指さす。『しらっとウィークリー』、学園新聞の一紙だ。なるほど、さっき発行されたのでもらいにいっていたのか。

　一面トップの見出しにはこうある。




　生徒会選挙・泡ほう沫まつ候補大特集！

　今年も一番槍やりはこの男！

　狙うは下克上・明あけ智ち光みつ秀ひで




　甲かつ冑ちゆうをつけた男子生徒の写真がでかでかとフルカラーで印刷されていて、この学校はいったいどこに行ってしまうんだろうと思った。

「……なにこれ……」

「毎年出てんだよ」「明智先輩も今年で見納めかあ」

　聞けば、天てん王のう寺じ狐こ徹てつと同じく中等部に入学したその年から立候補し、毎回の選挙戦を賑にぎわせている名物泡沫候補なのだそうだ。

「本名は、なんだっけ、明智秀ひで夫おだっけ？」

「実家がホテルチェーン経営してんだって」「去年の公約はたしか寮の部屋を全部ホテル並みにするっつってたよな」

　あきれる僕の前で、だれかが別の新聞を開く。

「あ、ドクター不ふ始し末まつも届け出たんだ」

　そちらは『白はく樹じゆ週報』、一面の見出しはこうだ。




　ドクター不始末の大発明！

　今年は「俺に投票したくなるイオン発生器」で勝つ！




　白衣を着て派手な突起つきのヘッドギアを巻いた男子生徒の写真がでかでかとフルカラーで印刷されていて、僕は地球の未来が少し心配になった。

「……なにこれ……」

「だから毎年出てんだよ」「ドクターも今年で見納めだな」「女にもてるイオン発生器を発明した年には危うく投票しそうになったなあ」「あたしも去年のやせ薬のニュース見たときにはちょっと心が動いたよ」

　女子たちも会話に加わってきて、クラスメイトたちは新聞二紙を囲んでわいわいと今後の泡ほう沫まつ候補の出馬予想で盛り上がり始める。

　僕も新聞を手に取って読んでみた。スポーツ新聞ノリの『しらっとウィークリー』だけでなく、クォリティペーパー気取りの『白はく樹じゆ週報』も泡沫候補のこれまでの面白選挙活動の特集や得票数最下位予想などで紙面を埋めている。生徒会活動の今後の展望、みたいな真面目な話は一行たりともない。体育祭や文化祭のときだってこんなに浮かれていなかった気がする。

「なんか……まるっきりお祭り騒ぎだね」と僕はため息混じりにつぶやく。会長だけかと思っていたら学園じゅうがこんな雰囲気なのか。

「うちの行事は全部お祭り騒ぎだよ！」

　クラス委員の葉は山やまさんに怒られてしまう。

「だから面白いんだよ」「真面目に選挙やってなにが楽しいんだよ！」

　男子どもの掩えん護ご射撃まで飛んできたので僕は首をすくめる。

「それに、今年もどうせ天てん王のう寺じ会長が勝つしねえ」

　女子のだれかが言ったので、僕ははっとしてそちらを見る。

「だよね」「去年も得票率九割超えてたし」

　それはそうだろう。有力な対立候補がいたなんて話も聞いたことがないし。

「今年はちょっとは票が割れるんじゃないの」「朱と鷺き子こ姫が出るんでしょ」

　一般生徒にも朱鷺子さんの出馬は知れ渡っているのか、と僕は驚く。

「姫でもなあ。二割とれればいい方じゃね？」

　男子たちがうなずき合う。

「一対一ならもうちょっといい勝負になるかもしれないけど」

「会長には美み園その先輩までついてるからなあ」

「朱鷺子姫の相棒ってだれになると思う？」

「だれでも大して変わらないよ、天王寺・竹たけ内うちコンビにはどうせかなわないから」

「だからって姫がてきとうなやつを選ぶわけないし、気になるだろ」

　我が校の生徒会選挙は、アメリカの大統領選挙と同じく『チケット式』、つまり会長候補と副会長候補がペアで出馬する。しかし実際の投票においては候補一人だけの名前を書く形式となり、二人の得票数の合計がそのペアの票数となる。つまり、会長と美園先輩のペアであれば、『天王寺狐こ徹てつ』票と『竹内美園』票の合算が最終的な得票数となる。

　この投票方式がどんな意味を持つか、というと──

「副会長候補もめっちゃ重要ってことだよね」と葉山さんが言う。

「去年の美園先輩、ほとんど実績もなかったのに四桁票集めてたもんな」

「朱鷺子姫も、天王寺会長と同じくらいインパクトある相棒見つけたら勝てるってことだよね！」と葉山さんははしゃぐ。

「いねーよ」「あんなのが二人もいたら学校潰れるわ」「日本が滅ぶわ」

　総つっこみされる葉は山やまさんを横目で見ながら、僕は席につき、嘆息する。お祭り騒ぎになるわけだ。勝負になっていないのだから。一般生徒たちが「天てん王のう寺じ狐こ徹てつに勝てるやつなどいるわけがない」と漠然と感じているということは、要するにみんな会長に投票してしまうということだ。途方に暮れてしまう。

「──くん、牧まき村むらくん！」

　呼ばれ、腕を叩たたかれ、僕は我に返る。葉山さんが至近距離から顔をのぞきこんでいるのでのけぞって倒れそうになる。

「……な、なに？」

「あたしがこんなにさりげなく話を振ってるんだから、なにか教えてくれてもいいんじゃないかな！」

「教えるって……なにを」

「姫が副会長候補だれにしようとしてるか、ってこと！」

　他の連中もにじり寄ってくる。

「生徒会なんだから、なんか知ってるでしょ？」

「個人的にも仲良いいんでしょ」

「いやいやいや」

　僕はオーバーアクションで否定する。おまえらの方が絶対に詳しいってば。

「隠すのか」「かえって怪しいぞ」「牧村、あきらめて全部喋しやべれ」

　そのとき、教室後ろの戸が開く音がした。大勢に囲まれているせいでだれが入ってきたのかは見えなかったが、クラスメイトの一人があわてた様子で人垣を割って僕に寄ってきて言った。

「ま、牧村」

　彼はそれ以上言葉にならないようで、あたふたと戸の方を指さす。

　教室中がざわめき立った。戸のすぐ外、廊下に見えたのは、長い黒髪にシンプルな花飾りを添えて凜りんと立つ姫君──朱と鷺き子こさんだ。僕は椅子を鳴らして立ち上がった。

「ごめんなさい、押しかけちゃって」

　朱鷺子さんは少し恥ずかしそうに言う。

「牧村くんに、選挙のことで話があるの。……副会長候補について」

　クラスメイトたちが息を吞のみ、僕と朱鷺子さんを何度も何度も見比べる。僕は泡を食って廊下に飛び出し、朱鷺子さんの肩をつかんで教室の中から見えないところまで押していった。

「ちょ、ちょっと牧村くん？」と朱鷺子さんは目を丸くするが、気にしていられない。それよりも教室から「やっぱり……」「え、まさか牧村が？」「あり得なくも……」といった声が聞こえてくる方が大問題だ。

　廊下ですれちがう生徒たちの視線を避けるように、僕は朱と鷺き子こさんを連れて走り、階段の裏側に逃げ込んでようやく一息ついた。

「牧村くん、痛いわ」

「あっ、す、すみません」

　朱鷺子さんの手首をかなり強く握っていたことに今さら気づき、僕はあわてて手をはなして頭を下げた。

「べつに、いいんだけど……勝手に来たのは私だし」

　朱鷺子さんは手首をさすりながら目をそらして少し照れくさそうに言う。

「なんでまたうちの教室まで……。それに、あの、副会長候補のお話は、お断りしたはずですけど……」

「断ったのはこの間の話でしょう。気が変わるように三日も猶ゆう予よをあげたんだから」

　なんだその理屈は。啞あ然ぜんとする僕に朱鷺子さんはさらに追い打ちをかける。

「あなたの教室にまでわざわざ顔を出したのは、私の副会長候補なんじゃないかって噂うわさが広まれば、そのうち既成事実になって断れなくなるかもって思ったからよ」

　返す言葉が見当たらない。その打算にもはや感服するばかりだ。さすが天てん王のう寺じ狐こ徹てつの片腕を三年間もつとめた女だ、と僕はあらためて思う。会長の影響でこうなったのか、あるいはこういう人間だからこそ会長に認められたのか。
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　そんなことを考えながらなにも言わず朱と鷺き子こさんを見つめていたら、なにを誤解したのか知らないが彼女はいきなりぼぼんと赤面して、両手でなにもない空間をこね回しながら言った。

「既成事実って、い、いやらしい意味じゃないわよっ？」

　そもそもいやらしい意味はねえだろ。なんなんだ突然。

「……それで」朱鷺子さんは咳せき払ばらいして声のトーンを二段階くらい落とす。「立候補の話、考え直してくれた？」

「いや、だから、朱鷺子さんの相方にはなりませんってば」

　朱鷺子さんは腕組みして息をついた。

「現実的に考えて。あなたは狐こ徹てつを選挙で負かしたいんでしょ？　私と組む以外の方法があると思っているの？」

「それはっ……」

　感情的に言い返しそうになり、僕は口をつぐんでじっと言葉を練った。

　朱鷺子さんが言っているのは限りなく正論だ。白はく樹じゆ台だいの政界──という呼び方が適切なのかはさておき──で二番目に影響力を持つ人間は間違いなく神かん林ばやし朱鷺子で、三番目以降を大きく引き離している。協力を得られなければ、圧倒的な一番目である天てん王のう寺じ狐徹には勝てるわけがない。

「……なんで僕なんですか？　もっとましな人選あるでしょ」

「それは、その」

　朱鷺子さんは両手の指を組み合わせたりほどいたりしてしばらく言いあぐねた。

「あなたは現役の書記でしょ。総務執行部役員というのはそれだけでネームバリューがあるの。あなたは過小評価しているみたいだけれど」

「ううん……」それはそうかもしれない。

「それにあなたの詐欺師テクニックがあれば狐徹を出し抜けるかもしれないし」

「そんなとこに期待されるとちょっと困ります……」

「わっ、私のどこが不満なのっ？」

　いきなり朱鷺子さんは声を荒らげる。

「不満とかそういうことじゃ」

「私の力に頼って勝つのがいやだってあなたは言うけどっ、いい？　あなたは私に認められたのよ、それだけであなたの力なの！　なにが不満なのっ？」

　僕は首をすくめて周囲を見回し、だれにも聞かれていないことに安あん堵どしつつも朱鷺子さんの肩をなだめて落ち着かせる。彼女は僕が触れたとたんに真っ赤になって蒸気が抜けたようにふらりと後ずさる。

「ご、ごめんなさい、怒鳴ったりして」

「いえ、その」

　なんだか今日はいつにも増して感情的だな、と思う。

「朱と鷺き子こさんが言っていることは、わかります。みんなその通りだと思います。僕なんかを使ってくれるのも嬉うれしいですよ。……でも、ええと」

　口ごもり、考えをちゃんと伝えられる言葉を探す。

「僕がどうして会長の敵に回ろうと決めたのかって、まだ話してなかったと思うんですけれど」

　朱鷺子さんは目をしばたたく。

「……そうね。どうして、なの」

　僕は顔を伏せて苦笑いする。あらためて自分から説明しようとすると、目を見て話せる自信がない。

「僕、この学校に入るまで、ほんとにろくでもなかったんです。家から逃げ出すことしか考えてなくて、やりたいことも目標もなんにもなくて」

　過去形で語れるようになっただけ、少しは強くなったのだろうか、と自分で思う。

「白はく樹じゆ台だいに来たのも、全寮制で親から離れられるっていう理由だけでした。……でも、ここに入って、生徒会に引っぱり込まれて、色んな人に逢あって、色んなことを教えてもらいました。いちばん大きかったのは、やっぱり──」

「……やっぱり、狐こ徹てつ？」

「そうですね」

　僕ははじめて逢あったときの会長の言葉やしぐさのひとつひとつを思い出す。なにもかも圧倒的だった。

「あの人に、教えてもらいました。超えられそうにないくらいの困難に出逢って、挑んで、戦って、そして勝つことが、それ自体が、ほんとうにかけがえのない体験だってことです。そんなの、考えたこともなかった。それで、すごく、……憧れたんです」

　朱鷺子さんが微ほほ笑えんだ気がした。僕は足下を見つめていたから、気のせいだったのかもしれないけれど。

「勝ちたいと思ったんです。今のつまんない僕を相手にしてくれる人間の中で、間違いなくいちばん強いあの人に、なんでもいいからひとつ勝って、認められたいって」

　乾いた唇を湿らせる。伝わるかどうか不安だったけれど、続く言葉を押し出す。

「だから、ここで朱鷺子さんの案に乗っかって、もし当選できたとしても、です。あの人が『負けたよ』って言う相手はたぶん朱鷺子さんだと思うんです。僕じゃない」

　それじゃ意味がない。僕が認められたいのだから。

「……あなたはとっくに……」と朱鷺子さんが口の中でつぶやいた。

「え？」

「なんでもないわ」と朱と鷺き子こさんは不機嫌そうにそっぽを向く。「要するにあなたは、私に認められてもまだ不満で、狐こ徹てつに認められなきゃだめってことね」

「いや、そういう──」と言いかけて僕は口をつぐむ。要するにそういうことじゃないか、と納得してしまったからだ。朱鷺子さんはむくれて言葉を続けた。

「そっちの方でも、私は狐徹に勝たなきゃいけないってことね」

「そっちの方ってなんですか」

「わからないならべつにいい」

　朱鷺子さんは下り階段へと足を向ける。二段下ったところで立ち止まった。

「まだ私もあきらめたわけじゃない。……でも、私だっていつまでも待ってないわよ。立候補締め切りまで、あと一週間しかないんだから」

　肩越しに朱鷺子さんは言って、早足で階段を下りていった。







　生徒会室にはまだ会長も美み園その先輩も来ていなかった。書記デスクに荷物を置くと、ウサギが足下にじゃれついてくる。抱き上げたとき、会計室のドアが細く開いた。キリカが顔を出して手招きしている。

「なに？」

「入って」

　ウサギをデスクの上に待たせて僕は会計室に入った。

「朱鷺子と、選挙の話をしてたの？」

　僕がドアを閉めるなり、椅子の背もたれ越しにキリカは訊きいてきた。僕はちょっと面食らいながらもうなずく。なんで知ってるんだろう？

「ちょっと１Ｆ教室に用があったから行ってみたら、階段のところで、あなたと朱鷺子が喋しやべってるのを見かけたから」とキリカは言い訳がましく付け加える。

「教室に用？　キリカが？」

　僕は目を見張る。授業にも一度も出たことがないのに？

「あなたを呼びにいったの！　きまってるでしょ！」

　キリカは椅子を回してこっちを向き、目をつり上げる。

「あ、ああ、そう、そうか。ごめん」

　要するに、選挙の話をキリカも早くしたがっていたということなのだろうか。

「本気なの？　選挙で狐徹の敵に回るなんて」

　僕は目をぱちくりさせる。そんな根っこのところから問いただされるとは思っていなかった。

「本気だよ。……ていうか、会長と勝負するって前から言ってたはずだけど」

「選挙は狐こ徹てつのいちばんの得意分野なのに、なに考えてるの？」

「ううん……そうかもしれないけど、他に僕が勝てそうな分野もないだろ」

　頭脳でも身体能力でもまったく勝ち目がないのは一目瞭然だ。

「それに、こんなに勝ち負けがはっきり出る勝負のチャンスなんてそうそうないよ。会長は今回が最後の選挙だし、ここでやるしかない。いつか勝つ──なんて言い続けてても、いつまでたっても勝てない」

　キリカは「むむむ」とうなって首の腕章にあごをうずめ、黙り込んでしまう。話はこれで終わりなのかな、と僕が踵きびすを返そうとすると、彼女は椅子を軋きしませて前に身を乗り出し、言った。

「じゃ、じゃあっ、わたしも！　わたしも、選挙対策考える」

「……いや、そりゃ、手伝ってくれるのはありがたいけど」

「わたしがひかげを手伝うんじゃないの！　わたしが狐徹に勝つためにひかげを利用するの！」

　ちがいがわからん。

「狐徹に勝ちたいって思ってたのはわたしの方がずっとずっと前からなんだから」

「特許みたいに言われても」と僕は苦笑する。「でも、嬉うれしいよ。キリカなら選挙のことも会長のことも僕よりずっとよく知ってるだろうし。正直、僕だけじゃどこから手を着けていいかわからなくて」

「けっきょく、朱と鷺き子こを利用するんでしょ」

「うん……実は、副会長候補になってくれって頼まれたんだよね」

　キリカは目を丸くする。

「ひ、引き受けたのっ？」

「断ったよ。どうせ僕が相方じゃ会長に勝てるわけないし」

　キリカが安あん堵どしたように見えたのは気のせいだろうか。

「当たり前。どっちの候補の名前を書いても有効票なんだから、副会長候補の人望はすごく重要なの。ひかげじゃ無理」

「人望の無さなら自信があるよ……」

「今年の美み園そのは二年目で実績も積み増してるから、去年よりもっと票を集めるはず」

　美園先輩を上回り、さらに朱鷺子さんと会長との差を埋めるほどの圧倒的な人材を見つける。それしか勝ち筋はないだろう。

「わたしとひかげで朱鷺子をプロデュースして、狐徹に勝つ」

　キリカは拳を固めて決然と言う。

「そうすれば狐徹もわたしに『参りました』って言うはず」

　ちょっと笑ってしまう。キリカもとにかく子供っぽい意地で会長を凹へこませたいだけなのだ。僕と同じだ。しかし、選挙に勝つとなるとそれだけではまずいのではないだろうか。

「美み園その先輩に匹敵する、ってのも重要だけどさ。朱と鷺き子こさんの、ええと、政策っていうのかな、考え方とマッチしてる人じゃないと」

「そんなの気にしなくていい」とキリカは僕の言葉をぶった切った。「とにかく得票力。政策なんてだれも見てない」

　僕はしばし啞あ然ぜんとする。

「……そんなんでいいの？　生徒会をもっと良くする案とか、斬新な公約とか、そういうアピールがあった方が」

　キリカがじっとりとした横目で僕をにらむ。

「もう半年以上も生徒会をやってるのに、どうしてひかげはいまだにそんなに小市民的な考え方してるの？」

　僕は首をすくめる。小市民でごめん。

「どうせ生徒会はこれからもどんどん良くなるの。それだけのことをわたしたちはやってきたんだから」

　あきれてしばし呆ぼう然ぜんとする。

「……その自信を分けてほしいくらいだよ」

「ひかげも一員でしょ！」とキリカは怒る。「だいたいっ、狐こ徹てつ以上に生徒会を良くできる人間なんていないんだから、そっち方向でアピールしても無駄なの！」

　僕はぽかぽかした気持ちになってキリカの顔を見つめる。口元がゆるむのを隠せそうにない。

「な、なに？」とキリカが訝いぶかしむ。

「いや、……やっぱりキリカ、会長のことがけっこう好きなんだな、って思って」

　キリカの顔は赤らんだ。

「ま、またそういうこと言う！　好きなんかじゃないの、狐徹は敵なの！」

「ごめん、もう茶化さないよ」

「それより副会長候補のこと！　真面目に考えて探さないと！」

　僕は頭を搔かく。

「ううん……美園先輩に負けないくらいの人か……」







　キリカと一緒に、まず生徒会室の向かいの監査室に赴いた。

「聞いたで聞いたでひかげ君！　ついにこてっちゃんとやりあうそうやね、ほんま楽しみやわあ！　うち、最初に見たときからひかげ君はこてっちゃんの子分で収まってるタマやないて思ってたんよ！」

　監査委員長の郁いく乃のさんは喜色満面で僕らを出迎えてくれた。

「あー……」僕は隣のキリカをちらと見てから郁乃さんに訊たずねる。「なんでもう知ってるんですか」

「うちらの調査力を甘く見んといてや」と郁乃さんは立てた人差し指をメトロノームみたいに左右に振る。たぶん、僕と朱と鷺き子こさんが喋しやべっているところを、監査委員か風紀委員に目撃されていたのだろう。まずい。

　いやいや。べつにまずくないだろ。僕は気を取り直す。どうせこれから全部喋るのだから知っていてくれた方が話が早くて助かる。

「ええ、ま、まあ、そういうことなんです。それで、ですね。ちょっとお願いしたいことがありまして」

「ん？　二人揃そろってこの郁乃さんに頼み事？」

　郁乃さんはますますうきうきした顔になり、僕とキリカを見比べる。

「ときちゃんを使つこうてこてっちゃんを負かそうとしてるけど副会長候補でええのがおらへんから人望ありまくりな郁乃さんにお願いしにきたん？　にゃはは、そんなまさかなあ」

　僕は白々しく目をそらした。視線がキリカにぶつかると、彼女もまた同じように目をそらして壁を見た。

「図星かいな……」

「い、いや、だから、その、参考までにちょっと話を聞きにきただけで」

　我ながら情けない言い訳だった。しかも、そもそも噓うその弁明などする必要もない。実際に郁乃さんの助力をあてにしようと思って来たのだから。

　キリカが僕の肩を押しのけて言う。

「郁乃。仮にあなたが朱鷺子と組んで出たら狐こ徹てつに勝てると思う？」

「百パー無理やね」

「百パー、ですか」と僕は繰り返す。僕としてはけっこう目がある──というか、最有力候補だと思ったからこそ真っ先にここに来たのだけれど。

「そや。うちにやる気あらへん。むしろこてっちゃんに勝ってほしいくらいや」

「な……なんでですか？　郁乃さん、会長のこと敵だと思ってるんですよね？」

「あんなあ、ひかげ君。うちは生徒会長の天王寺狐徹を失脚させたいんよ。監査委員長としてな。こてっちゃんは会長でいてくれな困るわけや」

「ああ……なるほど」

　僕は肩を落とした。

「だいたいやね、うちがときちゃんと組んで選挙に出る気があるんやったら、ひかげ君に言われんでも去年やっとるよ」

　この郁乃さんをあんま甘く見んとき？　と言われて僕は縮こまるしかない。

「ま、いの一番にうちのとこ来たんは誉ほめたるわ。二人ともせいぜい気張りぃな」







　同じく中央校舎にある文化祭実行委員室に足を向けると、ちょうど廊下に出てきた薫かおるくんとばったり逢あった。

「あっ、せんぱい！　キリカねえさまも！」

　薫くんの肩越しに室内をちらとうかがうと、文化祭の後処理のために大勢の委員でごった返していた。彼らの祭りはまだ終わっていないのだ。

「忙しそうだね」と僕は遠慮がちに確認する。

「大丈夫です。一段落して、職員室に書類まとめて提出しにいくとこです」

　薫くんは脇に抱えた分厚い大判封筒をぽんと叩たたく。

　僕とキリカも職員室に用事があるようなふりをして、一緒に中央校舎を出た。さて、どうやって話を切り出そうか、と思案していると、行く手からなにやら剣けん吞のんな声が聞こえてきた。

　遊歩道の交差点につくられた大きな円形の広場の一角だった。木箱の台の上に仁王立ちになった甲かつ冑ちゆう姿の男が、軍配を振り回しながら胴間声でわめいている。

「天てん王のう寺じ！　敵は天王寺にありィッ！」

　例の泡ほう沫まつ候補、明あけ智ち光みつ秀ひで氏だった。隣には『下克上』と染め抜いた幟のぼりを手にした足軽っぽいかっこうの男子生徒（後で知ったが副会長候補だそうだ）が控えている。

「天王寺の圧政、許し難し！　朝敵を成敗し、この地にラブホテルを！　清き一票を明智、明智、明智光秀に！」

　どうやら街頭演説のつもりらしい。遊歩道を行き交う生徒たちも笑いながら指さしたり写真を撮ったりしている。

「もうすぐ選挙ですね！」と薫くんは嬉うれしそうに言う。「狐こ徹てつねえさまがどれくらいぶっちぎりで当選するのか、すごく楽しみです」

「ああ、うん」

　僕は心の中で明智光秀氏に深く感謝した。自然に話題をそちらへ向けられた。でも、この先は慎重に真意を確かめなければ。

「あのさ、薫くんはやっぱり今の会長の下で働きたいわけ？」

「はい！　狐徹ねえさまはぼくの憧れですから。他の会長なんて考えられないです」

「そ、そう……。それで、朱と鷺き子こさんも立候補するらしいんだけど、どう思う？」

「負けるとわかっているのに戦う朱鷺子ねえさまもすてきです！　がんばって玉砕してほしいです！　得票率二割くらいで負けるのがいかにも『善戦した』って感じで美しいと思います」

　ほんとこの子、身も蓋もないな。

「朱と鷺き子こを手伝おうっていう気はないの」

　キリカがぼそりと訊たずねる。

「ぼくがですか？　ううん……」薫かおるくんは少しだけ答えに詰まる。「朱鷺子ねえさまのことは大好きですけど、会長にふさわしいのは狐こ徹てつねえさまだと信じてますから、自分の気持ちは裏切れないです」

　キリカが僕の腕をつついた。「薫も無理」と囁ささやいてくる。僕もうなずいて、その先の話をなんとなくごまかしながら歩いた。芯の強い子だから、これ以上なにを言って聞かせたところで翻意は難しいだろう。

　薫くんも実行委員長として知名度がアップしたし、姉きよう弟だいで立候補とくればかなり話題になると思ったのだけれど……。







　すぐに薫くんと別れ、その足で文化系部室棟に向かった。

　僕らを出迎えたＩＴ部長の伊い藤とうさんは、目の下に墨でも塗ったような濃い隈くまをつくり、額に冷却剤を貼っていた。

「おや、生徒会探偵のお二人！　どうしたんです、また事件ですか？」

　うきうきした顔で伊藤さんは言う。

「パスクラッキングも即席システム構築もリバースエンジニアリングもなんでもござれですよ。寝ないでやります！」

「いや、あの、ちょっとお話を聞きにきただけなので」

　伊藤さんは度の強い眼鏡の向こうで目をぱちくりさせ、戸惑いながらも僕らを部室の中に案内してくれた。

　ＩＴ部室は、男だらけの部活の本拠地としてはあり得ないくらいきれいな部屋だ。壁にずらりと押しつけられた机はパーティションで区切られ、各部員のＰＣがのっかっている。ロボットのフィギュアとか飲みさしのペットボトルが目につくくらいで、私物はほとんどないし床にもゴミひとつ落ちていない。インタビュー記事に出てくるようなＩＴベンチャー企業はみんなオフィスが洒しや落れていて清潔だから、という伊藤さんの方針なのだそうだ。意図はともかくとして他の部にも見習ってほしかった。

　他の部員たちはみんなヘッドフォンをかぶって音楽を聴きながらプログラミングにいそしんでいたので、僕らは部室の奥の伊藤さんの席で話をすることができた。

「その、今度の選挙に関して、ちょっとしたアンケートを集めてて」

　僕はそう噓うそをついて話を切り出した。

「私がもし生徒会役員になったら……ですか？」

　伊藤さんは目をぱちくりさせた。

「はい。仮に、の話ですよ。伊い藤とうさんをたとえば書記に、なんて話も、絶対にないとも限らないので」と僕は慎重に言葉を選ぶ。「やりたいこととか活動方針とか」

「もちろん、学園じゅうの蛇口からドリンク剤が出るようにします！」

　彼は『眠眠打破』の空き瓶を自信満々に突きつけてきた。僕とキリカはあきれて顔を見合わせた。わかっていたことではあるが、この人は絶対無理だ。







　体育会系部室棟にも足を伸ばした。

　三階には相撲部、ボクシング部、レスリング部、柔道部──といかつい部名が並んでいるのだが、その間に異様な名前のプレートを掲げた扉がある。

『デ部』。

　生徒会に提出された設立理念によれば、がんがん食ってがんがん寝て体重を増やすこと自体を目的とした部で、体重を支えるために足腰や首の筋肉トレーニングも欠かせないためにれっきとした体育会系なのだという。こんなのも申請が通ってしまう上にちゃんと部員を毎年集められるのだから、いやはや白はく樹じゆ台だいは広い。

「失礼しまーす……」

　僕がおそるおそるデ部部室の扉を開くと、食欲を誘ういいにおいがあふれ出てきた。

「おお？　書記と会計じゃねえか。入れ入れ！」

　湯気の向こうにでっぷりと腰を据えたデ部部長の辻つじ堂どう氏が、僕らを見て手招きする。まわりの部員たちも当然ながら見事なあんこ型の重量体型だ。一斉にこっちをにらんでくるので正直怖い。キリカなんて僕の背中に完全に隠れている。

「文化祭ではさんざんな売り上げだったからな、今から来年を見据えてちゃんこを改良してるんだ、味見してくれ！」

　そう言って辻堂氏は美お味いしそうなにおいを立てる小鉢を差し出してくる。しかたなく僕は箸をつけた。

「……さらに美味しくなってますね」

　お世辞ではなかった。ここのちゃんこ鍋はほんとうにプロレベルなのだ。たくさん食べるのが主要な活動である以上、味はおろそかにできないだろうし、日々改良に改良を重ねているのだろう。

「だろう？　なんで売れねえのかなあああああ」

　辻堂氏の盛大なため息に、コンロの火が吹き消されそうになる。店が巨体の部員だらけで怖いからですよ、とはとても言えない。

「あの、それで、今日はちょっとお訊ききしたいことが……」

「ん？　なんだ？」

　伊い藤とうさんに言ったのと同じ噓うそで僕は話を切り出す。伊藤さんとちがって辻つじ堂どう氏は実に活いき活いきした顔になった。

「俺が政権とったら？　そうだな、学食のメニューをちゃんこだけにする！」

　わかっていたことではあるが、この人も絶対無理だ。







　最後の望みをかけて中央校舎に戻った。

　風紀委員会室は監査室に隣接していて、内部も扉一枚でつながっている。

「あ、牧まき村むらさん！」

　僕が風紀委員会室のドアを開けると、すぐそばの机にいた風紀委員の娘こが顔を上げた。

「楓ふう花かさん、待ってますよ」

　彼女が指さした部屋のいちばん奥のデスクに、目当ての人物が腕組みして待ち構えていた。ぴしっとアイロン掛けされた制服に、左腕の純白の腕章。後ろで高く結って一本に垂らした長い黒髪に、日本刀のような鋭さを宿す目つき。風紀委員長の長なが峰みね楓花さんだ。

　でも、待ってた？　どうしてだろう、僕が来るのをなんで知ってたんだ？

「わ、私になにか用があったらしいな、牧村」

　楓花さんはなんだか恥ずかしそうに視線をさまよわせている。

「郁いく乃の委員長が、言っていたんだ。牧村が私と二人きりで未来に関するとても大事な話をしたがっているから、と」

　あの女またしてもてきとうなこと言いやがって！

「そ、そういう話をこの場でするのもどうかと思うし、お、おまえさえよければ、書記室に行っても」

　言っている途中で僕の背後のキリカの存在に気づいたらしい。楓花さんは目を見開いて言葉を吞のみ込んだ。

「……なに？　二人きりで未来に関するとても大事な話って」

　キリカがむっとした顔で僕に訊きいてくる。

「郁乃さんのいやがらせにきまってるだろ！」

「聖ひじり橋ばしもいるのか！　ふ、二人きりじゃないのかっ」

「はあ。二人きりがよかったんですか？」

「そ、そんなことは言っていない！」

　とはいえ他の風紀委員たちに聞かれたい話でもなかったので、僕は楓花さんを階段の踊り場まで連れ出した。

「選挙に出る候補者を捜してるの」

　キリカがずばりと切り出す。さしもの楓ふう花かさんも目を剝むいた。

「あなたも狐こ徹てつを倒したい気はあるでしょう？　今の生徒会に不満もあるでしょ」

　本意を隠す気なんて毛頭ないみたいだった。楓花さんは僕とキリカの顔を見比べる。

「委員長の命令とあらば選挙にも出るが」

　この人、上司である監査委員長の郁いく乃のさんに絶対の忠誠を誓っているのだ。そこで僕はしれっと口を挟む。

「もちろん郁乃さんも協力してくれますよ。あの人も会長のライバルだし、敵の敵は味方です」

　僕の噓うそにキリカが冷たい視線を向けてくるが、今さら気にしていられない。

「それで、楓花」とキリカは向き直る。「もし仮にあなたが生徒会役員になったとして、目玉にしたい政策はある？」

「ふむ」少し考えてから楓花さんは拳を力強く固めて言った。「当然、全校生徒のメールをチェックして不純異性交遊を撲滅する！」

　多少期待はしていたものの、この人もやはり無理だ。







　僕もキリカも社交性がないので、ひとまず考えつく候補はこれでみんなあたってしまった。全滅だ。伊い藤とうさんや辻つじ堂どうさんあたりは、引き受けてもらっても勝ち目がないから朱と鷺き子こさんに却下されただろうけれど。

　意気消沈したまま生徒会室に戻ると、会長と美み園その先輩が副会長デスクのそばでなにか話し合っているところだった。僕らが入っていくと、デスクに腰をのせていた会長は「おや」と笑って、床に降りた。

「ヒカゲだけじゃ心こころ許もとないから、キリカも手伝うことにしたの？」

　キリカはむっとした顔になる。

「わたしはもともと狐こ徹てつの敵に回るつもりだった。ひかげが真ま似ねしたの」

「ふうん？　ともかく、期待しているよ」

　美園先輩は椅子から立って、複雑そうな表情のまま歩み寄ってきた。笑顔からぎこちなさを消そうとせいいっぱい努力しているのがわかる。

「ひかげさん、その……」

　口ごもる先輩を見て、ちょっと申し訳ない気持ちになってくる。会長の敵に回るということは先輩の敵に回るということでもあり、今までそれを深く考えたことがなかったけれど、こうして選挙で敵対するとはっきり姿勢を表明してしまった今、うやむやのままにはしておけなくなる。

「私たち、戦場の恋ですねっ？」

　不自然に明るく先輩は言った。

「離ればなれになっても私の想おもいは変わりません。この子をひかげさんだと思って、いつまでも待ってます」

　先輩は足下のウサギを抱き上げて胸に押し当てる。いやまあ、実際にその子はひかげさんですけど。

「来期は書記のあてがなくなるわけだね」と会長が口を挟む。「今のうちにその子に書記業務を仕込んでおこうか」

「ウサギにもできる仕事だと思われてたんですか……」

　僕は会長の言葉を反はん芻すうする。来期、僕はここにいないかもしれない。敵に回るっていうのはそういうことだよな、と僕は今さら思い知らされる。

「そうだっ」美み園その先輩が顔を輝かせて言う。「選挙が終わったら、人間の方のひかげさんが生徒会室のマスコットになるというのはどうでしょう？」

　僕が考えごとを続けていてつっこまなかったせいで、気まずい沈黙が室内にしばらく横たわった。会長は自分のデスクに戻って椅子に腰を下ろす。

「朱と鷺き子こもまだ立候補を届け出ていないみたいだね。ヒカゲを副会長候補にしたいと言ってきたがヒカゲは断り、しかし他の人材も見つからない……といったところかな」

　会長がそう訊たずねた相手は僕ではなくキリカだった。

「知らない」

　キリカはぶっきらぼうに言って、会計室に引っ込んでしまう。

「とぼけ方が下手だなあ」と会長は笑い、僕の方を見る。「今から候補を捜しているなんてのんきなものだね」

　なにか言い返さなくては、と思い、僕は口を開く。

「会長と美園先輩だって、まだ届け出てないじゃないですか」

「え、ええ」先輩は会長の顔をうかがう。

「あたしは締め切り直前ぎりぎりに届け出るんだよ。戦略上の理由でね」

　会長は歌うように言った。

「戦略……ですか」

「そう。けっきょくのところ、選挙期間中もっとも耳じ目もくを集めるニュースというのは、だれが出馬したのか──だ。出馬後の候補への関心はどんどん下がっていく。だからあたしの出馬のニュースは最後に出回るようにしたいんだ。そうすれば、どれだけサプライズな立候補者が出てきても、インパクトを弱められるだろう？」

　僕は深く嘆息した。そんなことまで考えていたのか。

「でもそれ、僕に教えちゃっていいんですか」

「教えたところできみにはどうしようもないだろう」

　その通りだった。僕はもやもやした思いを口の中で嚙かみ潰した。

「……なんか立候補受け付けの期間がやけに長いなあと思ってたんですけど、ひょっとしてそのニュース潰しのためだったんですか」

　思いついて訊きいてみた。普通、候補者の受け付けなんて公示日の一日だけに限るものだ。でも白はく樹じゆ台だいの生徒会選挙は一週間もある。

「たしかに、延ばしたのはあたしだよ」と会長は答えた。「昔は一日だけだったけど、就任初年度に規約を改正して一週間にしたんだ。でも、ニュース潰しのためだけじゃない。もうひとつの目的の方が大きい」

「もうひとつ？」

「民主主義の打倒のためだ」

　僕は応接セットのソファに腰を下ろした。会長が、長い話になるから座ったらどうかと目だけで言った気がしたからだ。美み園その先輩もなにか察したのか、コーヒーを淹いれて持ってきてくれた。

　打倒・民主主義。

　今になっていきなり言い出したことではない。僕はもうずっと前に、会長の口から聞かされていた。彼女の最終目的。でも、ここでそんな話が出てくるなんて思わなかった。

　聞いておきたい。僕の敵がなにを考えて選挙にのぞむのかを、ここで知っておきたい。

「なんで立候補受け付け期間が長いと民主主義が倒せるんですか？」

　我ながらなんだか馬鹿みたいな質問だな、と思いながらも訊たずねる。

「正確に言えば、候補者が出そろってから投票日までが短いことが必要なんだ」

　会長はそう言って、壁の大判カレンダーに目をやる。一週間も用意された立候補受け付け期間の後、わずか三日で投票日が訪れる。なんだか変な日程だなとは前々から思っていた。それがどうして民主主義どうこうにつながるんだろう。

「ところでヒカゲ、きみはアメリカ合衆国の大統領選挙の方式をちゃんと知ってる？」

　いきなり質問を返され、僕は困惑する。アメリカの大統領選？　すごくややこしいシステムだった気はするけれど、よく知らない。

「美園は？」と会長の目が先輩に向けられる。

「ええと……」先輩は僕の向かいのソファに座った。「なんだか面倒な方法なんですよね。まず党が予備選挙で候補者を決めて、それから州ごとに選挙人に投票して、その選挙人が大統領候補に投票して……」

「そう。直接選挙みたいに思われてるけど、実は国民が多数決で大統領を直接選ぶわけじゃないんだ。たとえばブッシュ大統領が最初に当選したときは、国民からの総得票数ではアル・ゴア候補に負けていたからね」

「それって選挙のやり方に問題あるんじゃ……。なんでそんなややこしいやり方になったんですか？」

　僕が素朴な疑問を口にすると、会長は満足げにうなずく。

「それには歴史的な理由があるのだけれど、本題じゃないのでここでは置いておく。実際にきみと同じ疑問を抱いた者はこれまでにもたくさんいた。もっとシンプルで民意を正確に反映する直接選挙制にしよう、という動きも何度もあった。でも、改革は起きなかった。いまだに合衆国は、形骸化したに等しい『州ごとの選挙人』制度で大統領を選んでいる。どうしてだと思う？」

　そんなことを訊きかれても困る。アメリカの政治も歴史もよく知らない。会長の目はまたしても美園先輩に移される。

「人口の少ない州の意見もちゃんと反映されるように、っていうことじゃないんですか。国民投票で選んだら、大都会にだけ有利な政策ばかりになってしまうから」

「素晴らしい模範解答だ。でも建前だね」

　会長は一言で斬って捨てた。

「このシステムはね、選挙活動を長引かせたうえに、投票結果を複雑化させ、民意を正確に反映させないようにという目的で組まれているんだ。アメリカを作った者たちは、ちゃんと知っていたんだよ。それが民主主義を守るための唯一の方法だってね」

　僕も美み園その先輩も、顔を見合わせ、会長の表情を確認し、ということを三度くらい繰り返した。意味がわからなかった。民意を反映させないようにしている？　民主主義を守るために？

　会長は椅子から立ち上がって会長室のドアに向かい、背中で語り出す。

「アメリカは十八世紀の終わりに建てられた、正真正銘、世界で最初の民主主義国家だ。この頃の民主主義は生まれたての嬰えい児じで、ひどく脆ぜい弱じやくだった。それでもほぼ時を同じくして、大西洋を隔てた大陸ヨーロッパでも民主主義が萌もえ出ようとしていた。きみたちもよく知ってるだろう、フランス革命だ」

　振り向いた会長の顔には凄すごみのある笑みが浮かんでいる。

「しかしフランス革命は、みじめに失敗した。国内は党派が入り乱れてばらばら、政府の決定は遅く、求心力もなく、周辺国との戦争にも勝てない。業ごうを煮やしたフランス国民は、民主主義を自殺させた。多くの血を流して王から奪い取った権力を、新しい王に再び委ねてしまったんだ」

　不勉強な僕にも、さすがに会長がだれのことを言っているのかはわかった。正当な選挙手続きによって皇帝にまでのぼりつめた男──

　ナポレオン・ボナパルト。

「時は下り、第一次世界大戦が終わった後のドイツでも、まったく同じことが起きた。戦争の賠償金と世界恐慌とに苦しむ中、決定力のない民主政府に嫌気がさした大衆が、再び民主主義を自殺させる。歓呼を浴びて現れた新しい王に酔いしれ、全権委任法に諸もろ手てを挙げて賛同し、国のすべてを預けてしまったわけだ」

　一世紀の後にナポレオンの生まれ変わりのごとく現れ、全欧を手中におさめた二人目の新しい皇帝──

　アドルフ・ヒトラー。

「長きにわたって海の向こうからヨーロッパの惨状をつぶさに見ていたアメリカは、痛いほどに学んだ。民主主義はめんどうくさい。だから国に困難が訪れたとき、民衆は必ずそのめんどうくささを憎み、熱狂の渦の中で新しい王を選び出し、先達の勝ち取った権利を王に与えてしまうだろう。民主主義は他のだれの手でもなく、主権者である民みずからの手で殺される。ならば、どうやって民主主義を守る？」

　答えられない僕と美み園その先輩の顔を、会長は時間をかけて眺め、うなずいた。

「アメリカが編み出した方法は、実に見事だ。彼らは自殺の元凶を的確に見抜いた。民衆のひとときの熱狂こそが民主主義を殺すのだと」

　会長は凄惨な微ほほ笑えみを浮かべ、指先で自分の喉元に横一文字を引く。

「だから、およそ一年間もの選挙運動期間を与え、各州に票の重みを分散させ、候補に全国を歩き回らせる。それぞれの陣営に対立候補の粗探しをさせ、討論でぶちまけさせる。選挙活動が長ければ長いだけ、候補者の聖人君子面は汚され、多くの国民がそれを見届ける。そして複雑な投票制度は民が自分の手で指導者を選んだという感触を鈍らせる。すべては民の熱狂を吹き消すため。英雄を王にしないためだ」

　会長の両腕が翼のように広げられる。彼女の声はいっそう高らかになる。

「選挙運動というのは候補者の政策を有権者に訴えかけるためにあるものだと、ほとんどの人間は思っている。だからたとえば、対立候補へのネガティブキャンペーン激化に非難の声があがる。選挙の本質が理解されていないことの証拠だ。欠点をあげつらい合うのが本来の選挙運動の目的なんだ。その過程で、どれほど輝かしい英雄であっても泥にまみれる。たとえ大統領の椅子に這はい上がれたとしても、彼を支えてくれる民衆の歓呼は消えているだろう。彼が振りかざす全権委任法はただ嗤わらわれるだけだろう……」

　会長は僕の目をいきなり見た。夢想の聴衆に向かって語りかけているんじゃないかと思っていた僕は、どきりとして息を詰まらせる。

「夢物語だと思っているね？　でも現実として、二百年以上にわたるアメリカ大統領選の歴史の中で、全選挙民の圧倒的な支持を集めて勝利した英雄はジョージ・ワシントンただひとりなんだ。そしてそのワシントンと盟友たちが、どんなまばゆい偶像も汚されて光を失って輪郭をあらわにするアメリカというシステムを作り上げた。時代が移り変わり、州の独立性が薄らいでも、合衆国を動かす者たちはシステムを変えなかった。そしてこれからも変えないだろう」

　民主主義を守るためにね。そうつぶやき、会長は拳を固める。

　僕は自分が今どこでなにをしているのか一瞬見失う。なんでこんな部屋で、こんな話を聞かされているんだろう？　机の向こうにいるライオンみたいな女はだれだ？

「さあ、ここまで話せば、あたしが選挙活動期間を切り詰めた理由もわかるね？」

　目まいと吐き気がやってきた。乗っていたジェットコースターがいきなり逆方向に走り出したみたいだった。いつからこの女は僕らの知っている現実に戻ってきていたんだ？　最初からか？　夢想に浸っていたのは僕だけなのか。

「彼らとまったく逆の理由だ。民衆の熱狂の上に君臨し、その熱が冷めないうちに民主主義を鋳いつぶして──」

　彼女の拳が目の高さにまで持ち上げられる。力強く、戦意に満ちて。

「──絶対王政を打ち立てるためだよ」







　僕が書記室の薄暗がりの中、椅子に身を沈めてぐったりしていると、ドアにノックの音があった。

「……はい？」

　気の抜けた返事をすると、ノブの回る音がする。

「ひかげさん、お茶とおやつをお持ちしました」

　美み園その先輩がトレイを手に入ってきた。僕の前の机に湯気を立てるマグカップとクッキーののった皿を置く。僕は先輩の顔をまじまじと見る。よく気が利く人ではあるが、書記室にまでお茶を持ってくるなんてはじめてだ。

　おやつというのは口実なのだろうな、と思うが、会長の大演説の余熱でまだ頭の芯のあたりが痺しびれていた僕は、なにも訊きけずに黙って紅茶をすすった。

　案の定、先輩はなにか言いたげに僕のそばに立ったままだ。沈黙がつらくて僕はとにかく口を開いた。

「……あの演説、先輩は前から聞かされてたわけですよね」

　とくに知りたいとも思っていないことを訊たずねる。先輩は首を振った。

「あんなに詳しく話してくれたのは、はじめてでした」

　少し意外だった。

「そうなんですか？　でも、去年も会長と一緒に選挙戦やってるわけですよね」

　選挙についての考え方を、そのときに話していなかったんだろうか。相棒なのに？

「私は……」美園先輩は淡く微ほほ笑えむ。「見た目だけで狐こ徹てつに選ばれましたから」

　見た目で選んだ……。かつて会長から冗談めかして語られたことだ。今はなんだか笑う気になれない。

「見た目だけじゃない、って会長も言ってたじゃないですか」

「あれは、狐こ徹てつが優しいから」

　美み園その先輩の声は遠く、頼りなくなる。

「どうして狐徹が私を副会長に選んだのか、自分でもよくわかってないんです。編入生で、生徒会のことなんてなにも知らなかったし、しかも前任者はあの朱と鷺き子こさんですよ。私に務まるわけがない、って何度も断りました」

　そんな話も前に聞いたっけ、と僕は思い出す。

「教室に押しかけてきたんですよね。何度目くらいで折れたんですか？」

「そう……ですね……十回目くらい？」

　三顧の礼どころじゃないな。

「それはやっぱり、見た目だけなんかじゃないですよ。美園先輩じゃなきゃだめな理由がなにかあったんですよ」

「でも、誘われたのは四月ですよ。編入してすぐです。私のことなんてほとんど知らなかったはずです」

　それはそうかもしれないが、僕は慰めごとをひねり出す。

「そこは、あの会長だから、色々と手を使って事前に美園先輩のこと調べてたんですよ。それで副会長にふさわしいって判断したんじゃないですか」

「そう、だといいんですけど」

　今日の先輩の笑い方は、とてもさみしそうだ。

「狐徹の隣で、いつも不安なんです。私、ちゃんとできてるのかな、って」

　できてますよ。美園先輩は最高の生徒会副会長ですよ。僕はそう言おうとするのだけれど、言葉にならない。僕なんかが言っても薄っぺらくて、かえって先輩の不安を深めてしまいそうで怖い。

「だから今度の選挙も、ちょっとどきどきしてます。現職としては、はじめての選挙だから。私のやってきたこと、評価されちゃうわけですよね。でも、私に票が入っても、狐徹の力ってことになっちゃうのかな……」

　この人とも戦うのか、と僕はぼんやり考える。まるで実感がない。会長相手なら、勝つところはイメージできなくとも、どんなふうに争うのかは想像がつく。でも美園先輩は敵に回っているところがまったく思い浮かばない。でも、この人を打ち倒せる副会長候補を見つけ出さなくてはいけないのだ。

「ひかげさんは、ほんとうに」

　先輩は閉じた扉を見つめたまま訊たずねてくる。

「ほんとうに、狐徹の敵に回るんですか？」

「なんですか、今さら」と僕は作り笑いで返す。

「そうですよね。今さらですよね」

　うつむいた先輩の視線が、二人の爪先の間に落ちる。

「でも、あんなのを聞かされて、それでもまだ戦う気なんですね」

　先輩が書記室を出ていってしまった後で、僕は椅子から立ち上がり、意味もなく机の脇をいったりきたりした。

　あんなのを聞かされてまだ戦う気があるのかって？

　もちろん、萎えそうだよ。始まる前から屈服してしまいそうだ。天てん王のう寺じ狐こ徹てつは生まれながらの王者で、しかも百パーセント真剣に帝王になろうとしているのだ。しがない詐欺師になにができる？

　壁にもたれ、ずるずると背中をこすりつけて床にへたり込んだ。

　しゃく、しゃく、という頼りなげな音が背後から聞こえてきた。すぐになんの音かわかった。スナック菓子をかじる音だ。もう何ヵ月も世話をしているのだ。粗塩ソフト煎せん餅べいの音だということまでわかってしまう。壁を隔てて背中を触れあわせ、僕とキリカは途方に暮れて暗がりの中にしゃがみ込んでいた。





[image: ]






２









　広大な白はく樹じゆ台だい学園は、敷地内に五つの購買部があり、そのうち二つはほぼショッピングセンターと呼んで差し支えない規模のものだ。学食も、財布に優しいところからお洒しや落れなカフェテリアまで種々そろっている。スポーツ施設も充実しているし、図書館には本だけではなくＣＤやＤＶＤも豊富に蔵されている。園内から一歩も出なくとも、満足な生活を送れてしまうのだ。

　僕が学園の寮にやってきてから、もう七ヵ月。園外に出る機会といえば生徒会の仕事で役所だの印刷所だのスポンサーの事務所だのに行くことだけで、周囲がどんな街なのか、駅の周辺にどういう店があるのか、全然知らない。

　待ち合わせ場所として指定されたそのトルコ風カフェも、駅前広場に面した一等地にあるのだから何度か店の前を通っているはずなのだけれど、まったく記憶になかった。重たいドアを開けると、薄暗い店内に漂うコーヒーのにおいが僕の全身を包み込む。シャンデリアはステンドグラス風のあたたかみのあるもので、壁の飾り棚にはカラフルな陶器がたくさん並べられ、鮮やかな色合いのタペストリがほうぼうにかけられている。

「日ひ影かげちゃん、こっちよ」

　右手奥の席に座っていた店内唯一の客が手を振った。先代の総務広報、伊い吹ぶき真ま央おさん。紫色のタートルネックのセーターと大きなイヤリングのせいで、いつもよりもさらに大人びて見える。ほんとうに今すぐ女子アナで通用しそうだ。

「遅くなってすみません」

　僕は頭を下げて真央さんの向かいに座る。彼女のいでたちと店の雰囲気とが相まって、制服で来てしまった自分がなんだか恥ずかしくなる。

「いいのよ。私も今着いたところよ、まだ注文もしてないわ」

　真央さんはそう言って、やってきたマスターにコーヒーを二つ注文した。

「わざわざ来てもらっちゃって……忙しくないんですか？」

「予備校に通っているだけだもの。遊んでばかりよ、気にしないで」

「でも、なんだか悪いです。メールでよかったんですけど」

「あら、せっかく日影ちゃんと二人きりで話すチャンスだもの。おまけに狐こ徹てつちゃんの弱点を教えてくれ、なんていう面白そうな話題、ちゃんと面と向かって話したいじゃない」

　僕は苦笑する。

「けっきょく私の視みた未来の通りになってしまったのね」

　真央さんは僕の顔をじっと見つめてくる。

「そう──ですね」

　夏休みに生徒会室を訪れたとき、彼女はさんざんいいかげんな占いを見せた後で、最後にひとつだけほんものの予知をしてくれた。

　それは図らずも、僕が天てん王のう寺じ狐こ徹てつに突きつけた最初の敵対宣言になってしまった。

「怒っていない？　私の口から日ひ影かげちゃんの気持ちを明らかにしてしまったこと」

「怒ってないですよ。感謝してるくらいです」

　僕はあのときの自分の胸に湧きあがった熱を思い出しながら答えた。

「踏ん切りがつきましたから。真ま央おさんに言ってもらわなかったら、この選挙に間に合わなかったかもしれないです」

「どうかしらね」と真央さんは薄く笑う。「早すぎたかもしれないわよ。もっとじっくりあなたの中で戦意を育てた方がいい結果になっていたかもしれないわ」

「真央さんにもわからないことがあるんですね」

　冗談めかして言ってみたが、真央さんの笑い方はまったく変わらない。

「それはそうよ。いいか悪いかはわからないの。私が視るのは未来。これから事実になるはずのもの。事実を受け取ってそれぞれがどう感じるのかは、私の管轄外よ」

　僕は真央さんの目をじっと見つめ返した。

「勝つか負けるかはわかるけれど、それが僕にとっていいことかどうかはわからない、ってことですか」

「そう。人生は長いのだし、日影ちゃんにとってなにが幸せなのかを決めるのはけっきょく日影ちゃん自身しかいないわ」

　さらりとものすごいことを肯定されてしまった。

「……勝つか負けるか、わかるんですか？」

「わかるわよ。知りたいの？」

　僕はしばらく息を止めて考える。

　やめておきます、未来なんて知ってしまったら面白くないから──というのがこの場での模範解答である気がした。

　長く息をついてから、答える。

「知りたいですよ」

　僕の言葉に真央さんはかすかに目を見開いた。

「……なかなかやるようになったわね、日影ちゃん。意外な答えよ」

「会長について色々教えてもらうために来てもらったんですから、聞かないなんてもったいないじゃないですか」

「ふふっ。それもそうね」

　ちょうどそのとき、マスターがコーヒーを運んできた。深めの小さなカップに入っていて、表面は泡に覆われている。エスプレッソのような細かい泡の膜ではなくもっと粗い。そしてかなり強烈な甘い香りが立ちのぼっていた。

「日ひ影かげちゃんトルココーヒーは飲んだことある？」

「いえ、はじめてです」

　なにか特殊なコーヒーなのだろうか。

「トルココーヒーは粉をフィルタで漉こさないの。カップの底に粉が溜たまってるから、気をつけて上の方だけを飲むのよ」

　真ま央おさんはそう言って上品な手つきでそっとカップを持ち上げ、口をつけた。僕もそれにならう。めちゃくちゃ甘い。砂糖がすでに入っている──というか、煮出す段階から入れてあるのだろう。

　話は飲み終わった後で、と真央さんが目配せしてくるので、僕はそのなにもかもが濃厚なコーヒーにしばらく集中する。喉が灼やけそうだった。

　なぜ話を中断して飲みきらなければいけなかったのかは、すぐに判明した。真央さんが飲み終わったカップに受け皿をかぶせたのだ。

「日影ちゃんもやって、これ」

「え？」

「コーヒー占いよ。知らないの？」

　名前だけは聞いたことがあった。

「トルココーヒーでやるものなの。飲み終わった後に粉が残るでしょう。その粉がカップの底にどういう形をつくるかで占うわけね」

「ああ、それでこの店にしたんですか」

「そう。白はく樹じゆ台だいにいた頃は常連だったわ」

　三十秒ほど待ってから、真央さんはカップをどけていいと言った。中の粉は底にまんべんなく広がってうろこ模様をつくっていた。

「ふうむ……興味深い形ね」

「そうなんですか？」

「底面全体に偏らずに広がるのは運勢が周囲の人々に関係してくるという兆しよ。良きにつけ悪あしきにつけ、ね」

「はあ」

「粉の汚れが飲み口にまで到達していないでしょう。これは結果が早く訪れるということ。二週間以内に決定的な瞬間を迎えるわ。かなり美しい規則的な模様ができているのはあなたの意図した通りにことが運ぶというしるし。ただ、カップの上にいくにしたがって崩れているでしょう。後半は予測不能の事態が起きるわ。それから──」

　名調子に吞のまれて信じ込みそうになるが、当たり前のことを言ってるだけだった。そりゃあ真ま央おさんは生徒会選挙がいつなのか知っているのだから二週間以内って断言できるし、最初は意図通りで後半に予測不能の事態が起こるなんて、ある程度以上の規模の仕事ならなんでもそうなるもんじゃないのか。高確率で当てはまることをさも予言のように語るのは占い師の常じよう套とう手段だ。

「唇の跡がはっきりと半円形についているわね。これは月の半ばの日付が重要だという徴候よ。それに境界線は波形、頂点の数は八、以上を総合すると──」

　そこで真央さんは言葉を切って長いまつげを伏せた。演出過剰気味にもったいをつけられると、僕も身を乗り出してしまう。

「……総合すると？」

「あなたの穿はいているパンツの数は一枚ね」

「一枚にきまってるだろうがッ」

　あやうくテーブルを殴りつけそうになってしまった。いけないいけない。

「きまっているの？」

「きまってますよ！　なんで二枚も三枚も穿かなきゃいけないんですか！」

「あら、ゼロ枚という発想がどうして出てこないのかしら」

「どうして出てくるんだよ！」

「人はみなパンツを穿かずに生まれてくるものよ」

　当たり前だろ。穿いて生まれてきたらホラーだろ。

「穿かずに生まれ、穿かずに死んでいくのよ」

「死ぬときくらい穿かせてくださいよ！　っていうかなんの予知ですか！　選挙ぜんぜん関係ないじゃないですか」

　真央さんはいきなり声を落とした。

「……関係ないと思うの？」

　僕は鼻白んで、椅子の背もたれに身を押しつける。真央さんの目に冷え冷えとした青白い火が燃えている。

「ひとつたとえ話をするわ。同じ年に生まれたとある男女がいるとするわね。仮に名前をマイケルとジェニファとしましょう。マイケルには叔父がいて、十五も歳とし上うえの女性と結婚したわ。ところがこの女性には三人も連れ子があって、末っ子はやがて戦争に出かけて現地でひどい怪け我がを負い、記憶を失ってしまい、戦後も帰国できずに現地人の村で暮らすことになったの。そこで結婚までして、産まれた子供が出稼ぎで本国にやってきて、とある資産家の屋敷に住み込みで働くことになった。その資産家の一人娘がジェニファよ。さて、マイケルとジェニファに血縁関係はある？」

　僕は何度も目をしばたたいた。質問の意図がよくわからなかった。

「いえ……関係ないですよね。赤の他人ですよね」

「そう。つまりそれと同じように、パンツの話も選挙には関係ないのよ」

「ないんじゃねえか！　一体なんだったんですか、今の長ったらしいたとえ話は！　なんのたとえにもなってないし！」

「あれだけ私の噓うそ占いを見てきながら、それでも真剣に話を聞いてくれる日ひ影かげちゃんがいとおしくて、つい」

　僕は口に出しかけた「帰っていいですか」の言葉を嚙かみ潰す。僕の方から頼んだ用件で来てくれたのだ。あまりにも失礼だ。

「これだけやりたい放題やられていながら、『キレて帰ったら失礼だ』みたいに気を遣える日影ちゃんはほんとうにすごいと思うわ」

「わかってんならそっちも少し気を遣ってくださいよ！」

　そこでようやく僕はこの場が喫茶店内だということを思い直す。実に優雅に僕らを無視してカップを磨いているマスターに向かって何度も頭を下げた。

「ほんとうに日影ちゃんは面白いわ。狐こ徹てつちゃんに一目で気に入られるわけね」

　真ま央おさんはそう言ってくすりと笑う。

「あの頃の私たち五人は完璧だと思っていたけれど、そう──日影ちゃんのような人材は欠けていたってことになるわ」

　そりゃあ朱と鷺き子こさんひとりじゃつっこみ要員としては荷が重いだろう。あの人も時としてボケに回るし。

「狐徹ちゃんの弱点の話だったわね。私から見た狐徹ちゃん、という切り口でしか話せないけれど、それでいいかしら」

　ようやく本題に戻ってきたので僕はほっとする。

「ええ。まさにそれが聞きたいんですよ。弱点とかそういうんじゃなくて」

　指針がまず必要だった。郁いく乃のさんや薫かおるくんに闇雲に当たった後で、ようやく学んだのだ。どうやって天てん王のう寺じ狐徹に勝つのか、そのイメージを作り上げてからでなくては、副会長候補を捜そうにも判断基準がない。

「とにかくあの人についてひとつでも多く知りたいんです」

「恋してるみたいね」

「やっ、やめてください、混ぜっ返すのは」

　真央さんは愉快そうにふふっと笑った。

「恥ずかしがらなくていいわ。狐徹ちゃんは人に恋させる天才だもの。私も恋をしたからこそ総務に入ったのよ」

　彼女の視線はコーヒーの香る薄闇の中に溶け出していく。

「狐徹ちゃんに、というよりも……あの二人に、ね。最初に私を総務に誘ったのは朱鷺子ちゃんの方なのよ。知らなかったでしょう？」

「知りませんでした」

　意外だった。そうやって強引に人を巻き込むのは会長の役目だと思っていた。

「私はもともと生徒会活動になんて全然興味なかったの。この学園にも、純粋に留学制度と人脈だけが目的で入ったのだし」

　真ま央おさんは小学生のときにはすでにアナウンサーになるための人生設計をみっちり組み上げていたのだという。高二の秋に留学することも白はく樹じゆ台だい入学時点で決めていたというから、日本での学校生活にはあまり重きを置いていなかったのだろう。

「でもね、朱と鷺き子こちゃんが私を見つけた。留学準備コースに中等部入学段階から入ってるのは私くらいだったから珍しくて、それで目をつけられたみたい」

　なるほど。中一のときに留学を決意済みの人間はそうそういない。なにかしら独自の面白い考え方を持っている人物にちがいないから、役員候補にされるのもうなずける。

「あの二人が私に声をかけてきたの、いつだかわかる？　私が中二の六月よ。二人にとっては最初の生徒総会が終わってすぐ。『あたしは次期生徒会長の天てん王のう寺じ狐こ徹てつだ。伊い吹ぶき先輩、あなたの力を貸してほしい』って、新入生が初対面でいきなり言ってきたのよ。ほんとうに驚いたわ。あの二人はその後、体育祭と文化祭を通してどんどん知名度を上げていくのだけれど、六月の時点では完全に無名。それでも二人とも当選を確信していたわね」

「会長らしいですね」と僕は笑う。「すぐに引き受けたんですか？」

「断るつもりだったのよ。興味は少しあったけれど、生徒会活動なんて私の女子アナ道にプラスになるとは思わなかったし」

　真央さんはそこでようやく自分のコーヒーカップの皿をどけた。

　黒い粉は、偏って固まり、土手をつくっている。

「でも、狐徹ちゃんに勝負で負けちゃったから」

「勝負？　真央さんが勝負なんて受けたんですか」

「ええ。狐徹ちゃんは言ったわ。『伊吹先輩は未来が視みえると聞いた。それなら、先輩自身があたしと朱鷺子と一緒に生徒会室に君臨している未来も視えるはずだね？』」

　真央さんはうっとりした目でつぶやく。

「私が占い師だってこと、朱鷺子ちゃんがすでに調べ上げていたの。あの頃は全然表に出していなかったのに。それでも、『そんな未来は視えない』って答えればおしまいのはずだった」

　手の中のコーヒーカップが傾けられる。粉が崩れるかすかな音。

「答えられなかったわ。だって、視えてしまっていたから」

　未来を見通す魔女も、屈する未来しか視えないのであれば、勝ちようもない。

　真央さんみたいにつかみどころのない人間も、自分の土俵に引っぱりあげてしまうんだな、と僕は半ば感心、半ば絶望する。

「そんな私に、狐こ徹てつちゃんの弱点を語る資格はないと思うのだけれど」

「……そんなことないですよ」

「聞けばたぶん『そんなことか』って言うと思う」

「そういうのでもいいから聞きたいです」

「狐徹ちゃんはたまにパンツを穿はいてないわ」

「そんなことかよ！」ほんとに言っちゃったよ！

「未来が視える私には日ひ影かげちゃんの次の発言を見通すことなんて造作もないというわけ」

「今のはだれだって『そんなことかよ』って言いますよ！　ていうか、もう終わったネタを無理矢理引っぱらないでください」

「あら、ネタじゃないわ。ほんとうのことよ」

　僕は唾を飲み込んだ。

「……ほんとうに穿いてないんですか？」

　いやまさかそんな。ただでさえ白はく樹じゆ台だいの女子の制服はスカートが短いってのに。

「日影ちゃんは狐徹ちゃんが制服を着たまま格闘するところを見たことがないの？　カンフー映画みたいな動きを連発するのにパンツを一切見せないのよ」

　そう言われて僕のあごが落ちる。

　見たことある。見たことあるぞそれ。入学直後のことだ。僕を部活に勧誘しようと大勢が襲いかかってきたときに、会長がひとりで大立ち回りを演じて撃退してしまったのだ。たしかに真ま央おさんの言う通りだった。

「あれも種を明かせば簡単なこと。最初から穿はいてないから見えないわけ」

　なるほど、そうだったのか。知らなかった。

　……じゃねえだろ！　その理屈おかしいだろ！　だってほら、穿いてなければパンツは見えないかもしれないけど！　と言いかけた僕は口をつぐむ。

「さすがね日ひ影かげちゃん。成長したわね。合理的に反論しようとするとどうしても卑ひ猥わいな発言を自分からしなくてはならなくなる。だからここは沈黙しかない。こういう戦い方もあるということを学んでくれたかしら」

「お願いしますからそろそろ本題に戻ってください……」

「知っての通り、狐徹ちゃんの戦い方は独特のものよ」

　真央さんは話がつながってるんだかつながってないんだかよくわからない言い方で本題に戻ってくれた。

「相手の土俵には絶対に上がらない。相手が土俵から出ようとしないのなら、自分の土俵を強引に相手のいる場所まで広げる。そうやってどんな敵にも勝ってきた」

「それは、よく知ってます」

　何度も見せつけられてきた。とくに体育祭であの女の恐ろしさを味方の立場から目まの当たりにした。

「狐こ徹てつちゃんは文字通りの意味で無敵なわけね。戦いのルールを変更して、敵対行動を敵対行動ではなくしてしまう。でも私はそこにつけ込める隙があると思うわ」

「隙……なんですか？」

「ええ。無敵だからこそ敵を求める。病気みたいなものね。しかも病原体は自分。わかるでしょう、どんなルールも自分に都合のいいように変更してしまう狐徹ちゃんが、唯一、敵を求めるという欲望だけは変更できないのよ」

　僕はしばらく黙り込んで考える。

　真ま央おさんの言っている意味は、わかるような気がする。しかし、そんなのにどうやってつけ込めばいいんだ？

「ごめんなさい、抽象的で。私はけっきょく狐徹ちゃんの敵にはならなかった人間だから、具体的なことは言えないわ」

「いえ。いいんです。だいぶ助かった……と思います。コーヒー一杯おごるだけじゃ全然足りないくらいですよ」

「そう？　それなら今度は日影ちゃんの手料理をごちそうして。駿しゆんちゃんの後継者なんだから上達したでしょう？」

「いや、それがちっとも」と僕は苦笑いを返した。

　会計を済ませ、店の外に出たときだった。コートの前をしめてマフラーを巻いた真央さんが不意に言った。

「そういえば、ちゃんと結果を言ってなかったわね」

「……え？」

「コーヒー占いの結果よ」

「ああ、そうでしたっけ？」

　そもそもなにを占ってもらおうとしてたんだっけ、と僕が思い出そうとすると、真央さんがさらりと言った。

「日ひ影かげちゃんは勝つわよ」

　息が止まる。

　真央さんの顔を見る。笑っていない。硬い視線は僕を貫いてずっと続く未来を見据えている。

「ただ、それが日影ちゃんにとっていいことか悪いことかは──日影ちゃんが自分で決めるの」

　それじゃあね。真央さんは手を振ってバスロータリーをまっすぐ横切り、夕映えを背にそびえる駅舎の階段をのぼっていってしまった。彼女の背中が見えなくなっても、まだ僕はカフェの戸口の前に立ち尽くしていた。

　遠く、快速電車の発車案内が聞こえる。

　僕は長く長く息を吐き出した。芋を土から引っこ抜くようにして足を動かす。駅に背を向けて歩道を歩き出す。

　またしてもやられた。最後にものすごい爆弾を落としたうえに、爆発を見届けもせずに行っちまいやがった。

　自分の足音が頭蓋骨の中で奇妙に粘着質に響く。その間から真ま央おさんの言葉のひとつひとつが染み出てくる。未来を語る魔女の言葉。

　あの人が言うからには、僕はたしかに勝つのだろう。

　でも、いつ、だれに、どんな形で？
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　翌日の約束の待ち合わせ場所は、学園のオフィス棟前の遊歩道だった。

　オフィス棟は学園の北西にある非常に前衛的なつくりの全面ガラス張りの六階建てビルで、総合職員室や園長室をはじめとして学園運営のための施設が集中している。校舎や寮からはめちゃくちゃ遠いので、普段は僕ら生徒はまったく縁のない場所だった。

「こんな遠くまで呼び出して、悪いね」

　駿しゆんさんが、僕を見つけて手を振ってくる。昼下がりの陽ひを浴びた遊歩道脇のベンチに腰掛けて、すらりと長い脚を組んでいるところはたいへん絵になる。

「いえ、話があるって言ったのは僕の方ですし」

　僕は清掃車両から飛び降りると、運転していた清掃員さんにありがとうございますと頭を下げた。オフィス棟まで徒歩で行くのは骨なので、以前と同じようにヒッチハイクしたのだ。

「こっちも時間が来るまで話し相手がほしかったし、ちょうどよかったよ」

　駿さんはそう言って僕に座るように促す。僕もベンチに腰を下ろした。

　柏かしわ崎ざき駿さん。先代の生徒会書記だ。真ま央おさんと同じく僕の二年上の先輩で、生徒会活動は引退しているのだけれど、今でもたまに生徒会室に遊びにきて僕に料理や書記業務を親切に教えてくれる。歯磨き粉とか整髪料のＣＭに出演していそうな、清涼感いっぱいの好青年だ。表面的には。

「しかし、狐こ徹てつに勝つ方法を教えてくれなんて頼まれるとは思わなかったよ」

　駿さんはあくまでもさわやかに笑う。僕はちょっと首をすくめた。

「そこまでは頼んでませんけど……なにしろ手札が全然ないので、会長についてなるべくたくさん知っておきたいと思って」

「伊い吹ぶきにも逢あったんだって？　元気だった？」

「ええ。相変わらずでした。……あの、ところで、時間が来るまでって言ってましたけどなにか用事があったんですか？」

「ふむ」

　僕の質問に駿しゆんさんは髪を気取った手つきでかきあげ、遠い目になる。

「十一月はいいね。一年でいちばん好きな季節だ」

「はあ」

　珍しい好みだな、と思う。十一月なんてイベント的にも気候的にもぱっとしないから、十二ヵ月の中で人気投票したらたぶん最下位じゃないかと思うのだけれど。

「なにかありましたっけ、十一月って」

「おいおい、本気で言っているのかい？　学校説明会にきまってるじゃないか！」

　駿さんが大げさな身振りでそう答えたとき、ちょうどオフィス棟の正面玄関に大勢の人影が現れた。

　ドアが開き、ぞくぞくと出てきたのは、ダッフルコートやダウンジャケットに身を包んだ少年少女たち。みんな小学生だろう、顔立ちはあどけなく、背も低い。

「はい、それじゃあこれから園内の施設を案内しますね！」

　引率役の若い女性教師がそう言ってバスの方へ案内しようとしても、目に映るすべてが珍しいのかきゃいきゃいとはしゃいでいる。その後ろから身なりのいい中年女性の集団がぞろぞろとついていく。たぶん付き添いの母親だ。

「……素晴らしいね……」

　駿さんが熱い吐息混じりに言う。

「あのうちの七割が十二歳で三割が十一歳だよ。なんてらぶりーなんだろう。男の子とか付き添いの保護者とか余計なのがいなければ最高なんだが……」

　僕はあきれた目で駿さんを見た。そうか、これが目当てだったのか。この人、重度のロリコンなのである。学校説明会はまずオフィス棟にあるいちばんきれいな講堂に全見学者を集めて行われるので、その出待ちをしていたわけだ。

「じゃあひかげくん、これから激写しまくるからそこでカムフラージュの壁役になってくれないか」と駿さんがデジカメを取り出したので僕は引ったくって彼のコートのポケットに押し戻した。

「なにをするんだ！　バスに乗り込んでしまうじゃないか！」

「なにをするんだはこっちのせりふですっ！」

　学園の名誉のために僕が懸命にガードしている間に、小学生たちを乗せた何台ものバスは無事に発車し、僕らのそばを通って校舎のある中央区画へと走り去った。排気ガス臭い風の中で駿さんは頭を抱える。

「なんてことだ、記憶に焼きつけることしかできなかった……」

　できればその記憶も消してくれ。

「そんなに見たいなら小学校の先生にでもなって合法的に毎日観察してください」

　言ってしまってから、日本全国の少女の安全のためにもその道は断っておいた方がよかったかと思い直す。しかし駿しゆんさんはしれっとした顔で言った。

「ひかげくんに言われなくても教員免許はとるつもりだよ」

「やっぱりなし！　やめましょう犯罪です！」

「ただ、初等部のある女子校に都合良く就職できるかというと難しい問題だし、少人数制の学習塾か家庭教師の方が」

「だめ！　ぜったいだめです、駿さん理工学科でしょ、大学もたしか工科大目指してるんですよね、そっちに邁まい進しんしましょうロボット作りましょう美少女ロボット！　人間以外で我慢してください！　機械なら永遠に年取りませんよ！」

　駿さんは淡い微ほほ笑えみを浮かべて物憂げに首を振った。

「ひかげくん、なにもわかっていないね。桜は風に散るからこそ美しい。花火は夜空に消えるからこそ美しい。少女も同じだよ。その輝きは一瞬だからこそ胸を打つんだ」

「じゃあ写真に撮るなよ」と僕は冷静につっこんだ。

「さて、選挙の話だっけ？」

　反論できなかったからって完全無視しやがった！　いや、いいんですけど。僕としてもロリがどうこうの話を長々続けられても困るし。

「そんなに役に立つ話をできるとも思えないけれどね」

「いや、もう会長にまつわる話ならなんだっていいんです」

　駿さんは脚を組み替えてしばらく考え込んだ。

「中一の狐こ徹てつがどれくらいらぶりーだったか、とか？」

　僕は反射的につっこみかけたが、かわりにため息を吐き出した。それでもいいか。生徒会長になる前のあの人の様子が聞けるってことだもんな。

「駿さんのことだから、会長のことも入学時からチェックしてたんでしょうね」

「いや、学校説明会のときからチェックしてたよ。狐徹も朱と鷺き子こちゃんもね」

　ああそりゃそうか。今さっき目の前で見てたじゃないか。当然、毎年同じことをやっていたわけだ。

「そんだけ長年ロリコンやってて、今までよく捕まりませんでしたね。写真もばんばん撮ってたくせに」

「当然だよ。中二が中一にらぶらぶでもなんの問題もないだろう」

　あれえ？　そうか。駿さんは会長や朱鷺子さんの一つ歳とし上うえに過ぎない。

「ロリらぶ歴はさらに前からだよ。小学校低学年の頃からすでに小学校卒業前後の女子が大好きだったんだ」

「え、ええとっ？」なんだか混乱してきた。小学生のときからロリコン？　「そ、それは、そのう、当たり前のことなんじゃないんですか。むしろ歳上好きじゃないですか」

「いいところに気がついたね、ひかげくん」

　駿しゆんさんは満足げにうなずく。

「まったくその通りなんだ。十歳が十二歳を愛しても問題ない。十三歳が十二歳を愛しても問題ない。それなら十八歳だろうが三十八歳だろうが十二歳を愛しても」

「問題ですよ！　とくに三十八歳はッ」

「じゃあ何歳から問題があるっていうんだい？　その数字の根拠は？」

「え、い、いや、だからっ、うぅ」

　なんでこんな話で追い詰められてるんだ、僕は。

「ひかげくんもロリらぶを正義だと認めてくれたところで狐こ徹てつの話に戻ろうか」

　くそ、反論できねえ！　無理矢理反論したら話がまたそれるし！　僕は悔しさに拳をわななかせながらもうなずく。

「中一の狐徹は、なんというか、すごみがあったね」

　駿さんはしみじみと語る。

「自分の放つ魅力をセーブするという技術を当時はまだ知らなかったんだろうね、常時ぎらぎらしていて近寄りがたかった。写真に撮る気もなくなるくらいだったよ」

「はあ」今でもかなり近寄りがたいのに、もっと？

「これが写真だけどね」「撮ってるじゃねえか」しかもアングル変えまくって何枚も！

　たしかに駿さんの言わんとすることはわかった。写真の中の十二歳の天てん王のう寺じ狐徹は今とほとんど変わっていなかった。不敵な美しさがしぐさのひとつひとつから滲にじみ出ている。しかし盗撮された写真すべてからそんな雰囲気が嗅ぎ取れてしまうということは、自分の美しさをコントロールしきれていないということでもある。

「この当時は、狐徹は自分の父親を殴り倒して道場の師範を継いだ頃だったから、余計にとげとげしていたのかもしれないね。ひかげくんの知っている狐徹は適度に隙を見せて親しみもあるように演出してるだろう？」

「ええ、まあ……」

「狐徹も四年間で学んだんだよ」

　そんなことを学ぶ必要のある中学生って……。今さらだけど。

「だから最初に狐徹に誘われていたら、書記は引き受けなかったかもしれないね」

　僕は駿さんの顔をまじまじと見る。

「最初に頼んできたのは朱と鷺き子こちゃんの方なんだよ」

「ああ、駿さんもなんですか」

「伊い吹ぶきも同じだって言ってた？　朱と鷺き子こちゃんが外堀を埋めて狐徹が一気に攻め落とす、そういう役割分担だったみたいだね、なにごとにつけても」

「朱と鷺き子こさんも、やっぱり、事前に駿しゆんさんのことを調べ上げていたんですか」

　つまりロリコンであることを？

「下調べはしていた。べつに色仕掛けをされたわけじゃないよ？」

　あの頃の朱鷺子ちゃんに迫られていたらそれはそれで一撃だっただろうけどね、と駿さんは笑い、十二歳の朱鷺子さんの写真までたっぷり見せてくれて、髪が今より短めで顔つきにも冷ややかさがなくて薫かおるくんによく似ていてめちゃくちゃ可か愛わいいのだが本題からずれそうなので僕は早々に写真をまとめて突き返した。

「狐こ徹てつはなんて言ったと思う？　『柏かしわ崎ざき先輩、あなたの手料理が毎日食べたい』だ。プロポーズみたいだろ」

「みたいっていうかそのまんまですね」

　あの人のことだからもちろん狙ってそう言ったんだろうけど。

「なにをどう調べたらわかるんだろうね。料理が得意なことだけじゃなくて、食べさせる相手がいなくて寂しがってることまで、さ」

　駿さんは自嘲気味に言う。
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「あの二人はどちらも料理ができない。狐徹はある意味ではものすごく謙虚なんだ。自分に足りないものは素直に認めるし、必要とあらばさらけ出す。相手を味方に引き入れるためにね」

　僕は湧わいてきた疑問を口にしていた。

「あのう、駿しゆんさんって料理の腕だけを買われて総務に誘われたんですか？」

「そうだよ」と駿さんはあっさり答える。

「なんか意外ですね。事務としての能力は気にしてなかったのかな」

「それに関しては朱と鷺き子こちゃんが素晴らしいことを言ってくれた」

　駿さんは得意げに教えてくれる。

「『料理が巧うまい人間は書記に必要な能力をすべて備えている』だそうだ」

　僕は感嘆する。真実かどうかはともかくとして、妙に説得力がある。

「これが二つ目の殺し文句だね。断れるわけがないだろう？」

「そう……ですね……」

「しかも二人とも十二歳の麗しいロリだったし」

　それは付け加えなくていい。今までの含蓄のありそうな話がみんな台無しだろうが。

「ううん、じゃあ僕はなんで書記にされたんだろう。料理まだまだ下手くそですけど」

　そう言うと駿さんは肩を揺らす。

「気にしてたの？　大丈夫だよ、ひかげくんが不安がることないよ。きみはべつの能力を買われたんだ。狐こ徹てつは持っていない力をね」

　僕は首を傾かしげる。そんなものあるだろうか。僕ができることなら、会長は鼻歌まじりに片手の小指だけでこなしちゃいそうなものだけれど。

「だから、もし狐徹につけ込めるとしたら、そこだろうね」

「……え？」

　いきなり駿さんが深いところに踏み込んできたので、僕は目を白黒させる。

「その話を聞きたかったんだろう？」

「え、ええ、そ、そうですけど」

「狐徹は信じられないくらい率直な人間だ。戦うときもそう。まっすぐに踏み込んでくるし、ノーガードだ。自分の攻撃が相手よりも早くヒットして倒せるという確信があるからだね。だから勝つ方法は簡単。こっちもまっすぐいって狐徹より先にヒットさせて倒せばいいんだ」

　僕は笑っていいのかどうかもよくわからない。

「いや、その、簡単って……」

「たとえばの話をしよう。狐徹と料理勝負をしたら勝てるわけだ。そうだろう？」

　僕は呆ほうけて駿さんの顔を見つめ返す。晴れた寒空に向かって駿さんは笑い声をあげる。

「もちろん机上の空論だよ。言うは易やすし、だね。実際、そんなことができた人間はこれまでいなかった。そもそも狐徹に自分から勝負を挑もうという発想が普通の人間からは出てこないんだ。挑ませないことがあの娘この最大の武器だと思うよ」

　腑ふに落ちる。

　これまで、天てん王のう寺じ狐こ徹てつの勝利をいくつも見てきた。どれも彼女が自分から仕掛けた戦いだったじゃないか。

　そう、あの女の持つ必勝法は戦いのルールそのものを操ること。それなら自分で仕掛けた方が圧倒的に有利になるのは当たり前だ。

　しかし。

「僕、自分から仕掛けましたけど、べつに全然有利になってませんけど……」

「それはそうだ」と駿しゆんさんは笑う。「ひかげくん、自分から宣戦布告したようなつもりになっているけど、敵対するってはっきり言ってきたのは狐徹の方だろ？」

「あ……」

　愕がく然ぜんとする。

　駿さんの言う通りだ。僕、会長に果たし状を勇ましく叩たたきつけてやったような気分でいたけれど、その実なにも言ってない。これまでの死し屍し累るい々るいたる敗者どもと同じように最初から会長の戦いに巻き込まれていたのだ。

　勝てない。このままじゃ──勝てない？

「ほんとうの意味で自分から勝負を挑まなきゃ狐徹には勝てない。四年間、あの娘を隣で見ていて感じたのはそういうこと」

　駿しゆんさんは懐かしがるように言う。

「それから、ありのままの自分でぶつかることかな」

「……なんかポップスの応援歌みたいに聞こえますけど」

「安っぽい言い方になっちゃった？　でも他に言いようがないんだよ。狐徹がひかげくんを欲しがったってことは、狐徹にないものを持ってるってこと。ひかげくん自身が狐徹の弱点なんだよ。まっすぐぶつかればどこかに刺さるはずなんだ」
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　寮への道を歩きながら、真ま央おさんと駿さんの言葉を何度も何度も反はん芻すうした。

『日ひ影かげちゃんは勝つわよ』

『日影ちゃんが決めるの』

『狐徹にないものを持ってるってこと』

『まっすぐぶつかればどこかに刺さる』

　二人とも僕を買いかぶりすぎだろう。なにを期待してるんだ。

　収穫はたくさんあった。二人に話を聞けて、天王寺狐徹という人物にだいぶ迫れた気はする。さりとて、具体的な作戦が浮かんできたわけではない。

　情報収集も限界だろうか、と思う。あとは、僕の知らない天てん王のう寺じ狐こ徹てつを知っている人物というと朱と鷺き子こさんくらいだ。

　いや──失念していた。もう一人いる。

　歩きながら電話を取り出し、会計室にかけた。

「……あ、キリカ？　僕。いま時間ある？　選挙のことでちょっと話が……ああ、うん、そう？　ごめん。餌買ってくよ」







　生徒会室には他に人がおらず、腹を空すかせたウサギが会計室に入れてくれとせがんで扉の前をうろうろしていた。しかしケーブル類やＩＴ機器が多い会計室はウサギご禁制なので、こうなると中のキリカも動くに動けない。僕が餌を持って現れるまで膠こう着ちやく状態が続くわけだ。

「駿しゆんと──真ま央おにまで話を聞いたの？」

　僕の報告にキリカは目を丸くする。ソファの足下ではウサギが脇目もふらずにトレイの餌をほおばっている。

「うん。昔から会長を知ってる人の意見はきっと役に立つと思って」

「それでなにかつかめたの？」

「ううん……」

　僕は言葉に詰まってうなり、早くも空っぽになったトレイに餌を足してやる。待ちきれないウサギが僕の手に鼻を押しつけてくる。

「興味深い話はいっぱい聞けた。でも実際に選挙にどう役立てるかっていうと、まだ全然見えてなくて」

「やっぱり」

　やっぱり、か。冷たい言い方だが、責められてもしかたがない。あまり時間がないのだ。もう一日も無駄にできない。

「それでキリカにも話を聞いておきたくて」

「……わたし？」

「キリカも会長のことは詳しいだろ。小学校から一緒だったんだし。あの人、小学生の頃から児童会長とかやってたのかな」

「狐徹は小学生時代は武道一色。父親に勝たなきゃいけなかったから」

「ああ、そうか。ずっと家の道場に入り浸り？」

　キリカは首を振る。

「他流の道場を転々としてたみたい。空手とか柔道とか色々。自分の家の道場で稽古を積んでも、けっきょく天てん王のう寺じ流の殻を破れないから、って言ってた」

　僕は嘆息する。そういやあの人、いつぞやうちの学校の柔術部からも請われて技を教えにいってたっけ。独学のハイブリッド格闘家なわけだ。しかも小学生のうちからそれを自分で目指して鍛えていたなんて。

「だから、いつから生徒会がどうとか政治がどうとか言い出したのかは、わたしは知らない。朱と鷺き子この方が詳しい。わたしが狐徹について知ってることは、朱鷺子がもっと詳しく知ってる」

　それもそうか。あの二人は産まれたときから許嫁いいなずけ（女同士だけど）だもんな。

「でも、キリカだってほら、三年以上も一緒に生徒会やってきたわけだろ。会計とか探偵の視点から、なにか気づかなかった？　会長の、弱点っていうか……」

　キリカは、満腹で丸くなったウサギを抱え上げ、思案顔でしばらく黙り込む。

「……狐こ徹てつは、真っ向勝負を挑まれたことがないから、やられたらきっと面食らって戦いづらいと思う」

「ああ、やっぱりそうなんだ」

「やっぱり？」

「駿しゆんさんが同じこと言ってた」

　キリカはばつの悪そうな顔になる。またしばらくの沈黙を挟んで口を開いた。

「それと、子供っぽいところがある。勝負ではたいがい手段を選ばないけど、敵がいないとさみしがるから、敵が戦う前に消えちゃうようなやり方はしない」

「ああ……やっぱりそうなんだ」

「や、やっぱり？」

「真ま央おさんが同じこと言ってた」

　キリカはむくれてしまった。

「ほら。わたしが知ってることなんて、みんな知ってること」

「い、いや、そんなことは」僕は必死にフォローしようとする。「そうだ、キリカはどうして会計になったの？」

　キリカの表情が一瞬こわばった。彼女はすぐに顔を横に向けてしまう。

「……狐徹にやれって言われた」

「あ、そ、そうなんだ？　意外だな。キリカお金好きだから自分からやりたがったのかなって」

「わたしは、……パパから逃げるために白はく樹じゆ台だいに入っただけだから。授業にも出ないし、生徒会にも全然興味なかった」

「そ、そうか。そうだよね」

　僕は視線をガラステーブルに落とす。

　いまだに触れづらいポイントだった。キリカは父親の偏執的な愛情から逃げるためにこの学園にやってきた。一度は僕らが撃退したのだけれど、キリカの中で父親について完全に整理がついたわけではないのだろう。

「じゃあ探偵は？　あれも会長がやれって言ったの？」

　冗談めかして話題を変えたつもりだった。でもキリカの顔はいっそう翳かげってしまう。膝の上のウサギも心配そうにキリカを見上げる。どうしたんだろう。これも訊きいてはいけないことだったのだろうか？

　思えば、疑問に感じたこともなかった。

　生徒会探偵はなぜ生まれたのだろう？

　キリカの意志？　それとも会長の要請？　この不思議な仕事のきっかけは、そして金を受け取るようになった理由はなんなのだろう。以前にキリカが言っていた、お金が好きで自分で稼ぎたいから、というだけの理由だとしたら、今の重苦しい沈黙が説明できない。もっと切実なものが底に横たわっている気がする。

　でも、キリカの固く凍りついた横顔を見つめていたら、それ以上訊けなかった。

　やがてウサギが無遠慮に沈黙を破る。キリカの肩にまでのぼって耳のあたりに鼻面を押しつけたのだ。キリカはくすぐったそうに表情を崩し、ウサギを両手でつかまえる。

「朱と鷺き子こなら──」

　ぼそりと言った。

「朱鷺子なら、たぶん狐こ徹てつのことはいちばんよく知ってる」

「……あ、ああ、うん」

「まだ副会長候補は見つかってないけど、現時点で朱鷺子に協力を頼むしかない。わたしだけじゃ、無理だから。狐徹には全然届かないから」

　それは僕だって同じだった。ひとりで勝てる見込みはない。だから電話を取り出し、朱鷺子さんの番号にかけた。呼び出し音を聞きながら、キリカを横目で見つめ、思う。

　どうしてこんなに寄よる辺べなく見えるんだろう。

　ウサギを抱きしめてソファに縮こまる彼女は、とても戦いに挑む者には見えなかった。夕風にちぎられまいと枝にしがみついている最後の枯れ葉みたいだった。
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　神かん林ばやし朱と鷺き子こ陣営の最初のミーティングは、火曜日の放課後に行われた。

「けっきょく協力してくれるなら最初からそう言いなさいよね……」

　朱鷺子さんはあきれてため息をつく。

「朱鷺子に協力するんじゃないの。朱鷺子がわたしに協力するの！」

　ベッドに腰掛けたキリカがむくれて言い返す。

「けっきょく意地張っただけみたいになっちゃってすみません」

　朱鷺子さんの隣の椅子の僕は恐縮して頭を下げる。ほんとうは文句のつけようのない副会長候補を見つけてから朱鷺子さんと共同戦線を張りたかったのだけれど、行き詰まったのでしかたなく空手のまま申し出たのだ。

「まあ、それはもういいとして」と朱鷺子さんは上目遣いで僕を見る。「どうして牧まき村むらくんの部屋で話し合うのよ？」

　そう、なぜか寮の僕の部屋に集まっているのである。いくら規約で認められているといっても、男子寮に女の子がほいほい来て大丈夫なんだろうか。色々と。

「それは、だから」言い出しっぺのキリカは目を泳がせる。「生徒会室の近くだと狐こ徹てつに聞かれるかもしれないし」

「ここだって薫かおるに聞かれるじゃない！」

　朱鷺子さんが指さした先、寝室の入り口に姿を現したのは、エプロン姿の薫くんだ。

「ぼく、狐徹ねえさまに情報漏らしたりなんてしませんよ？」

　薫くんはにこやかに言って、盆で運んできたお茶を全員に配る。

「どうだか……」と朱鷺子さんは弟をにらむ。

「文句があるなら集まる前に言えばいいのに」

　キリカは唇を尖とがらせる。

「そ、それは、だから」

　うろたえる朱鷺子さんと不満顔のキリカを見比べて薫くんが言った。

「二人とも口実つくってせんぱいの部屋にきたかっただけですよね」

「薫ーっ」「なに言うのッ」

　二人に同時に嚙かみつかれ、薫くんは素早く逃げ出す。

「じゃあお邪魔虫は消えますねっ」

　扉が閉じ、足音が廊下を遠ざかっていく。腰を浮かせていた朱鷺子さんは、ちらと僕の方を見て咳せき払ばらいし、椅子に座り直す。

「まったく、あの子は……」

「わ、わたしはちがうから！　朱と鷺き子こはどうか知らないけどわたしはちがうから！　ひかげの部屋になんて口実なくても来てるから！　ひかげがいるし！　あっ、あのっ、今のひかげは人間の方じゃなくてっ」とキリカはウサギを膝頭にのせてなにか必死に弁明しているのだが正直なにを言っているのかよくわからん。

「あー、あの、本題入りたいんだけど、いいかな」

　僕のいかにも頼りない一言で、しかしキリカは黙ってくれた。

「そう。私の副会長候補の話、だったわね」

　朱鷺子さんはまたも咳せき払ばらいを繰り返す。

「僕らもあちこち回ったんですけど、いい人が見つからなくて……」

　僕は頭を搔かく。

「私も探してるけれど、竹たけ内うちさんに対抗できる人なんてそうそういないものね」と朱鷺子さんは頰ほお杖づえをついて嘆息した。「個々の分野で有望な人ならいくらでもいるけれど、総合力であれだけのレベルは……ちょっとした奇き蹟せきよ」

　僕は目をしばたたいて、あらためて朱鷺子さんの顔を見た。意外だった。

「朱鷺子さん、美み園その先輩のことそんなに認めてたんですね」

「当たり前でしょう？　この学園で二番目に副会長にふさわしい人間でしょうね」

「え？　……じゃあ一番は？」

「私、よ」

　朱鷺子さんは自分を指さす。

「はあ」

　どうも冗談で言っているのではなさそうだ。朱鷺子さんはばつが悪そうに言う。

「な、なによその目は。私だって自分で言うのはちょっとどうかと思うわよ。でも事実なんだから」

「まあ……たしかにそうですね。三年間も会長の相棒だったんだし」

　神かん林ばやし朱鷺子がもし二人いれば勝ち目がある。非現実的な話だが、考え方の出発点としては無意味ではないかもしれない。

「なら、朱鷺子が副会長候補になって、会長候補を探せば」

　キリカがもそりと言った。なるほど悪くないアイディアかもしれないと僕は思ったが、朱鷺子さんはきっぱり切り捨てる。

「それじゃ絶対に勝てないわよ。狐こ徹てつに対抗できるくらいインパクトのある会長候補が私以外にいると思うの？」

「は、はあ……」すごい言い切りっぷりである。なんかどんどん自分の中の朱鷺子さんのイメージが変わっていく。

「わ、私だって自分で言うのはちょっとどうかと思うけど事実なんだから」

「そ、そうですね」

　これくらいの人じゃなきゃ、あの会長の向こうを張ろうなんて言い出さないよな、と思い直す。むしろ頼もしいと思うことにしよう。

「……それで、ええと、候補にとって重要なものってなんでしょうか」

「まず、顔ね」

　変な顔になるのをこらえられたかどうか。ちょっと自信がない。

「私だって自分で言うのはどうかと思うけど事実なんだから！」

　朱と鷺き子こさんが真っ赤になって言う。

「わ、わかってますよ」

　わかってはいるが、しかし、朱鷺子さんのイメージがさらに崩れていく。

「選挙で見た目が最重要なのは常識よ。そういう研究結果も出てるし」

「身も蓋もないですね……」

　納得できる話ではある。アメリカの歴代の大統領の顔を思い浮かべてみると、いかにもアメリカ人受けしそうなナイスガイばかりだし。やっぱり理屈よりもイメージが大事なんだろうな、と思う。さて、そうなると……

「じゃあ、キリカはどうですか？」

「え？」

　キリカがきょとんとした顔で僕を見る。朱鷺子さんも意外そうに目を見開く。

「聖ひじり橋ばしさん？　副会長候補に？」

「そうです。朱鷺子さんとか美み園その先輩に釣り合うくらい可か愛わいい子っていうとキリカくらいしか──」

「なっ、わ、わたしっ、か、かわっ」キリカが声を上ずらせた。

「ん？」

「か、かわいいってっ、な、なに言ってるのっ」

「キリカは可愛いだろ。選挙に出たら絶対に人気とれると思うけど」

　そう正直に言うとキリカは毛布の下に潜り込んでしまう。

「キリカ、どうしたの？」

　なんか前もこんなことがあったような、と思いながらベッドに近づいて毛布をめくろうとすると、彼女は背を向けてわめく。

「なんでもない！　ばか！」

　頭を搔かき、朱鷺子さんを見た。

「僕、なにか悪いこと言いました？」

　朱鷺子さんも困った顔で、かすかに頰を赤らめている。

「牧まき村むらくん、あなた、よくあんなこと自覚なしに言えるわね……」

「え？　いや、だって、ほんとのことですよ、キリカなら朱と鷺き子こさんと同じくらい可か愛わいいし選挙で組めばきっと──」

「そっ、そういうことじゃないわよ！」

　横を向いてしまう。口調は怒っているけれど、なんだか口元が笑っているように見える。二人ともなんなんだ？

「ええと……」

　僕は困り果てて部屋の真ん中で立ち尽くす。キリカが毛布の山から顔だけ出した。

「だいたいっ、わたしは会計がやりたいの！　副会長なんてやらない！」

「ううん、そうか」

　忘れていた。そもそもキリカが生徒会に関わっているいちばんの動機が八億円の予算を動かすことだっけ。

「じゃあせめて応援演説とかは？　キリカは有名人だし、現職の会計なんだから発言力あるだろ」

　投票日に、全校生徒をアリーナに集めた演説会があり、大たい勢せいはそこで決する。各陣営は持ち時間の中でなら壇上でだれがなにをやってもいいので、正副会長候補だけではなく応援者がマイクをとることも多いという。

　でもキリカは毛布にくるまったまま首を振る。

「やだ。大勢の前で喋しやべるなんて」

「手伝ってくれるって言ったじゃないか……」

「そっ、そうだけど」

　彼女はまた毛布の中に引っ込んでしまう。くしゃりと潰れた白と黒のリボンだけが毛布の端からはみ出ている。

「牧村くん、無理言わないの」と朱鷺子さんがたしなめる。

「すみません」

　僕は椅子に戻って腰を下ろした。

　人がたくさんいるのが苦手で授業にも出ないキリカだ。八千人の注目する演壇に立てというのは無理な相談だろう。

「それで、話を戻しますけど、候補にとって大事なものって、他にはなんですか」

　朱鷺子さんは腕組みして天井を仰ぐ。

「あとは……具体的に説明できないわ。雰囲気というか……」

「雰囲気ですか。ううん……」

「ごめんなさい。私も選挙戦は狐こ徹てつのサポートしかやったことがないから」

　僕は苦笑する。

「副会長候補の選び方、会長に教えてもらいたいくらいですね」

「冗談抜きでそう思うわ。なんで竹たけ内うちさんを選んだのかしら。しかも、ちゃんと副会長にふさわしい人だったわけだし」

「そういえば、美み園その先輩も同じようなこと言ってましたよ。どうして自分が選ばれたのかわからないって」

「ほんと、狐こ徹てつの考えてることなんて昔からさっぱりわからない。聖ひじり橋ばしさんはなにか聞いてない？」

　はみ出たリボンが横に揺れる。僕も朱と鷺き子こさんもため息をついた。時間がないのだ。目星もついていない段階でいつまでも足踏みしているわけにはいかない。

「今までの朱鷺子さんの話を総合すると、希望がありそうな人は一人しか思いつかないですね」

「そうね。私も今のところ、一人しか思いつかないわ」

　僕らはまるで生気のない声を合わせる。

「郁いく乃のね」

「郁乃さんですよね」

　続くため息さえもタイミングがぴったり同じだった。意見が一致したにもかかわらず、僕も朱鷺子さんも意気消沈したままだった。

「一度あれだけきっぱりと断られたのに、どう説得したらいいのか……」

「私が直接話せば少しはちがうかもしれないけれど、郁乃はほんとうにつかみどころのない相手だし、それに」

　説得できるかどうかだけが問題じゃないことも、二人ともわかっていた。もし郁乃さんが副会長候補を引き受けてくれたとしても──

「勝てるイメージが全然湧かないんです」

「私もよ」

　朱鷺子さんは窓の外の黄色く色づいた梢こずえの葉を見やる。

「私の出馬の噂うわさはもう広く知られちゃってるわけだけれど、相方が郁乃っていう予想も当然出回ってるでしょうね」

　僕はうなずき、スマホで学園内のニュースサイトにつなぐ。今の季節は生徒会選挙の話題一色。神かん林ばやし朱鷺子がだれを副会長候補に据えるのか予想しよう、という記事もあがっていて、読んでみるとやはり大本命は薫かおるくん。実行委員長として文化祭を大成功に導いたうえに朱鷺子さんの実弟なのだから当然の予想だろう。対抗馬が、白はく樹じゆ台だい三強の一角である郁乃さん。敵の敵と手を組む、という案もだれもが思いつくわけだ。

『神林薫は実績・知名度・勢いは申し分ないが、中一で経験が浅いことと、縁故採用のように見られてしまうことのデメリットがある。また神林薫は総務広報の椅子を天てん王のう寺じ会長に約束されているという情報もあり、事実であれば対立陣営には回らないだろう。以上を勘案すれば、久く米め田た郁いく乃のと組む公算が若干大きいのではないか』

　……と記者は結んでいた。

　予想されているということは、だれも驚かないということだ。立候補のニュースを見た生徒たちはみんなこんなふうに思うはずだ。

　ああ、やっぱりこの二人のコンビか。まあ、そんなところだろうな。

　そんな印象を持たれている時点で、勝てない。「ひょっとしたら」という可能性を生徒たちにも感じさせなければいけないのだから。

「郁乃と組んで、インパクト不足は応援演説で補うしかないか……」

　朱と鷺き子こさんは宙をにらんでつぶやいている。

「中央議会とかにもっと有望な人材はいないんですか」

　いたらとっくに朱鷺子さんが名前を挙げているだろうと思いつつも訊きいてみる。

「いないわ。目立つ活動をするような機関じゃないのよ」と朱鷺子さんは言う。「もともと過渡的なものとして作ったから、当然といえば当然なんだけど」

「ああ、そういえば」

　生徒総会の議決権を生徒会長に委譲するための中間段階として設置した、みたいな話を会長がしていたっけ。

　そのとき、鈍い音がした。なんの音かわからなかった僕は大げさに部屋を見回してしまう。毛布がベッドの足下に落ちた音だ、とようやく気づく。ふわりと床に盛り上がった毛布の峰がゆっくり潰れていく。キリカがいつの間にか起き上がって、大きな瞳をさらに見開き、朱鷺子さんを凝視している。

「聖ひじり橋ばしさん？　どう──したの？」

　キリカは両足をシーツから下ろした。

「朱鷺子。中央議会の設立はあなたのアイディアだって前に聞いた。あれはたしか？」

　突然の質問に、朱鷺子さんは怪け訝げんそうにうなずく。

「え、ええ。ほんとうよ」

「それを狐こ徹てつに話したのはいつ？」

「……去年の生徒総会のちょっと前、だから──そう、五月はじめくらいね。それがどうかしたの？」

　キリカは腕章に顔の下半分を沈めて考え込む。

「狐徹は美み園そのを、入学直後の四月にはもう生徒会に誘ってる」

　胸がざわついた。朱鷺子さんの顔にも翳かげりがさす。なんだろう。キリカはいったいなにを気にしているんだ？

「ただ生徒会に誘ってるだけじゃない。『あたしのファーストレディになってくれ』とまで言ってる。つまり、その時点ですでに副会長にする気だった」

　朱と鷺き子こさんが小さく息を吞のんだ。まだよくわかっていない僕は、名前のない不安だけを喉につかえさせて二人を見比べる。

「四月？　四月にはもう竹たけ内うちさんと話してたの？　それってほんとう？」

　朱鷺子さんは身を乗り出して訊たずねる。キリカは膝を立てて抱え、うなずく。

「美み園そのがいつだったかそう言ってた」

「それじゃあ……」

　つぶやいたきり、朱鷺子さんは黙り込んでしまう。僕は困惑してキリカを見た。

「あの、それが……要するにどういうことなの？」

「狐こ徹てつは朱鷺子を中央議長にするために総務執行部から外した。去年の選挙直後のこと」

「う、うん。それは知ってるけど」

「でも、美園を誘ったのが四月っていうことは、中央議会の設置の話がまだ出てもいない段階で、狐徹はもう朱鷺子の後任を探していたことになる」

　ようやく僕にもわかった。中央議会設立と、副会長交代の因果関係が崩れるのだ。会長は中央議長に転身する朱鷺子さんの穴を埋めるために美園先輩を引き入れたわけじゃない。議会と関係なく、副会長を替えようと考えていたことになる。

「むしろ……竹内さんを副会長にするために、私を外したのかもしれない」

　その後、新しく生まれた議長というポストに朱鷺子さんを体ていよく押し込んだ？

「……そうかもしれませんけど、でも、あの会長ですよ」

　まだ朱鷺子さんがどうしてそこまで揺れているのか理解していない僕は、慎重に言葉を選ぶ。

「朱鷺子さんを敵に回して戦ってみたいっていうのは、ずっと前から考えてたことじゃないんですか。それなら四月の段階で新副会長を探しててもおかしくないですよ」

「そう……だけど、でも……」

　朱鷺子さんの瞳の中で、光が砕けたり融け合ったりしている。

「ごめんなさい」

　キリカは両膝を強く引き寄せてつぶやいた。

「今の選挙に全然関係ないことなのに。……わたし、なんの役にも立たなくて」

　僕も朱鷺子さんも黙り込むしかない。たしかにキリカは今回なにもできていない。それを言ったら僕だってまったくなんの用もこなせていないのだけれど。

「狐徹に勝ちたいなんて、口ばっかりで……作戦なんてなんにも思いつかないくせに、つまんないことばっかり気になって」

　言葉が見つからず、僕は小さく首を振るのだけれど、キリカはこっちを見てもいない。すぐ目の前のウサギさえも見えていない。

　キリカはベッドから立ち上がった。ウサギが転げ落ちて床に着地する。彼女はそのまま部屋のドアに向かおうとする。

「聖ひじり橋ばしさん……？」

　朱と鷺き子こさんが揺れる声で呼び止める。

「ごめんなさい。やっぱり、わたし、手伝えない」

　足を止めたキリカは弱々しくつぶやく。

「意地張って、ひかげに乗っかって、狐こ徹てつと戦うなんて言ってしまったけど、……なんにもできない。わたしはけっきょく、戦うような人間じゃないから」

　キリカは喉元に手をやる。二つつながれた腕章がずるずると回され、《探偵》と《会計》の文字が代わりばんこに彼女の灰色の髪の陰に現れる。何度も、何度も。

　秘密を見つけ出すことと、金を動かすこと。それがキリカにできるすべて。戦う力にはならない。そう言っているのか。ほんとうにそうなのか？

　かける言葉をなにひとつ思いつかなかった。僕だって戦える自信などなかったからだ。







「……それで、副会長候補はきまったんですか？」

　薫かおるくんが僕のワイシャツにアイロンをかけながら訊きいてくる。

「いや、なんかそういう空気じゃなくなっちゃった」

　あれからキリカも朱鷺子さんも思い詰めた顔で帰ってしまったのだ。話はほとんど進まなかった。いや、一応、郁いく乃のさんの説得を再度試みて、インパクト不足は応援演説で補う、という案になったんだっけ？

　応援だけでも効果のありそうな人というと……総務ＯＢの真ま央おさんや駿しゆんさん、あるいは演劇部のスター月つき島しま沙さ樹きさん、あたりか。

　どれも勝利につながる手ではない気がする。

　もし有名人を壇上に引っぱりあげることができたとしても、生徒たちはこう思うだろう。天てん王のう寺じ狐徹に勝てそうにないから頑張っているのだな、と。

　勝てそうにないと思われているだけで、もう勝ち目はない。選挙ってそういうものだ。有権者は自分の一票が無駄になるのを厭いとうから、勝てそうな候補にしか入れないのだ。薫くんを立てるにしてもあまり変わらないだろうな、と思う。姉弟きようだい候補というのは話題にはなりやすいけれど二人の支持層がかぶりやすいということでもあり、票が伸びない。

　でも、一応再確認してみる。

「薫くん、やっぱり……朱鷺子さんの副会長候補になる気はない？」

　薫くんはアイロンを置いて困った笑いを見せる。

「ねえさまやせんぱいがどうしてもって言うなら、引き受けないわけにはいかないです」

　そんな優しいことを言われると、ここで強引に押してしまおうかという考えが浮かんでくる。

「でも、ねえさまはぼくの名前一度でも出しましたか？」

「いや……そういえば」

「ですよね。ねえさまもわかってるんです、ぼくじゃ無理だって。狐こ徹てつねえさまと戦うなんて想像もつきませんから。ぼく、ちっちゃいころから狐徹ねえさまのすごいところばっかり見てきました。道場のおとなをみんなノックアウトしちゃうとことか」

　勝てない相手として刷り込まれているわけか。でも、そんなのは──

「せんぱいは、すごいですね。ぼくじゃ全然足りないです。狐徹ねえさまの味方としても敵としても」

「僕だって似たようなもんだよ」

　ベッドの下段にうつぶせに転がり、枕にあごをうずめる。ウサギが寄ってきて僕の頭の上にのっかるが、どかす気力もない。

「すごいのは朱と鷺き子こさんだけだよ。会長のこと、だれよりもよく知ってて、ちゃんと現状の戦力差を把握してて、なのにあんなに自信満々で」

「朱鷺子ねえさまは、狐徹ねえさまが大好きですから」

　薫かおるくんはシャツをたたみながらふわふわの笑顔を浮かべて言う。

「戦いたいとか倒したいとかじゃなくて、狐徹ねえさまみたいになりたいんですよ。だから生徒会長めざしてるんです。きっと当選したら、今のとほとんど同じ生徒会をやると思います」

「ああ……」

　なんとなく薫くんの言いたいことはわかった。政策の話なんてひとつもしてないもんな。そういえばキリカもそうだ。だれが当選しようが生徒会はこれからもよくなっていく、と言っていたっけ。

　新しい生徒会を想像してみる。

　実際に朱鷺子さんが当選したとしよう。総務執行部の面メン子ツはどうなるだろう？　白はく樹じゆ台だいの八億円の予算を仕切れる会計適任者がキリカ以外にいるとも思えない。そして広報担当も文実で実務を積んでやる気もある薫くんが最適だろう。書記に僕をまた選んでくれるかどうかは自信がないけれど、とにかく、天てん王のう寺じ狐徹がつくりあげたものを、ほとんどそのまま継承するだろう。

　なにかを変えたくて挑んでいるわけではないからだ。

　けっきょく僕らを動かしているのは、憧れなのだ。天王寺狐徹という圧倒的な高みの星に追いついて、同じ景色を眺めてみたいのだ。その想おもいだけはみんな同じだ。朱鷺子さんも、キリカも、僕も、それから──

　ふと、思考の奥の奇妙な亀裂からその考えが滲にじみ出てきた。

　最初、自分の思いつきだとは信じられなかった。あまりにも突飛で、しかもグロテスクだったからだ。ずっと昔にだれかに吹き込まれたことがなにかのきっかけで浮かび上がってきただけじゃないかと思った。

　でも、不気味な味のする唾を舌の裏側で転がしているうちに、その感触が身体からだに染み込んでいく。

　僕以外のだれかであるはずがない。

　こんなおぞましいことを考えつくのは、僕しかいない。

　薫かおるくんが訝いぶかしげな顔でなにか言った気がするけれど、僕の耳にはほとんど入ってこなかった。僕は昂たかぶりに震え始める下唇に指を押し当て、アイディアを反はん芻すうする。

　理に適かなっている。効果も計算できる。なにより、こんな手段に出るのかという驚きよう愕がくと、これしかないだろうという説得力とが同居している。

　ほんとうにこんなことできるのか？

　そのとき僕は、駿しゆんさんの言葉を思い出す。

　──『ありのままの自分でぶつかること』。

　寮を出た。十一月の夕風に頭をさらして、この熱が本物なのかどうか確かめたかった。陽ひはすっかり落ちて、紫色の空を梢こずえの影がぎざぎざに切り抜いていた。寒さは僕の肌に張りついたままだった。鼓動が骨を内側から何度も何度もノックしていた。ここから出せ、解放しろ、といっているみたいだ。

　ポケットから電話を取り出す。

　呼び出し音を数えている間、あたりの闇が少しずつ深まっていくのを感じる。呼吸を呼び出し音に合わせて、落ち着かせる。

『……牧まき村むらくん？』

　朱と鷺き子こさんが電話に出た。

「あ、あのっ」

　僕は声を喉につっかえさせ、もう一度呼吸を整え、言葉を続ける。

「思いついたことがあるんです。……会長に勝つ方法です」

　顔が見えなくてよかった、と話しながら思う。反っくり返るくらいあきれられるだろうと自分でわかっていたからだ。

『……ほんとうに、あなたは……よくそんな手を思いつくわね……』

　受話器から朱鷺子さんのため息混じりの声が返ってくる。

「すみません、でも、あの」

『……ちがうわよ。ばか。ほめてるの』

　朱鷺子さんの言葉に、僕はぐっと唾を飲み下す。喉がからからで、あとはもういがらっぽい吐息しか出てこなそうだった。気が遠くなるほどの──ほんとうは一呼吸の間だったのだろうけれど──静けさの後で、朱と鷺き子こさんは言った。

『わかったわ。あなたに任せる』







　すぐにキリカにも電話をかけた。

『……なに？』

　受話器から聞こえる、不安げに震える声。今も会計室の暗がりでモニタの不健康な光を浴びてひとりで膝を抱えているのだろうか。

「選挙のことで、頼みがあるんだ」

　返事はなかった。かすかになにかがこすれる音が聞こえた。うなずいたのだろうか。あるいは身じろぎしただけか。僕はキリカの言葉を待たずに、朱鷺子さんに話したのと同じことを繰り返す。それでもなんの反応もなかった。

「それで、生徒会探偵に依頼したいんだ」

　今度は、ほとんど聴き取れないくらいの小声だったけれど、「そう」と返ってきた。僕は声が弾みそうになるのを抑えつけて言う。

「キリカ、気になるって言ってたよね。会長がどうして美み園その先輩を副会長に選んだのか」

『……それが、なに』

「その理由、ちゃんと調査してほしいんだ」

『どうして？』

「それは、その……ほんと時間全然なくて悪いんだけど……会長の先回りして潰すためだよ、わかるだろ？」

　再び沈黙が耳に流れ込んでくる。葉が風でこすれる音に寒さがいや増す。僕は寮の赤あか煉れん瓦がの壁に背中を押しつけ、ごつごつした冷たさを感じながらキリカの言葉を待った。

『ひかげは、わたしを……』

「えっ？　なに？」

『なんでもない』

　キリカの声は遠くの電車の音にさえもまぎれて消えてしまいそうだ。

『わかった。前払いは千五百円、後払いなら千八百円──』

「うん、すぐ払うよ」

『──だけどっ、わたしは、わたしだって朱鷺子陣営の人間なんだからっ』

　キリカは必死に食い下がるような口調で言い直す。

「ああ、うん、ええと？」

『だから、無た料だでやる』

　キリカは通話を切った。ありがとう、という僕の言葉が伝わったかどうか、わからない。さっきなにを言いかけていたのだろう、と思う。

　いや、もうあれこれ考えていてもしかたない。たぶんキリカの調査結果は間に合わないだろう。あと二日しかないのだ。それでも──やるしかない。
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　放課のチャイムが遠くで鳴っている。重なった樹々の葉に遮られたせいで、その音はなんだか白黒映画のサウンドトラックみたいに聞こえる。教室を早めに抜け出してきた僕は、もう十五分くらいそこで待っていた。中央校舎の裏手にある林の、ぽっかり開けた広場だ。陽ひあたりが悪いので、昼間だというのにすでに肌寒い。

　昨日はほとんど眠れなかった。布団の中で気持ちを静めようとしても、まぶたの裏の暗闇から不安ばかりが染み出てきた。どうやって説得したらいいのだろう、と思案に暮れていたばかりではない。これまでの関係が壊れてしまうのではないか、という思い。

　いや──もう遅いか。

　スマートフォンを取り出し、自分が昨晩打ったメールの文面を読み返す。生徒会選挙についてお話ししたいことがありますので、放課後すぐ中央校舎裏に来てください……。

　送信した時点で、もう僕らの間にあったゆるやかであたたかいつながりは燃え尽きてしまったのだ。あとはそこをなにが埋めるか、だ。

　背後で、枯れ葉を踏む音がした。

「……ひかげさん？」

　声に振り向く。

　木漏れ陽の中に、美み園その先輩が立っていた。制服の深い赤が優しく燃え、しろがねの髪は光で透き通っている。僕はまぶしさに目を細め、しばらく言葉を失う。

「お待たせしちゃって、ごめんなさい」

　美園先輩はそう言って歩み寄ってくる。

「……いえ。僕が早く来ちゃっただけですから」

　不安げな先輩の顔を正視できなくて、僕は足下の落ち葉に目を泳がせる。

「お話って、なんですか？　選挙のことって」

「お願いがあるんです」

　僕の言葉は、砂にまみれてかさついた黄色い葉の中に落ちる。なんとか顔を上げると、美園先輩はその青い眼めに戸惑いをためて立ち尽くしている。

「今度の選挙で、副会長に立候補してくれませんか」

　まばたきが二度、三度。

「選挙……ですか？　ええ、ひかげさんにお願いされなくても出るつもりですけど」

「いえ、そうじゃなくて」

　傷口をえぐるような思いで僕は言葉を継ぐ。

「朱と鷺き子こさんと組んで立候補してくださいって言ってるんです」

　先輩は目を見開き、しばらく固まってしまう。唇が何度も形にならない言葉を嚙かみ潰した。ようやく出てきた声は、困惑でしわくちゃだった。

「……あの……どういう……ことですか？」

「急な話ですみません。……つまり、会長と手を切って僕らの味方になってくれませんか、ってことです」

　青い瞳を浸すものが濁っていく。

「会長に勝つ方法、これしか思いつかなかったんです。会長の一番の武器は美み園その先輩だから、それを僕らが奪えれば逆転の目があるんです」

「待って、待ってくださいひかげさん」

　乾ききった葉を踏み砕いて、先輩は僕のすぐ目の前まで近づいてきた。

「私に、狐こ徹てつを裏切れって言ってるんですか？」

「裏切れなんて言ってません。だって先輩はそもそも、会長の味方じゃないですよね？」

　先輩は不可解そうな顔で黙る。

「まだ立候補は届け出てないし、頼まれてもいないですよね」

「それは……でも……」

　口ごもる先輩を、僕はさらに追い詰める。

「それに、もし会長にまた副会長を頼まれたとしても、先輩は迷うはずです」

「……え……？」

「だって先輩は言ってたじゃないですか」

　僕の指は、先輩の心のいちばん柔らかい部分を探り当て、言葉を突き立てる。

「どうして自分が選ばれたのかわからない、って」

　先輩は息を吞のむ。

「僕もその理由はわかりません。でも、その不安を消す方法は知ってます」

　僕は先輩の両肩に手を置き、指に力を込める。慎重に、けれど自分も痛いほど強く。

「朱鷺子さんと組んで選挙に出て、会長に勝てばいいんです」

「ど……どうしてそうなるんです？」

「だって美園先輩の不安は、要するに、自分は会長の相棒にふさわしくないんじゃないかってことでしょう？」

　僕がぐっと顔を寄せる。先輩が唾を飲み込む音さえ聞こえる。

「そんなの不安に思ってる方がおかしいです。だって実際に会長は美園さんを副会長に選んだんだから」

　先輩の唇が震える。なにか言い返そうとしている。僕はその言葉の端を抑えつけるようにして言った。

「でも、不安なんですよね。理由がわからないから。会長になにを言われたって信じられないから。それなら、方法は一つしかないです」

　つかんだブレザーの二の腕に指を食い込ませ、先輩の身体からだを強く引き寄せる。

「会長に勝って証明するんです。肩を並べられるんだってこと」

　先輩は顔を歪ゆがめ、うつむき、身をよじる。

「……あっ、すみません」

　僕はあわてて手をはなし、半歩後ずさった。

　なにも言い返す余裕がないくらいまくしたてて、勢いで吞のみ込んで、断れないようにしようという計算だった。でも喋しやべっているうちに計算なんて吹っ飛んで、僕はほんとうに過熱していた。いらだっていたのだ。なにに対してかはよくわからない。ふと冷静になると美み園その先輩にとんでもないことをしていたのだと気づく。

「……あの、先輩、その……」

　ちがう、謝ってる場合じゃない、と僕は自分に言い聞かせる。先輩をここで放してしまってはだめだ。なりふりかまわずつかんだままでいるんだ。

「色々言いましたけど、僕はほんとに──」

　先輩が僕の手をいきなりつかみ、自分の胸に押し当てた。僕はびっくりして跳び退のこうとするが、先輩は放してくれない。

「なっ、なんですか？」

　手のひらの柔らかい感触に僕の声は上ずる。

「どきどきしているの、わかります？」

　先輩が微ほほ笑えんで言う。頰が上気して薄桃色に染まっている。

「え、ええ、まあ……」

　僕は顔をそむける。

「ひかげさんがはったりを使うところ、脇からは何度も見てましたけれど、自分が真っ向からぶつけられるのははじめてですから、ええ、ちょっと……感激しちゃいました」

「はったりってわけじゃ……なくもないんですが……」

　自分でもよくわからない言い訳になってしまう。美園先輩の笑い方はどんどん意地悪くなっていく。

「わかってます。ひかげさんのはったりが一番すごいのは、半分くらい本当のことを言っているときですものね」

「そのっ、僕、先輩をだますつもりじゃなくて、真剣に」

「それもわかってます。でも──」

　そこで先輩は言葉を切り、背後の木立を振り返った。

「──朱と鷺き子こさんはどうなんですか？」

　僕は目を見張る。気づいていたのか。

　先輩の視線の先、木立の太い幹の陰から、人影が現れる。梢こずえを搔かき鳴らす夕風に、長い黒髪がはためく。朱鷺子さんだ。

　美み園その先輩は一歩退ひいて僕と朱鷺子さんの顔を見比べ、言う。

「実際に選挙で戦うのは朱鷺子さんなんでしょう。ひかげさんのこんな無茶な作戦、止めようとは思わなかったんですか」

　朱鷺子さんは気まずそうに目をそらす。

「……思わなかったわ。これしかなかったから」

「そうですか」先輩は苦笑する。「現職の副会長が裏切ったとなれば、狐こ徹てつの評判は下がりますものね。たしかに、すごく有効な作戦だと思います。さすがひかげさんですね」

　僕はもう返す言葉を持っていなかった。すがるような目を朱鷺子さんに向ける。彼女は言いにくそうに言う。

「それも、もちろんあるわ。でもそれだけじゃないの」

　美園先輩は首を傾かしげる。
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「私が勝ったら、生徒会を背負っていかなきゃいけない。そのとき、副会長を任せられる人は竹たけ内うちさんしかいない」

　ようやく朱と鷺き子こさんが美み園その先輩の目をまっすぐ見た。今度は先輩が気後れして視線を逃がす番だった。

「……そんなこと……ないですよ。私、大した仕事してません。どうせ朱鷺子さんの代役だったんですから」

　朱鷺子さんの目にはっきりとした憤りが浮かぶ。美園先輩に詰め寄り、嚙かみつくほどの口調で言う。

「私の代わりなんてだれにもできるわけないでしょう。竹内さん、あなた、代役のつもりで副会長をやっていたの？　だったら全然務まってなかったわよ」

　先輩は息を詰まらせて後ずさる。口元に手をあて、なにかつぶやこうとするけれど、声にならない。

　でも朱鷺子さんの表情にやがて優しく陽ひが差す。

「だって竹内さん、私にはできないことばかりやっていたじゃない。あなたの代役だって、だれにもできないのよ」

　朱鷺子さんを見つめ返す美園先輩の目に涙が浮かび、青い瞳が溶けそうになる。

「だから、あなたしかいないの。お願い」

　美園先輩は顔を伏せた。透明なまつげの上に光の粒があった。なんて綺き麗れいな泣き方をする人なんだろう、と僕はひどく場違いなことを考えていた。

「それ、狐こ徹てつに言われたかったな……」

　それは僕がはじめて聞いた、まったくなんの飾りも演技もない美園先輩の言葉だった。もし僕に向けられていたら、受け止めきれなかっただろう。でも朱鷺子さんはちがう。しなやかで力強くて優しい微ほほ笑えみで、こう答える。

「言わせればいい。選挙でこてんぱんに叩たたきのめして、あなたをもっと大事にすればよかったって後悔させればいいのよ」

　美園先輩は顔を上げた。晴れ間がのぞく。目尻の涙を指で弾はじいて笑う。

「朱鷺子さん、そういう言い方をするとき、ほんとに狐徹とそっくりですね」

「そうかしら」と朱鷺子さんはばつが悪そうにそっぽを向く。その腕に、美園先輩がそっと触れる。

「だから……生徒会長の腕章も、きっと似合うでしょうね」

　二人の視線が、唇のあたりで交わる。

　どちらからともなく右手を持ち上げ、握り合う。

　そのとき僕が感じていたのは、やっぱり焼けつくような憧れだった。光の中に僕も立っていたい、という想おもい。けっきょく僕は、勝てないことを言い訳にして今も湿った暗がりの中で息を潜めているしかない。ほんとうにこれでよかったのだろうか。

　二人がほとんど同時に、顔をこちらに向けた。僕はまぶしさに思わず目を伏せた。

　これでようやく戦いが始まるんだ、と思う。

　でも──いったいだれの戦いだろう？
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　翌日、学園新聞各紙は総動員で号外をばらまいた。見出しはこうだ。




　神かん林ばやし・竹たけ内うち　最強タッグ！

　正妻と愛人のまさかの結託に女王陛下もタジタジ？




　寮から校舎に向かう道すがら、遊歩道に落ちていた号外を拾って読んだ僕は、ウィットに富んだその表現に苦笑してしまう。どちらがどちらなのかは議論の余地がある気がするが、握手する朱と鷺き子こさんと美み園その先輩の写真（立候補を届け出てすぐに張り込んでいた記者に撮られたらしい）を見るとやはり朱鷺子さんが正妻ということで世間の認識は一致しているのかな、と思う。朱鷺子さんは「お仕置きしてやるわ」とでも言いたげな凜り々りしい目つきをしているのに対して、美園先輩は「ちょっと懲らしめちゃいます」みたいな照れ笑いを浮かべているからだ。

　静かな昂こう奮ふん──とでも呼ぶべき矛盾した感情が心臓のあたりから湧き出てくるのを感じた。号外を見たまわりの生徒たちの話し声が僕のささやかな火に息を吹きかけ、少しずつ燃え立たせていく。

「これ見た？」「ほんとなの？」

「副会長が……」「マジ？」

「どういうこと？」「すげえな、これ」

「ひょっとして──」

　僕は号外を折りたたんでポケットに突っ込むと、校舎への道を足早に歩き出す。予鈴がなり、大勢の生徒たちの制服姿が僕を追い抜いていく。
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　放課後すぐに監査室に行った。

「いやーもー今回ばかりはほんまにびっくりやで！」

　郁いく乃のさんは僕の顔を見るなり椅子から立ち上がって言った。

「ときちゃんとみそちゃんが手ぇ組むなんてな」

　彼女の手元、デスクの上にも例の号外が広げて置いてある。

「僕もちょっと自分でびっくりしてます。まず無理だろうって思ってたから……」

「よう言うわ。どうやってみそちゃんを説得したん？　やらしーことして身も心もどっぷりたらし込んで奴隷にしたんやろ、警察呼ぶで！」

「あんたが捕まれ！」

「にゃははは」

　郁いく乃のさんは踊るようなステップを踏んでデスクを迂う回かいし、僕のそばまで寄ってきて肩をぽんぽんと叩たたいた。

「冗談や。でも、ひかげ君が説得したんはほんまやろ？」

「ええ、まあ……」

　案を出したのはたしかに僕だ。でも説得したのはほとんど朱と鷺き子こさんひとりだと思う。なんの重みもない僕の言葉なんて、美み園その先輩の笑顔の表面を流れ落ちていくばかりだった。それもまた悔しい。

「で、正味の話、どないな手ぇ使つこうたん？　みそちゃん、ああ見えてこてっちゃんが大好きやから、まさか敵につくなんて思わんかったわ」

「そう……ですよね。普通はそう考えます」

　美園先輩を日頃から見ていれば、わかる人にはわかる。先輩は口ではしょっちゅう厳しいことを言っているけれど、会長のことをだれよりも尊敬して、信頼している。

「でもそれって朱鷺子さんも同じですよね」

　郁乃さんは目を見開いた。

「……あー……言われてみれば、そうやねえ。ときちゃんもこてっちゃんラブ過ぎてもう見てられんくらいや」

「だから、朱鷺子さんが思っていることを──副会長だった頃のこと、総務を離れてからのことを、正直に美園先輩にぶつければ、なにか起きるんじゃないかって」

　もちろん、朱鷺子さんに共感したから、だけではないだろう。それはきっかけに過ぎない。美園先輩はただ自分で気づいただけだ。自分の中の、戦意に。

「はあああああ」

　郁乃さんがめちゃくちゃ大げさに感嘆する。

「さすが生徒会詐欺師やわ」詐欺は関係ねえだろ。「いくら思いついたからって、普通は実行せんよ」

「普通のことやってたって会長には勝てませんからね」

　ちょっとかっこつけて言ってみた。郁乃さんはくくっと笑って、肩で僕の肩をとんと衝ついてくる。

「要するに、似たものどうしってことやね。ときちゃんも、みそちゃんも、……それからひかげ君もな」

　僕も、か。まあ、そうなんだろうな。天てん王のう寺じ狐こ徹てつという呪いから逃げられなくて、必死にもがいている。勝ったところでなにが手に入るわけでもないのに。

「こてっちゃんがうらやましいわ。敵に恵まれとる」

「それ自慢になっちゃいますよ。郁いく乃のさんも会長の敵でしょ？」

「そやな。にゃはは」

　ひとしきり笑い、郁乃さんはデスクに腰をのせる。

「で？　今日はなんの用？　まさかそのえげつない作戦を自慢しにきただけ……なんてことはないやろ？」

「え、ええ」咳せき払ばらいで心の準備をやり直す。「お願いがあるんです」

「ん？　応援演説とか？」

「いえ。もし会長が郁乃さんに副会長候補やってくれって頼みにきても、断ってほしいんです」

　眼鏡のレンズの奥で郁乃さんの目は大きく見開かれた。それから彼女は天井を仰ぐ。今度の長い長い吐息はどうやら演技ではなかった。

「念のためです。あちこち先回りして、会長が相棒にしそうな人に釘くぎ刺してるんですよ。郁乃さんは最有力候補だし、絶対に出られるわけにはいきません」

「……そこまで容赦なく追い打ちするんか」

「あの人相手に、やってやり過ぎるってことはないでしょ」

　郁乃さんはまた僕を見て、白い歯を見せる。

「さすがやわ。ひかげ君なら、ほんまにこてっちゃんに勝てるかもな」

　僕は小さく首を振る。

「まだわからないですよ」

　ほんとうはもっと徹底したかった。でも案の定、キリカの調査は間に合わなかった。まだなんの連絡もない。しょうがない、昨日の今日なのだ。潰せるところを虱しらみ潰つぶしだ。

「うちが副会長なんて引き受けるわけないことも重々承知で、念押しにきたんやね？」

「ええ。万が一がないとも限りませんから」

　監査委員長として、生徒会長の天王寺狐徹を倒す。それが郁乃さんの望みなのだ。生徒会副会長になってしまったら、叶かなえられなくなる。

「そやけど、こてっちゃんに勝ってほしいのは変わらんよ？　応援演説くらいなら、こてっちゃんに頼まれればほいほい引き受けるで」

　意地悪く笑って言う郁乃さんに、僕も精一杯の皮肉な笑みを返す。

「べつにいいですよ。口八丁だけの勝負なら、こっちも負けませんから」

「言うやん」

「他に取り柄ないですからね」

　郁いく乃のさんはにんまり笑って僕の胸をどついた。

「特等席から観戦させてもらうわ」







　監査委員長室を出ようとしたとき、ドアがノックされた。

「はいな？」と郁乃さんが返事をすると、僕の目の前でドアが引かれる。

　キリカだった。僕の顔を見て目を丸くして固まる。

「あ……」

　僕は郁乃さんを振り返り、またキリカの顔をうかがう。

「郁乃さんに用？」

　キリカは上目遣いで僕を見てうなずき、小声で言う。

「ひかげも？」

「あ、僕の用はもう済んだから」

　監査委員長室に一歩踏み込んできたキリカに耳打ちする。

「調べは進んでる？」

　僕がキリカに調査を頼んだのは、会長が美み園その先輩を副会長に選んだ理由──つまりは、天てん王のう寺じ狐こ徹てつの相棒選定基準だった。

　目的は、言うまでもない。これからその相手を見定めて確実に妨害するためだ。

「……まだ。今、調べてる」とキリカは小声で言う。じゃあ郁乃さんのところに来たのも調査のためなのかな、と僕は思う。

「ごめん、無茶な仕事押しつけちゃって」

　キリカは首を振る。

「べつにいい。……わたしには他に手伝えることもないし」

　どうして選挙にあまり協力できないことをそこまで気に病むのだろう、と僕は思う。

「わたしは、……探偵しかできないから。探偵、やってるから。わたしのことはほうっておいて、ひかげはひかげでがんばって」

　冷たい言い方だった。僕に対して、ではなく、キリカ自身に対してだ。

「探偵てなんや。うちに関係あるん？」

　郁乃さんが僕の背後で言い、キリカは僕の脇をすり抜ける。

「調べてほしいことがある。一昨年度の生徒会の交通費。詳細は監査にしかないから」

「ふうん？　まあ、ええけど」

　二人は部屋の隅のＰＣデスクの方へ行ってしまう。いったいなにをどう探偵しているんだろう、と僕はキリカの背中を見つめて思う。交通費？　美み園その先輩が副会長に選ばれたこととなんの関係があるんだ？

　僕は首を振って、二人に背を向けた。今はそっちを気にしているときじゃない。僕は僕で、心当たりを片っ端から回っておかなくちゃ。







　あちこちの学科や部室棟を回ったせいで、生徒会室に顔を出したのは夕方の五時を回った頃だった。室内の電灯はなぜかひとつも点ついておらず、窓からいっぱいに射さし込んだ夕ゆう陽ひが絨じゆう毯たんをノスタルジックな色に灼やいている。

　会長は、濃い影の中に沈むデスクに腰を下ろして、手元にじっと目を注いでいた。僕が部屋に入っても顔も上げない。デスクに近づいていくと、彼女が読んでいるのが例の号外だとわかる。

「きみを見くびっていたかもしれない」

　そう言って会長は号外を脇にのけ、僕を見た。

「さすがにこれは想定外だった。ふふ、きみが敵でいてくれてほんとうによかったよ」

　僕は会長の顔をじっと視線で探る。いつもの余よ裕ゆう綽しやく々しやくの笑みだ。

「そのわりに、全然驚いてないように見えますけど」

「そう？」

　会長は立ち上がり、こちらにやってきた。僕の背後に回ったかと思うと、いきなり腕が僕の胸に巻きつく。

「わ、わっ」

　反射的に振りほどこうとするものの、細腕からはまったく想像もつかない力でがっちりと固定され、身じろぎすらできなくなっている。背中に会長の体温がぴったりと押しつけられる。

「は、はなしてください、なんですかいきなり！」

　耳の後ろに会長の囁ささやき声が吐きかけられる。

「あたしがどれくらい驚いてどきどきしているか、わかった？」

「わかりませんよ！」

　会長は僕のブレザーの襟から手を差し込んでワイシャツの胸に爪を立てる。

「ふむ、そうか。きみの方がどきどきしてしまったからね」

　僕はめいっぱい首を曲げて、会長の顔から自分の顔を離そうとする。

「どこが驚いてるんですか、めちゃくちゃ余裕じゃないですか。いいんですか？　立候補の届け出は明日あしたまでですよ？」

「おやおや。あたしの相棒になれそうなやつのところに先回りして潰しておいて、よくもそんな心配しているようなことを言えるものだね」

　僕は会長の腕の中で抵抗をやめ、渋い顔で黙る。たしかにその通りだ。

「でも、無駄な苦労だったね。あたしはもう副会長候補を決めている」

　首をひねり、真後ろの会長の顔を見ようとする。束ねた髪の房がなんとか視界の端に引っかかるばかりだ。

　もう決めている？

「だれ──ですか」

　会長が僕の胸に左腕を巻きつけたまま、右手を伸ばしてデスクの上に伏せてあった一枚のＡ４用紙をひっくり返した。生徒会選挙の立候補届け出用紙だ。会長候補の欄にはすでに天てん王のう寺じ狐こ徹てつと書かれているけれど、副会長候補の方は空欄のまま。

　それから会長の右手がボールペンを取り上げ、僕の手のひらに押し込む。会長の左手の人差し指が僕のみぞおちに突き立てられる。




「きみだ」




　会長の言葉は僕の胸を貫いた。あまりにも抵抗なく深々と刺さったせいで、しばらくは言葉の意味が理解できなかった。会長がとっくに腕をほどいたというのに、届け出用紙を凝視したままかなり長い間固まっていた。

　会長が横から僕の顔を興味津々にのぞきこんできた。僕はほとんど跳びすさるような勢いで振り向いた。

「ど、どういう──ことですか」

「なにが？」

　会長は完全に面白がっている顔で訊きき返してくる。

「僕を、って、なんの冗談ですか」

「冗談なんてひとつも言っていないよ」

　会長は艶っぽい視線で僕の全身をねめ回し、片かた眼めをつむってみせる。

「きみに、あたしの副会長候補になってほしいんだ」

「い、いや、僕は敵なんですよ？　朱と鷺き子こさんの側なんですよ、わかってるんですか？」

「きみにとっても都合がいい話だと思うけど？　あたしの相方になれば、好きなだけ足を引っぱれるじゃないか」

　なんだそれは、なにを言ってるのか自分でわかってるのか？　感情的に言い返そうとして僕は口をつぐむ。

　落ち着け。会長のペースに巻き込まれちゃいけない。深呼吸して、体内にいつの間にかたまっていた熱を少しずつ抜く。

「……なにを企たくらんでるんですか」

「企んでいるなんて人聞きが悪いね。お互いに利益のある提案をしただけだよ？」

「僕の方のメリットは、まあ、わかりました。でも会長が僕を相方に据える理由がないでしょう」

「理由は単純だよ。ひとつは──」

　会長は僕の前で両腕を広げて一回転する。父親に新しい服を見せびらかす小さな娘みたいな無邪気そうな笑顔で。

「あたしの戦いをきみにいちばん身近な場所で見ててほしいから」

　その純な態度がかえって怪しさを増していた。なにも企んでいないわけがない。

「もうひとつは、もっと簡単。純粋に、きみを次の副会長にしたいんだ」

　僕はじっと会長をにらむ。しかし本心を顔に出すような軽い相手ではない。あきらめて息をつく。

「……もし僕が副会長候補になったら、足を引っぱるどころか、投票直前に立候補を取りやめるだけで会長の負けですよ。いいんですか？」

「きみはそういうことはしないよ。信じてる」

「信じてる、って……」

　敵なんだぞ、信じるってなんなんだ？

「それに、あたしをただ負けさせたいだけなら、そんな面倒なことさえしなくていい。きみが今ここであたしの頼みを断るだけでいい」

「……え？」

「あたしはきみ以外を副会長候補にするつもりはないんだ。だからここできみが断れば、あたしは出馬できない。きみたちの勝ちだよ」

　僕は絶句した。

　保険も用意していないのか。僕が引き受けると確信しているのか？　いや、それもおかしい。ほんとうに僕を候補にするつもりなら、代わりがいないなんて教える理由がない。喜んで断っておしまいだからだ。僕がもし引き受けるとしたら、もっと有力な人間が副会長候補に名乗り出るのを妨害するため──でしかあり得ないだろう？　その可能性をどうしてわざわざ摘んでしまうんだ？

　けれど会長は僕の胸に軽く拳をぶつけて、こう言う。

「あたしと戦うか、不戦勝を拾うか、きみが選んでくれ」

　息が胸に詰まり、苦しくなる。やっとのことで絞り出せたのはこんな情けない言葉だ。

「その言い方は、……卑ひ怯きようですよ」

「一流の詐欺師にそう言われるのは悪い気分じゃないね」

　涼しい顔で会長は言う。

　断れよ。僕の頭の後ろの方でだれかが冷ややかに言う。断ればおまえの勝ちだろ。簡単な話じゃないか。なにを悩んでいるんだ？

　僕もその暗闇に向かって訊きき返す。なにを悩んでいるんだ？　勝ちたくないのか？

　絶望的にうつろな沈黙があった。答えはなにも返ってこなかった。当たり前だ。自分で見つけなくちゃいけない。いや──

　答えなんてとっくにわかっていた。認めたくなくて目をそらしていただけ。

　もちろん僕は勝ちたくないのだ。天てん王のう寺じ狐こ徹てつを負けさせたくないのだ。こんな形で。

　この人を泥の中に沈めたくない。まばゆい栄光の中で打ち倒さなきゃ、意味がない。

　ペンを握り、副会長候補の欄に紙が破れそうなほどの勢いで『牧まき村むら日ひ影かげ』と署名すると、届け出用紙を会長の胸に押しつけた。

「後悔させてやりますよ」

　会長はようやくいつもの禽きん獣じゆうの笑みを見せた。

「後悔はさせないよ」






４









　紙面には、満面の笑みで親指を立てる会長と、その隣で陰気な顔をして肩を落としている僕のツーショットがでかでかと印刷されている。

　見出しはこうだ。




　牧まき村むら書記「天てん王のう寺じ会長を落とすために相棒になった」




　僕はため息をつき、新聞を小さく折りたたんでポケットにねじ込み、廊下をまた歩き出した。窓から遠く林の向こうに見える中央校舎の無骨な威容が、その日ばかりはなんだか敵意に満ちているように感じられた。

　廊下ですれちがう生徒たちも、みんな僕をちらちら見ている。ひそひそ話を交わしている子も多い。自意識過剰ではない、だろう。今日は朝から教室でクラスメイトに質問責めにされたし、新聞部も放送部も取材申し込みにきていたし。

　会長を落とすために……。

　実際に僕がそう答えたのが記事になっただけだ。煽あおり見出しではない。全校はこの三日間ほど驚きよう愕がくしっぱなしだったことだろう。あの副会長の竹たけ内うち美み園そのが天てん王のう寺じ会長を裏切って怨敵・神かん林ばやし朱と鷺き子こについた上に、今度は書記の牧村日ひ影かげが敵対宣言しながらも副会長候補になる。外から見たらなにが起きているのかまったくわけがわからないにちがいない。当事者である僕でさえもよくわかっていないのだから。

　普通科校舎の二階で、見慣れた白と黒のリボンが教室の入り口にちらついた。キリカだった。大柄な男子生徒となにか話している。僕は驚いて足を止め、まじまじと見てしまう。男子生徒は畳んで丸めた柔道着を肩に引っかけている。帯が黒いところを見ると柔道部員だろうか。柔道部員にキリカがいったいなんの用があるんだ？

　と、どうやら話が終わったらしく、男子生徒は教室内に引っ込み、キリカは踵きびすを返した。そこで僕と視線がぶつかり、キリカは廊下の真ん中で立ち止まってばつが悪そうにうつむいてしまう。僕もこんな場所で顔を合わせるとは思っていなかったので心の準備ができていない。さりとて無視して行ってしまうわけにもいかず、あやふやに視線をさまよわせながらキリカに近づいていった。

「あ、ぐ、偶然だね」

　べつに僕も悪いことをしたわけではないのだけれど、なにかごまかすような白々しい口調になってしまう。

「どうしたの、こんなとこまで来て珍しい」

「……調査中」

　キリカはぼそりと言った。調査、って、僕が依頼した探偵の仕事？

「いや、あの、調査はさ、その……」

　僕は言いよどむ。間に合わなかったのだ。会長が目をつけるであろう新しい副会長候補を先んじて予測するための調査だったのだから、その候補が決まってしまった今、キリカの仕事はまったく意味を失ってしまった。

　意味を失わせたのが他ならぬ僕の決断によってだったので、申し訳ない気持ちでいっぱいで、この件についてキリカにどう話していいかわからず、まだなにも言っていないのだ。ここでちゃんと謝らなくちゃ。

「ごめん。頼んだのは僕なのに、けっきょく無意味にしちゃって」

「べつにいい」とキリカは首を振る。「意味がなくても、調査は続けるから」

「な、なんでっ？」

「だって、依頼は取り下げられたわけじゃないし」

「い、いや、だからっ、それは」

　取り下げるよ、という言葉はとても口にできなかった。キリカがなにかにしがみつくような切実そうな顔をしていたからだ。

「わたしのことは、いいの。ひかげは選挙に集中して」

「あ、う、うん……」

　選挙戦が始まって以来、キリカとの溝がどんどん深まっている気がして哀かなしかった。僕がキリカに依頼したほんとうの理由を、もう見抜いているのだろうか。

「どうして狐こ徹てつの副会長候補なんかになったのか、わからないけど……なにか考えがあるんでしょ。狐徹に、勝つためなんでしょ？」

　僕はキリカの顔をまともに見られないまま中途半端にうなずく。

「わたしは、……そんなふうに、飛び込めないから。探偵やってるしかないから」

「そういう言い方やめようよ、キリカだって──」

　僕が言おうとしたとき、教室から三年生男子の一団が出てきて、僕に気づいた。

「お、牧まき村むらだ」

「選挙出るんだってな！」

「生徒会、今年はめっちゃ面白いじゃんか」

「がんばれよ！」

「おまえには入れないけどな！」「ははは」

　みんな無遠慮に僕の背中や肩をばしばし叩たたきながら脇を通り抜けていく。僕がうろたえている間に、キリカは廊下を走っていってしまった。呼び止める間さえなかった。

　立ち尽くす僕のまわりを、通り過ぎる生徒たちのひそめた声が流れていく。

「あれ書記の？」

「新聞載ってた」

「すごいよねー、あの会長と……」

　僕は肩を落として踵きびすを返し、校舎の出口に向かった。







　美み園その先輩は、朱と鷺き子こさんと一緒に議長執務室にいた。なにか打ち合わせをしていたようで、僕が入っていくと二人とも手元の紙束から目を上げる。

「あ、すみません、邪魔しちゃいましたか」

「ちょうど牧村くんの意見も聞きたいと思ってたところよ」

「政見放送の原稿の読み合わせしてたんです、ひかげさんもチェックしてください」

　二人とも僕の立候補についてはまるで触れずに歓迎してくれるので、かえって居心地が悪くなる。しかし逃げ出すわけにもいかない。

　リハーサルにつきあい、原稿を細かく手直しし、演出案を出し、立会演説会のコンセプトも練り直す。核心に触れるのを三人とも先延ばしにしようと、わざとらしく熱っぽくふるまった。でもそんなごまかしは長くは続かない。やがて話し合う用件も尽きて、沈黙がやってくる。

　朱と鷺き子こさんが束ねた原稿を裏返しにデスクに置いて、僕の顔を見た。

「……それで、どうしてこんなことになったの？」

　僕は彼女の視線を受け止める勇気を持てず、自分の爪先を見つめて言った。

「すみません。勝手にあんなことして」

「責めてるわけじゃないわ。ただ、昨日のうちにメールでいいから事情を説明しておいてほしかった」

　僕はうなだれる。

「どう説明していいのかわからなかったんです」

　美み園その先輩も心配そうに僕の顔をのぞきこんでくる。

「誘ったのは、狐こ徹てつの方からなんですよね？」

　僕はうなずき、昨日の生徒会室での会長とのやりとりを詳しく話した（抱きつかれたことだけは伏せて）。けっきょく、全部正直に話すしかなかった。聞き終えた朱鷺子さんは長いため息をついた。

「狐徹もさすがね……追い詰め方を知り抜いているわ」

「ほんとうにすみません。断れば、その時点で勝ってたのに。僕のつまらない意地で会長の思惑にのせられちゃって」

　朱鷺子さんは少し怒った様子で眉を寄せる。

「どうして謝るの。私だって、もし牧まき村むらくんだったら同じことをしてたわ」

「私も、ですよ」と美園先輩も言う。「つまらない意地、なんて言っちゃったらおしまいですよ。そもそも私たちみんな、つまらない意地の張り合いで選挙戦なんてやってるんですから」

「そう言ってもらえると……ちょっと救われます」

「そして私がもし牧村くんならもっと露骨に狐徹の足を引っぱるわ」

「私なら狐徹の耳とかほっぺも引っぱります！」いやちょっと意味わかんないです。「狐徹はひかげさんのそういう心優しくて悪役になりきれないところまで見抜いていたんでしょうね」

　美園先輩の言葉に、朱鷺子さんもうなずき、僕と会長の写真の載った新聞に目を落とす。僕のコメントは、いま自分で読み返してみるとどうにも穏当だった。

『会長を政権から蹴落とすため、美園先輩を味方につけて叛はん乱らんを起こした』

『これでは立候補できないと会長に言われたので、勝負を成り立たせるためにしかたなく副会長候補になった』

『会長に協力する気はさらさらない。僕は朱鷺子さん陣営の人間。会長には投票しないでもらいたい』

　徹頭徹尾ほんとうのことしか言っていない。いつもなら頼まれなくても噓うそがするする出てくるのに、まったく生徒会詐欺師も形無しだ。そして客観的に見て、このコメントはたいへん馬鹿くさい。話題作りのために仕込んだジョークみたいに見える。

　これじゃあ、あまり会長の票を削れない。

「根が善良なのもひかげさんの素敵なところですよ」

　美み園その先輩はそう言ってくれるのだが、あまり慰めにならない。

「私はてっきり薫かおるを相方にすると思っていたのだけれど」

　朱と鷺き子こさんが新聞の写真をにらみながら言う。僕も同感だった。だから昨夜、寮の部屋に戻って真っ先に薫くんを説き伏せたのだ。絶対に会長の誘いにのるな、と。

「そうですね。私もその線だと思っていました」と先輩。「どうしてひかげさんにしたんでしょう。あの狐こ徹てつが本心を全部喋しやべっているわけがありませんし……」

「総務の全員が叛はん乱らんを起こした、っていうマイナスイメージを少しでも軽減しようとしたんじゃないかしら？」

「ひかげさんが喋っちゃってますよ、自分も叛乱軍だって」

「それもそうね……」

「キリカさんの調査結果はどうだったんですか？」と先輩は僕に訊きいてくる。「狐徹がだれを副会長に据えるか予想できるかもしれない、ってことでしたよね」

「さすがにキリカも二日だけじゃなにもつかめなかったみたいです。でも、まだ気になるらしくて、なにか調べてますけれど……」

「そう……ですか」

　会話はそこで途絶えた。

　僕らはかなり天てん王のう寺じ狐徹の喉元にまで迫っているはずだった。話題性ではすでに逆転しているという感触すらある。それなのに、この言い知れぬ不安はいったいなんだろう。

「それじゃあ僕、これから会長と政見放送の打ち合わせなので」と僕は言った。朱鷺子さんはうなずいた。

「あと三日間で狐徹がなにをやろうとしているのか、たしかめてきて」

「わかってます」







　生徒会室に行くと、会長が駆け寄ってきて僕にプリントアウトの束を押しつけてきた。

「遅かったじゃないかヒカゲ、さっそく政見放送のリハーサルをやるよ。原稿はこれ」

「あ、は、はい、すみません」

　僕は目を白黒させながら原稿に目を通す。

「頭からだ。いい？　……『はいどーもー狐徹ですー』」

「……『どうもヒカゲです』」

「ノリが悪いな。もっとしゃきしゃき喋しやべらないと。『うちらもこうして芸人なんかやってますけどね、がんばっていかなアカンなーと』」

「ちょっと会長」

「ヒカゲ、次はきみのせりふだ。『そんなことより狐こ徹てつさん、わし昨日めっちゃ腹立つことあってん』」

「いやだからあの」

「『なんやヒカゲおまえ腹立つことなんてあるんか。もっと下の方が立ってるところしか見たことないわ』」

「最初のボケからいきなり下ネタかよ！」

「『人聞き悪いこと言わんといてください狐徹さん、わしかて人間です。昨日電車で痴漢と間違われたんですよ、目の前の女子高生がいきなりわしの手ぇつかんで尻触ったでしょとか言い出して、わしそんなことしとらんのに』『そらひどいな』『でしょ？　わしが触ったのは太ももや』」

「触ったのかよ！　犯罪だよ！」

「漫才だよ」

「知ってますよ見りゃわかります！　じゃなくて、なんで政見放送で漫才やろうとしてるんですかっ」

「漫才以外になにをやろうっていうの？」

　真剣な顔で訊きき返され、僕は口ごもる。

「い、いや、その……公約を訴えたりとか、色々あるでしょ」

　会長はいきなり冷たい眼まな差ざしになり、頭を振って嘆息し、デスクに戻ってしまった。おい、なんだその態度は。僕がなにか間違ったことを言ったか？

「言うに事欠いて公約とはね。ヒカゲ、きみはこの日本に生まれた幸運をちっとも理解していない」

「はあ」

　日本に生まれた幸運？

「日本の政治家は公約を守らない。よく言われていることだろう？」

「それのどこが幸運なんですか？　どっちかっていうと不運のような……」

　僕もべつに日本に生まれたことを嘆くわけではないが、会長の言い分はまったく理解できなかった。

「するときみは、公約を守らないのは悪いことだと思っているんだね？」

　僕はぐっと唾を飲み込む。これは迂う闊かつなことを答えるとさんざん笑われるいつものパターンにちがいない。しかし会長の意図はあいかわらずさっぱり読めないので、質問で返すしかなかった。

「悪くないんですか？」

「『悪い』というのはつまりどういう意味？　公約を守らないとどうなるの？」

「え……いや、だからその……」

　会長はくくくっと忍び笑いをする。

「選挙公約を破ったからって逮捕されないし、訴えられたところで賠償金などが認められるわけでもないし、辞職する義務が発生するわけでもない」

「そりゃあまあそうですけど、そんなこと言い出したら……」

「それじゃ公約を守らないことのなにが悪いのか？　答えは『体面が悪い』だ。名誉の問題なわけだね。公約を守らなければ、公約を守らない人間だという評価が下される。それだけだよ」

「いや、それだけ、って」

　会長はさっきから当たり前のことばかりを言っているのだが、どうにも聞いていると落ち着かない。話の行く先がよくわからないからだ。

「もちろん、それだけで終わらないことも多い。欧米では公約違反は政治生命の終わりだ。次の選挙で票を入れてもらえなくなり、政治家ではなくなる。日本はそうではない。わかるだろう？　『日本の政治家は公約を守らない』というのは正確ではない。日本の政治家が特殊みたいな表現は本質をまったく外している。特殊なのは政治家じゃなくて国民の方だよ。日本国民は公約を守るかどうかを重視しない──これが肝要なんだ」

　僕は腕組みして黙り、なんとか会長の話を吞のみ込む。そこまで難しくはないし筋は通っているのだが、どう考えても高校生が生徒会室でする話ではない。つっこみもせずに我慢して聞いているのは、会長の生徒会選挙への取り組みにつながる情報が出てくるかもしれないと期待しているからだ。ただの脇道話だったらどうしよう……。

「ところで彼らはどうして公約を破るのだと思う？」

「……へ？」

　なんでちょこちょこ質問を挟んでくるんだ、と僕は少し腹立たしく思う。講義を真面目に聞いているかどうか確かめているのか。

「どうして、って、その」

「さっきも言った通り、公約を破ると名誉に関わる。いくら日本国民がその名誉を重視しないとはいっても、票がまったく減らないわけじゃない。破らずに済むなら破らない方がいいんだ。しかし、日本の政治家はちょくちょく公約を反ほ故ごにする。さて、どうしてだと思う？」

　侮られっぱなしも悔しいので、考える。

　政治家だって趣味で約束を破っているわけでもあるまい。その必要があるからやっているはずだ。

「……公約を正直に守っていると、ほんとうにやりたいことができないから──ですか」

「正解」

　会長は人差し指で僕の鼻をつついた。不意のスキンシップに僕は驚いてのけぞる。

「やりたいことと公約が食い違うケースは、二つ考えられる。一つ目は、当選してから世の中の状況が変わった場合。民主主義者にいわせれば、そういう場合は一度辞職して公約を作り直してから再び選挙で民意を問え、となるが、これは非常にめんどうくさい。二つ目は、やりたいことが選挙民に受けが悪そうなので噓うその公約を立てた場合。民主主義者にいわせれば、こちらは言語道断だ。政治家である資格がない、となる。しかし日本国民はそうは考えない。したがって日本の政治家は民主主義のめんどうくささをたやすく回避してのびのびと活動できるわけだ」

　臓ぞう腑ふのあたりで渦巻いていたもやもやの一部がようやく固まって、手で触れられるくらいのはっきりした違和感になる。僕はそれを素直に口にしていた。

「要するに会長は、日本が民主主義じゃないって言いたいんですか？」

「よくわかってるじゃないか。ハグしていい？」

「やめてください」

　迫ってきた会長の肩を押しのける。彼女は舌なめずりして続ける。

「公約の遵守が選挙で重視されないということは、国民と政治の間のリンクがないということだ。国民が政治をやっていない、つまり民主主義じゃない。それを日本人の愚かさとして嘆く論調は数多い。でもあたしはそうは思わない。他のものを重視しているだけのことだ。利点もあり、欠点もある。とにかくそれはこの国の選択なんだ。あたしは、この日本という不思議な国に生まれたことを感謝しているよ」

　僕は会長をじっと見つめる。彼女の背後にある扉を、そしてその奥の今は遮られていて見えないはずの大憲章マグナ・カルタの碑文を。

　会長が両腕を翼のように広げて陶然とつぶやく。

「この国こそ、世界でいちばん近い場所だよ。──あたしの王国に、ね」

　君主制にいちばん近い近代国家。

　約束した通りの政策を行うかどうかが選ぶ基準にならないとしたら、日本人が選んでいるのは政治家ではなく、王様だということになる。会長はそう言っているのだろう。

「やっと話がつながりましたよ」僕は嘆息して肩を落とす。「このまま全然関係のない話がずっと続くのかとちょっと不安でした」

「おやおや。見損なわないでくれないか。あたしが自分と世界の将来に関わりのない話をしたことがあった？」

「あったよ何度も！　セクハラとか漫才とか！」

　会長は高笑いした。

「ともかくこれで、あたしがもはや公約なぞ出さない理由もわかったね？」

　そういや発端はその質問だっけ。ジェットコースターで一周してきたみたいに頭がくらくらした。

「じゃあ納得したところで漫才の続きをしようか」なんでそうなる。

「いや、あの、話はわかりましたけど」僕は必死に食い下がる。長広舌を聞かされたが、まだなにも収穫がない。もっと話を聞き出さなきゃ。「公約がまったく要らないってわけじゃないですよね？　げんにどこの選挙でもみんな公約出してるし、破ったらあちこちで叩たたかれるし……」

「そんなにあたしに公約を出させたいの？」

「ええ、まあ……」

「あたしがこの選挙戦でなにを仕掛けるのか知りたいわけだね？　朱と鷺き子こがもっとインパクトのある公約を出せるように情報がほしいわけだ」

　会長相手に僕ごときがごまかしを続けられるわけもないので、しぶしぶうなずく。会長はふふっと笑う。

「でもお断りだ。民主主義のない日本でどうして候補がみんな公約を掲げるのかというと、民主主義は素晴らしいもので絶対に守らなきゃいけない、という幻想が広まっているからだ。民主主義のふりをしないと票が集まらないんだよ。でも」

　会長は窓際に歩み寄り、窓を開いて枠に手をつき、中庭からやってくる冷たい風を顔に浴びる。束ねた髪が泳ぎ、赤いブレザーの肩にからむ。

「この学園にそういう幻想は存在しない。四年かけてあたしが跡形もなく壊した。だからあたしはあくまでも、王者として壇上に立つ」

　この女は、本気の本気で王様になるつもりなのだ。あらためて僕は痛感する。

　この白はく樹じゆ台だい学園生徒会でやっていることは、いずれ日本で──世界で巻き起こす戦いのテストケースだ。気が遠くなってくる。

　だが、それがどうした？　僕は萎えそうな自分の心に言い聞かせる。今は同じ白樹台生だ。拳も届く距離にいるんだ。いま殴らなくていつ殴るんだ？

「会長は──」

　干からびた唇を舌で湿らせ、僕は言葉を慎重に選ぶ。

「民主主義に恨みでもあるんですか？　なんでそこまで敵視するんです？」

　会長は窓を閉め、肩をすくめた。

「民主主義は、あたしの行く手にたまたま立ちはだかっているだけの当面の敵に過ぎない。ほんとうの敵はもっと大きなものだ。それは世界人類全体の敵でもある」

「……人類の敵……って……」

「聞きたいの？」

　水の上でも歩くみたいに会長は僕に近づいてくる。

「長い長い物語になるよ。千夜と一夜でも足りないかもしれない。臥ふし所どで愛を交わしているひまもないかもしれない。それでも聞きたい？」

「聞きたいですよ」

　この女のやろうとしていることを底の底まで覗のぞかなければ、と思った。欲望の根っこをつかめば、どんな巨人さえもほんのわずかな力で引き倒せる。それが僕の戦い方だ。

「人類のほんとうの敵は」と会長は床を指さした。「土地だ」

　僕は会長の足下の絨じゆう毯たんを見つめ、それから彼女の顔に視線を戻した。

「……土地？」

「そう。我々を支えて広がるこの大地だよ。歴史というのは人間と土地との闘争の歴史なんだ」

　僕は会長に見えないように後ろに回した手に爪を立てて、痛みで現実感を確かめなくてはならなかった。

「ちょっと……よく意味が……」土地が敵？

「かいつまんで話そう」

　会長は僕のまわりをゆっくりと円を描いて歩き始める。

「人類の歴史は長くて複雑だ。それでも、一行でまとめるとこうなる。『最後には自由が勝利しました。めでたしめでたし』……。場所によって差はあれど、個人の自由を可能な限り尊重しよう、という考え方は世界中に広まりつつあって、どうやらこれは不可逆変化だ。いずれ自由が地球を覆い尽くすだろう。ここまではいいね？」

　僕は気け圧おされつつもうなずく。会長の姿が視界に現れては髪の筋をたなびかせて消えていく、その繰り返しが僕を幻惑する。

「しかしこの自由の圧倒的な進攻劇は、ここ三百年のことなんだ。何万年も続いてきた人類の歴史の大部分において、そんな考え方はまったく広まらなかった。当然のことだね。自由を大事にしようという発想は、人間は放っておくと他人の幸せのためになるようなことばかりする──という、ちょっと信じがたい前提によって成り立っているんだ。きみだってそんなわけはないと思うだろう？」

「……え、ええ」

　たしかに、絵空事に聞こえる。会長の表情が陰鬱になる。

「人間は放っておくと欲望のために他人を掠りやく奪だつしたり搾取したり殺したりするから、力ちから尽ずくで縛っておかなくちゃいけない。自由なんてとんでもない。昔はそういう考え方が当たり前だった。今でもこの考え方はまだ世界のあちこちに残っているね。それだけ根強い思想だったし、実際に三百年前までは正しかった。人々は奪い合い、殺し合った……」

　会長の声は、分厚い緞どん帳ちようの向こうから響いてくる序曲の合唱みたいに聞こえる。

「かつて、地上の富は有限だった。財産というのは究極的には食べ物を生み出してくれる継続的な資源、つまり『土地』に帰結していたんだね。土地は増えたりしないから、地球全体の富はゼロサムゲームだと考えられていた。だれかが得れば、だれかが失う。いつの時代のどの地域でも、人々は血を流して土地を奪い合った。富める者とはだれかを貪った者である、という共通認識が何万年もの間はびこっていた」

　会長は僕に顔を向け、目をぎらつかせる。

「でも、すべてが変わってしまった。この三百年間で、自由の旗を掲げる勢力が他のすべてを圧倒した。──いったいなにがあった？」

　三百年。いったいなにがあっただろう。たくさんの戦争が起きて、大勢の人が死んで、それ以上に大勢の赤ん坊が生まれ、育ち、そういった繰り返しの端っこに、僕がいる。

「偉い思想家とか宗教家とか革命家が出てきて世界中の人間を教育し直して善良にしてしまった？　まさか。思想だけで人間は変わったりしない。変わったのは環境だよ。利他と利己が一致するように世界が変わってしまったんだ。なにが起きたのか？」

　会長は芝居がかったしぐさで肩の髪をはねのける。

「言うまでもない。技術革新だ」

　両腕を広げ、見えない数百万の聴衆に向かって彼女は高らかに語りかける。

「農耕と牧畜の進歩によって、人間は日々の糧を得るためだけに全力を費やす生活から脱出できた。生存のための仕事を一部の人間に任せ、他の者たちはもっと高度な欲求を満たすために働き始めた。そうして人間の財産が土地という束縛から逃れ、無限に増え続けることが可能になったわけだ」

「……無限？　って……なんでですか」

「だってそうだろう」会長は僕を横目で見て言う。「財産を財産たらしめている要因はなんだ？　人がほしがること、だ。社会全体が食うのに困らなくなれば、土地に集中していた人の欲望が、他に向けられるようになる。より楽しく楽に生きたい、と思うようになる。かつて奴隷制によって支えられたほんの一部の階級だけの特権だった『人生を楽しむ』という概念が、広く民衆に広まっていく。娯楽や知識や学問を求める人々が増え、それが財産と認められる。そして人生の楽しみや美しさや感動に限界はない」

「うんん……」

　僕はオーバーヒートしそうな頭を搔かいて、会長の話をまとめようとする。

　人間はテクノロジーの進歩で豊かになった。

　生活に余裕が出てくれば欲しがるものも変わってくる。

　より楽しく楽に生きたい、という欲望のもとでは、与えても失われないものに価値が認められるようになる。たとえば科学技術。たとえば芸術。そうやって考えてみれば、現代の仕事のほとんどは、生存のためのものじゃない。

「財産は無限に増やせる。この思想こそが、近代のすべての礎となった。なにかが欲しければ働いて増やして交換すればいい。奪う必要などない──それどころかお互いが損なわれる愚行だ。他人を幸せにすることが自分を幸せにする最適解になったんだ。人間が土地という有限の檻おりから解放されたからだ」

　会長はそこで言葉を切って、僕の顔をねめ回す。声が夕暮れの色に移り変わる。

「……でもね、この勝利は半分だけだ」

「……半分？」

「我々はまだ土地を完全に打ち倒してはいない。民主主義が生まれてしまったからね」

　ようやく話が出発点に戻ってきた。僕は息をついて、すぐ背後にあった副会長デスクにもたれ、息をつく。目まいはいっそうひどくなっていた。

　なんとか、今のところはついていけている。でもそろそろ心が折れそうだ。

「ところでヒカゲ、ひとつ簡単なクイズを出そう」

　急に子供っぽい声になって会長は言った。助かった。会長の演説のすさまじい圧力からしばらく逃れて気を落ち着かせたいと切実に思っていたところだ。

「現在、この地球上に、民主国家はいくつある？」

　僕が考え込んでいる間に、会長はキチネットに行って二人分のコーヒーを淹いれた。手渡されたマグカップに唇をつけ、会長の顔をじっと観察する。

「わかりません」と僕は白旗を揚げた。そうした方が役に立つ話を引き出せると思ったからだ。「会長はそんなのいちいち数えられるんですか？」

「数える必要はないんだよ。答えはゼロだからだ」

　会長は肩を揺らして笑い、コーヒーを一口含む。

「ゼロ、って……いや、あの、無理矢理穴をつっつけば、そりゃどんな国の政治も粗はあると思いますけど」

「そんなことするまでもない。近代民主主義というのは、国民全員が国政を動かす力を持つべきだという考え方だ。でもほんとうに国民全員に参政権を持たせている国はただのひとつもない」

「え？　そんなことは──」

「だって、あたしもきみも参政権を持っていないだろう？」

　僕は啞あ然ぜんとした。

「……いや……それは、だって、未成年だから」

「そう。現代の民主主義を名乗るあらゆる国は、子供の参政権を認めていない。しかし子供だって国民だ。したがってそれは民主主義じゃない。年齢によって区別された特権階級による貴族政治だ」

　僕はなにか言い返そうとした。違和感と疑問とが泥まみれになって固まって喉につっかえていた。会長は僕の顔を見て愉快そうに忍び笑いをする。

「きみが考えていることはわかるよ。だってしょうがないじゃないか、乳幼児にまで選挙権をやるわけにはいかないだろう、判断能力もないんだから、年齢で線引きするのは当然じゃないか──と」

　咳せき込んでしまう。見透かされたのはしゃくにさわるが、うなずくしかない。

「でもね、ヒカゲ。かつて財産のない者や、黒人や、女性といった社会的弱者が、同じ理屈で参政権から遠ざけられていたんだよ。政治的な判断能力なんてあるわけがないから参政権を与えるなんてとんでもない、ってね」

「いやっ、でも、それとこれはちがうでしょ、だって子供はいずれ大人になるじゃないですか」

　僕は必死に食い下がった。会長は手を振ってさらりとかわす。

「その通り。なぜ他のすべての階級は闘争の末に権利を勝ち得たのに、未いまだに子供という階級だけは権利の外に甘んじているのか。それは、闘う力がないことももちろんだが、それ以上に、闘う意志が生まれ得ないからだ。ほうっておけば闘うまでもなくやがて権利を得られるのだからね」

　そこで会長は言葉を切って僕の顔をちらと見る。

「あたしはべつに零歳児にまで等しく選挙権を与えろなんて言いたいわけじゃない。問題はそこじゃないんだ。世界中の自称民主国家で子供に参政権が与えられていないということは、人間はみんな心の底では理解しているということだ。民主主義の欠陥をね」

「欠陥、ですか」

「根本的な欠陥だ。政治というのは自分の人生にどうしようもなく大きな影響を及ぼすのに、決定権は他人と共有しているんだよ。その圧倒的多数の他人が判断を誤っても、だれも償わないし責任もとらない。だから真の民主主義は危ない。判断を誤りそうな連中からは権利を取り上げておかなきゃいけない」

　会長は言葉を切って危険な笑みをみせる。

「世界中の国が子供を政治から排除しているという事実は、人類すべてがその欠陥を認め、軽減しようとしているというなによりの証拠だ」

　僕は一瞬言葉に詰まったが、すぐに言い返す。

「そんなこと言い出したら、民主主義以外もそうじゃないですか。他人と共有どころか、自分がそもそも決定権を持ってない国だって──」

「いいところに気がついたね、ヒカゲ」

　会長は微ほほ笑えんで僕の頰に手をやる。冷たさに驚くけれど、もう逃げたりはしない。会長の物語が核心に差しかかっているのがわかったからだ。

「その通り、実のところこれは政治そのものの欠陥だ。いみじくもチャーチルが言っているね。民主主義は最悪の政治形態だ──これまでに試みられた他のすべての形態を除けば、と」

　会長の手が僕の胸に滑り落ち、ワイシャツの上にいくつかの円を描く。

「畢ひつ竟きよう、民主主義は素晴らしい国をもたらすための政治形態じゃない。みんなが不満を爆発させないようにぼちぼち納得させるため、もっといえば内戦を起こさせないための政治形態に過ぎない。その観点からはよくできているシステムだけれど、根本的な欠陥はまったく克服できていない」

「でも、そんなのしょうがないですよ。他人と一緒の国に暮らすってそういうことでしょ。自分にとってはいいことでも、他のだれかにとっては都合が悪い、なんていくらでもあるじゃないですか」

「そう。しょうがない、と思わせてきた。これまでのあらゆる政治形態はね」

　会長が顔を寄せて訊きいてくる。僕は気丈にその両りよう眼めを見つめ返す。

「そもそもなぜ政治が必要となったのかは、前に話したね。人は集まって暮らした方がお互いの力を何百倍にも何万倍にも活用できる。だから国が生まれ、利害の衝突を防ぐために政治が生まれた。みんなで決めたことだからしょうがない、と思わせるための最終進化形が、あたしたちがいま手にしているこの民主主義だ。……でもよく考えてみてほしい。その『みんな』というのはなんだ？」

「……え？」

「たとえばあたしを取り巻いている、しょうがなく従わなければいけない『みんな』、つまり日本国民というのは、たまたまあたしの近くに暮らしている人間に過ぎない。あたしが選んだわけじゃない」

　僕は呆ぼう然ぜんとして、会長の続く言葉を待つ。

「わかるだろう？　多くの人々は、政治に不満があるとき、たったひとつの方法しか知らない。ちっぽけな選挙権を握りしめて、『自分も含めたみんな』で決めたことだからしょうがない、と納得することだ。ごく一握りの人間は、二つ目の方法を知っている。被選挙権だ。自分で政治を動かせばいい。……けれど、ほとんど顧みられていない三つ目の方法がある。国から逃げ出すことだ」

　口を開きかけた僕を、会長はぴしゃりと遮った。

「言いたいことはわかる。現実的じゃない。国を出るのには莫ばく大だいなコストがかかる。生命に関わる危機でもなければそうそうできることじゃない。その通りだ。でもその現実に安住してはいけない。家を捨て、生活を捨て、人間関係を捨てなければ国を替えることはできない──それは国のあり方が間違っている。国を選ぶ自由こそ、我々がまだ勝ち得ていない最後の翼だ」

　そこで会長は突然ひざを折り、足下の絨じゆう毯たんに両手を埋うずめる。

「なぜ我々は選べない？　それは国も土地に未いまだに縛られているからだ。人がまず在ってその道具として国が生み出されたのに、国土と国境がいつの間にか国民を虜囚にしている。何度でも繰り返そう──我々のほんとうの敵は土地だ。かつて鋤すきと鍬くわとで半ば征服し、けれどその実、より広範な支配を築いて我々人類を縛りあげていたこの大地だ。いま一度、我々は戦い、完全に打ち倒し、勝利しなければいけない」

　会長は立ち上がり、ぐるりと周囲を見渡した。たぶん、彼女の演説をいつか拝聴するであろう数億の聴衆たちを。

　けれどそのときの現実の生徒会室には僕しかいなかった。だから彼女の視線は僕の顔の上に戻ってくる。

「これもあたしひとりの頭から出てきた夢物語だと、きみはそう思っているだろうね」

「……え……いや」

「ところがあたしの独創ではないんだ。きみも地方分権というスローガンが近年やかましく持ち上げられていることは知っているだろう？」

　僕は脳のう味み噌その奥の方に重たいしびれをおぼえつつも、なんとかうなずく。

「国から州に、州から郡に、郡から市に……下位自治体でできることは下位に回そう、という考え方だね。自治体ごとの細やかな気配りができるように、などとわかったようなわからないような理由付けをされているから、本質が見えていない。地方分権のほんとうの目的は国を選ぶ自由の部分的確立にあるんだ。国境を越えて引っ越すよりは、国内のちがう街に引っ越す方がまだしも簡単だろう？」

「あ……」

「他にもいくつか兆しは見つかる。たとえばグローバル化というのも、つまるところ企業が国を選ぶ自由を行使し始めたということに他ならない。力がある者はすでに自由を手にしている。でもそれだけでは世界は変わらない。なにが必要なのか？　民衆を導く救世主か？　ギロチンと軍旗とセーヌ川を染め上げるほどの血か？　否だ。一度目の勝利はなにによってもたらされたか考えてみるといい。技術革新だ。二度目も同じだよ。テクノロジーが全人類を土地から解き放つ唯一の武器となる。すでにその萌ほう芽がはあたしやきみのポケットにも入っている。そう、コンピュータネットワークだ。いずれ情報テクノロジーは国という概念を根底から覆し、大地から引きはがすだろう。その後に訪れる世界をきみは想像できる？　あたしははっきりと思い浮かべられるよ。百万の王国に分割された百億の民衆だ。完全な平和は世界の統一ではなく細分化によってしかもたらされない。そこでは人々は、家に居ながらにして国を選ぶ完璧な自由を有している。不満を低温化させるためだけの民主主義はもはや不要だ。すべての個人が、自分に最適な国を自分で見つければいい。存在しなければ自分で国を建てればいい。君主制が再び正当性を取り戻すだろう。暗黒時代とのちがいは、君主が常に正確に評価され、称しよう讃さんされ、あるいは断罪されるという点だ。つまり有する国民の数によって、だ。国民のために国があるという理想が達成される。なるほど、それはすでに『国』ではない。まだ名付けられていない、新しい世界の新しい構成分子たちだ。ならば」

　天てん王のう寺じ狐こ徹てつは遠い沈みかけの太陽を見やる。

「あたしはその名付け親となり、新世界の夜明けをだれよりも先にこの目で見届けたいと思う」

　長い長い語りの余韻が、僕のまわりにたなびく。

　きみはどう？　という会長の最後の問いに、僕は答えられなかった。夜明け前の薄暗がりの中にただ立ちすくんでいるばかりだった。

　ノックの音がして、大扉が開き、選挙管理委員の軍服姿が現れた。そろそろ政見放送の収録の時間です、と促され、会長は僕の二の腕をぽんと叩たたいて扉に向かった。





＊






「収録中、ずっと上の空だったわね、牧まき村むらくん」

　夜、寮の部屋にやってきた朱と鷺き子こさんが言った。
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「わかっちゃいますか、やっぱり」と僕は恥じ入る。

「いつもみたいなツッコミのキレがありませんでしたもの」と美み園その先輩も同意する。

「それでもちゃんと漫才になっていたのは、さすがと誉ほめるべきなのかどうか……」

　朱と鷺き子こさんが困った顔で息をつく。僕も後で録画を見てみたが、予想以上に会長のボケに対応できていて自分の慣れっぷりにちょっと怖くなった。カメラが回っている間はずっと考えごとをしていて、なにひとつ憶えていないのに。

「まさか漫才をやるなんて思ってなかったわ。打ち合わせって、あれの練習だったの？」

「いえ……その……」

　僕は少し迷ってから、けっきょく会長の語ったことを朱鷺子さんと美園先輩に伝えることにした。もちろん全部そのままではなく、僕の言葉で要約して、だ。僕も会長の遠大な野望を完全に理解できていた自信はなかった。二人に話したのは考えを整理するためでもあった。

「……あきれたわ」

　聞き終えた朱鷺子さんはそんな言葉を漏らし、椅子に腰を下ろす。隣の椅子で膝を抱えた風呂上がりのトレーナー姿の薫かおるくんは、さっきから口の挟みどころを探して僕ら三人をきょろきょろ見回している。その膝の上のウサギは興味なさそうにまどろんでいる。

「そんな大それたところまで具体的に考えてたのね、狐こ徹てつは」

「でも、それでこそ狐徹です」と美園先輩は嬉うれしそうだ。「ファッション君主制じゃ情けないですから」

「なにそのファッション君主制というのは。なんとなく意味はわかるけれど」

「私がいま考えた用語です。かっこつけるためだけに王様を目指す人たちのことで」

「そんなの見たことないわよ……」

　なんでもなさそうに談笑する二人を見て、僕は複雑な気持ちになる。

「すごいです、狐徹ねえさま」

　薫かおるくんが昂こう奮ふんに頰を染めて言った。

「まったく新しい世界をつくろうだなんて！　きっと狐徹ねえさまならやっちゃいますよ！　どうしてみんなそんなおちついてるんですか、ぼくすごくどきどきしてます！」

　椅子の上で跳びはねる薫くんを横目で見て、どうしてだろうな、と僕は自問する。僕だけじゃない。朱鷺子さんも美園先輩も、薫くんを不思議そうな顔で見ている。そっちこそどうしてそんなに滾たぎっているのか、とでも言いたげだ。

　それはたぶん──

「狐徹ならそれくらいのこと考えててもおかしくないわ。どうして薫はそんなに昂奮しているの？」

「お、おかしくないですけど、でもっ」

「ええ、ますます倒し甲が斐いがあります」と美み園その先輩は両の拳を固くする。

　そうなのだ。選挙のことしか考えられないのだ。会長の考え方に心を動かされなかったわけではない。でも、彼女が語る新世界に思いを馳はせるよりも前に、彼女をどうやって打ち負かすかに心が向いてしまうのだ。僕らもすでに天てん王のう寺じ狐こ徹てつの半分くらいの度合いで頭がおかしくなっているのかもしれない。薫くんが不思議がるのも無理はない。

「でも、どうして牧まき村むらくんにそんな話をしたのかしら。このタイミングで」朱鷺子さんが眉を寄せてつぶやく。「私もそんな話されたことないのに……」

「私も初耳です」と美園先輩。「政見放送のため……じゃなかったわけですよね、漫才でしたから」

　僕が気になっていたのも、けっきょくはそこだった。二人の副会長のどちらにも話していなかったことを、なぜ今、僕に？　それはやっぱり、この選挙戦を勝ち抜くためのなんらかの策じゃないのか。信を置いていた相方が土壇場で離反したという非常事態なのだから、これまでとちがう手に出てもおかしくない。

「それじゃあ立会演説会のため？　その王国計画になにか関係した演説を牧村くんと二人でするつもりなのかも」

「それならそうとはじめから言うと思いますけど……もっと後のことを考えてるんじゃないでしょうか……」

　少しだけ考え込んだ美園先輩は、はっとした顔になる。

「私と朱と鷺き子こさんは女ですけどひかげさんは男です狐徹はひかげさんと子供を作るつもりなんです王様になるんだから！　た、たいへんですどうしましょうどうしましょう」

「落ち着いて竹たけ内うちさん」なだめる朱鷺子さんの顔があきらめ半分なところを見ると、相棒のこういう一面にはすでに慣れてしまったのだろう。

「そ、そうだっ」

　美園先輩は僕の両手を握った。

「私と先に子作りしましょうっ、そうすれば狐徹とは作れませんよねっ？」

「作れるだろ」どういう理屈だよ。

「や、やっぱり作るつもりなんですねっ」「そういうことじゃなくてっ！　ああもう、朱鷺子さんもなんでそんな目で見てるんですか、当たり前の事実を指摘しただけで、べつにほんとうにやるとは言ってませんよ！」

「……牧村くんが言うとしゃれにならないわ」なんでだよ。なにがだよ。

　朱鷺子さんは咳せき払ばらいして話を戻した。

「とにかく、このまま狐徹が手をこまねいているはずはないわ。見て」

　彼女はスマートフォンを取り出した。画面に表示されているのは、学園の報道系サイトだ。選挙特集で学園生徒を対象に様々なアンケートを採っており、トップに表示されているのは予定投票先の円グラフだ。

　首位の『天てん王のう寺じ狐こ徹てつ』は四割を超えているが、それを追走する『神かん林ばやし朱と鷺き子こ』と『竹たけ内うち美み園その』は合わせると五割超。その他はまとめられて針のような細さだ。

「……逆転していたんですね……」

　美園先輩が興奮気味につぶやく。朱鷺子さんはうなずいて言った。

「これまでの四回の選挙では、狐徹は事前アンケートでも八割を下回ったことがなかったから、この結果はかなりのニュースになってる」

「勝てそうですねっ」

　脇からのぞき込んだ薫かおるくんも声を弾ませる。

「ただ、このアンケートは任意投稿だから、趨すう勢せいを正確に反映しているわけではないわ」

　朱鷺子さんが声を落として言う。

「回答者はすでに投票先を決めている人だけ。いわゆる無党派層は含まれていないから、楽観はできない。生徒会には興味がないけれど今のままで別に困らない、って狐徹に入れる人は少なくないだろうし」

「でもでもっ、勢いは完全にねえさまたちのものですよ、無党派層を取り込めれば勝てるってことじゃないですか、あの狐徹ねえさまに勝つなんてすごいです！」

　薫くんはウサギを胸に抱きしめて跳びはねる。胸に抱きしめられたウサギは迷惑そうな顔をしている。

「相手はあの狐徹なのよ？」と朱鷺子さんは弟の頭をぽんと叩たたいて落ち着かせ、ベッドに座らせる。「立会演説会で絶対になにか仕掛けてくるにちがいないわ。手の内を牧まき村むらくんがなんとか探り出してくれれば助かったんだけど……」

「すみません……」

　僕は肩を落とす。

「牧村くんを封じるために副会長候補に据えたのかもしれないわね」

　朱鷺子さんはふと言った。僕はぽかんとして朱鷺子さんを見る。美園先輩も同じく怪け訝げんそうな目を向けている。

「ただの仮説よ。牧村くんは、つまり、その……イレギュラーでしょう」

　だいぶ慎重に言葉を選んだのが露骨にわかる口調で朱鷺子さんは言った。

「見えないところで敵に回すとなにをするか予測がつかなくて危険だから、いちばん近くに置いておく、っていう意図だったのかも」

　僕らはそろって黙り込んだ。

　詐欺師を詐欺師でなくすために表舞台に引っぱり出した？

　あり得ない話ではない。げんに僕は今まるで身動きがとれない。獅し子し身しん中ちゆうの虫という絶好の立場を手に入れたはずが、その立場が邪魔をして、なにをすればいいのかわからなくなって途方に暮れている。

　そのとき、薫かおるくんの膝でウサギが立ち上がった。耳の毛を逆立てて床に飛び降り、ベッドから窓枠に飛び移り、ガラスを前脚で叩く。

「ひかげさん、どうしたんですか？」と薫くんが窓の下に駆け寄る。彼の呼ぶひかげさんはウサギのことなのだ。ウサギはひげを窓ガラスに押しつけている。僕もなにごとかと近づき、気配を察して窓を開いた。

　眼下の壁際、窓の明かりも届かない暗がりに、だれかがうずくまっている。窓枠の軋きしみに気づいたのか、顔を上げる。長いリボンの先が闇の中に線を引く。

「……キリカっ？」

　僕が呼ぶとキリカはまたうつむいてしまう。窓から飛び出したウサギがキリカの肩にのっかる。

「なにしてんの、こんなとこで」

　答えはない。薫くんどころか朱と鷺き子こさんと美み園その先輩まで僕の隣にやってきて下をのぞこうとする。キリカはますます縮こまってしまう。僕は窓から外に出てキリカのすぐ隣に着地した。枯れ葉を踏む音でキリカの小さな背中はびくっと震える。

「寒いだろ。中、入りなよ」

　自分から動こうとしないキリカを窓から部屋に引っぱりあげるのはひどく苦労した。門限はまだ過ぎていなかったが、他の寮生たちに姿を見られたくなかったのだ。

　薫くんが持ってきたあったかい蜂蜜茶のマグカップを握りしめて、キリカはベッドに腰掛けてじっと黙っていた。美園先輩が心配そうな顔で隣に座る。

「ずっと……調査していたんですか？」

　先輩の問いに、キリカは小さくうなずいた。

「……でも、そんなの選挙の役に立たないから。みんなの邪魔しちゃいけないと思って、中入れなくて」

「そんなことないって言ってるだろ」と僕はキリカの言葉を遮る。「今回は、僕が無茶な仕事頼んじゃって、間に合わなかっただけで」

　キリカの思い詰めた瞳が僕に向けられる。

「ひかげが、わたしに気休めのために依頼したってこと、わかってる」

　僕は息を吞のんで言葉を失う。

「わたしも選挙戦に参加してるような気分にさせるために……あんな、意味のない依頼して……」

　ちがう、と言いたかった。でも無理だった。その通りだったし、見透かされた驚きを顔に出してしまった。もう言いつくろえない。気休めだとわかっていて、それでもキリカは探偵を続けていたのか。それじゃあ僕の気遣いは彼女をかえって傷つけていたのか。

「だからって、あんなところに座り込んでなくても」と朱と鷺き子こさんは嘆息する。「いつからあそこにいたの？　風邪引くわよ」

「ひかげの漫才の話あたりから」

　最初からじゃないか。ていうか全部聞いてたのかよ。

「わたしもほんとうは、狐こ徹てつを倒すためになにか……したかったけど」

　壁に寄りかかった僕は、キリカをじっと見つめる。

　どうしてキリカが会長に勝とうとこだわっているのか、疑問だった。朱鷺子さんや美み園その先輩はなんとなく理解できる。僕と同じだ。とにかく強い相手に勝ちたいという気概だけ。でもキリカはもう少し切実な理由を抱えているように見える。

　理由を訊きいたら彼女のいちばん柔らかい部分に触れてしまいそうで、怖い。なにも言えない。

「どうして狐徹が竹たけ内うちさんを選んだのか、……わかったの？」

　朱鷺子さんはキリカの目の前にかがみ込んで訊たずねる。キリカのうなずき方は、ほとんど瞬まばたきと区別がつかないくらいだ。

「じゃあ、教えて。選挙と関係なく、私は知りたいの」

　たぶん気休めではなく本心だったのだろう。キリカは朱鷺子さんの視線をしばらくの間じっと受け入れ、それからまつげを伏せて口を開いた。

「選挙にも、関係ある。悪い意味で」

「どういうこと？」

「わたしは、まず、狐徹がいつ頃から美園に目をつけていたのかを調べたの。その時期になにか大きな意味があると思ったから」

　キリカはポケットから折りたたんだ紙を取り出した。

「それは？」と美園先輩もキリカの手元をのぞき込む。

「交通費。チャージ式のＩＣカードを使ってるから、乗降駅の履歴が残る。監査委員会がその履歴を保管してる」

「知ってるけれど……」と朱鷺子さんは怪け訝げんそうにつぶやく。あのとき郁いく乃のさんに頼んで調べてもらっていたのはそれだったのか、と僕は思う。

「これは二年前の履歴」

　キリカは紙を広げ、ずらりと印刷された駅名を指でたどる。赤ペンで下線が引いてある箇所で指が止まる。

「美園、この駅名、あなたは知ってるでしょう」

　言われて先輩は目を見開き、うなずく。

「……私が……通学に使っていた駅です。中学の」

「どういうことなの？」と朱鷺子さんが目をしばたたく。

「この交通費は狐こ徹てつが遣ったもの。狐徹は美み園そのの中学校に行ったことがあるの。たぶん美園がどういう人物なのか下調べするために」

「それで私の中学時代のこと、あれだけ詳しく知ってたんですね……」

　美園先輩が感嘆する。編入前からすでに相棒候補として調べていたのか。

「待って」

　朱と鷺き子こさんは目を剝むき、キリカの手から履歴プリントアウトを引ったくり、赤線の箇所を指さして言う。

「十一月？　一昨年おととしの十一月の段階で狐徹は竹たけ内うちさんに目をつけていたってこと？　おかしいわ」

「おかしい……ですか？」と僕は口を挟んだ。「あの人なら入学前に編入生の情報を手に入れることだって──」

「入学前どころじゃないわ。願書の提出は一月よ。十一月なんて、竹内さんが白はく樹じゆ台だいを受験するかどうかもまだ確定していない段階なのよ？」

　根雪のような沈黙が部屋にぴっちりと張り詰めた。美園先輩もかすかに顔を青ざめさせてキリカの手の中の自動改札履歴を凝視している。そう言われてみればたしかにおかしい。いくら天てん王のう寺じ狐徹のアンテナが異常に広くても、美園先輩の存在にフォーカスするのが早すぎる。

「そう、早すぎる」

　キリカが凍った声で言う。

「だから次は、格闘家としての狐徹を調べた」

「……え？」

　だれからともなくそんな声が漏れた。もしかしたら僕自身の声だったかもしれない。キリカがなにを言っているのかまったくわからなかった。

　格闘家？

「朱鷺子や薫かおるはよく知ってると思うけど、狐徹は十二歳のときに父親に勝って天てん王のう寺じ流の師範になっている」

「え、ええ……でもそれがなに？」

「天王寺流は柔術に近い古武術の流れを汲くんでいるから、他流の柔道道場に招かれて教えにいくこともある。そうでしょう？」

　薫くんが朱鷺子さんの顔を見る。朱鷺子さんはまだ困惑気味の顔でうなずく。そういえば、と僕は思い出す。総務に入ってすぐの頃に会長がそんな話をしていたっけ。白樹台の柔術部に請われて技を教えにいくと。それじゃあこないだキリカが普通科の校舎に来て話していた相手は柔術部か。

　格闘家としての天王寺狐徹を調査していた──なぜ？　美園先輩を選んだ理由に、どうつながるっていうんだ？

「十二歳のとき、つまり五年前から狐こ徹てつは天てん王のう寺じ流師範としてあちこちの道場に呼ばれて講師をしているの。これはその道場のリスト。うちの柔術部の人とか、色々と訊きいて回って調べた」

　キリカが胸ポケットから次の一枚を取り出して開く。道場の住所と名前が六つ、列記されている。視線が紙面に集まるけれど、なんの言葉もなかった。僕らのうちだれひとりとしてキリカの意図を理解できていなかったのだ。

　けれど、探偵が取り出して広げた三枚目のリストが、すべてをつなげる。

「これは、門下生の名簿」

　名簿の上から十いくつ目かの名前をキリカが指さした。全員が息を吞のむ。

　キリカは目を伏せてつぶやいた。

「わかるでしょ。……わたしたちは、狐こ徹てつの手のひらの上」






５









　大庭園のかなたの空に陽ひを浴びてわだかまっているそれは、あまりにも巨大なので、地平線から湧わきあがった入道雲に見える。けれど、雲にしては存在感がたしかすぎる。中に様々な想おもいと熱と声を孕はらみすぎている。

　学園の誇る多目的スタジアム、『白はく樹じゆ台だいアリーナ』。一万六千人を軽々と収容する純白の巻き貝。『生徒会選挙　最終立会演説会』と大書きされた横断幕がゲートの上に張られ、十一月の終わりの神経質な風を受けてはためいている。昼休みの終わりの予鈴が響く中、何千もの赤と黒の制服姿がずぶずぶと場内に吞のみ込まれていく。純白の軍服姿の選挙管理委員たちが数人、入り口のまわりにまばらに散って、声を張り上げて列を整理している。エントランスにはすでに物々しい金属製の投票箱が八つ、等間隔で並べられ、入場する生徒たちの群れを梳すいている。最終立会演説会は投票を兼ねており、全候補の演説が終わった後、生徒たちはアリーナを出ていくときにそれぞれの運命の一票を投じるわけだ。選挙運動期間がきわめて短いこともあり、この舞台での演説でほとんど大たい勢せいが決すると言っても過言ではない。

　アリーナに向かって下っていく急勾配の遊歩道の上から入場の様子をじっと見つめ、僕はブレザーのポケットの中のたすきを握りしめ、深呼吸して歩き出す。決戦前の最後の時間をひとりで過ごして頭を冷やしたかったので、かなり遅くに校舎を出たのだ。

　足取りは鈍い。なにひとつ考えがまとまらないまま、この日が来てしまった。

　八千人の視線に囲まれた中で、なにを言えばいいんだろう？







『──科学！　科学の力で学園を変えましょう！　今こそ理系生徒会長が必要なときです、我が輩の開発したこの宇宙エネルギー醬しよう油ゆちゅるちゅるエンジンとプラズマ飛行シューズとフロッピーふりかけで理想社会の実現を！』

　壇上で白衣姿の男子生徒──ドクター不ふ始し末まつが絶叫している。数千の冷ややかな目と、ごくわずかな温かい目がそれを見つめている。

　僕らは控え室のモニタからその様子を見ていた。僕と朱と鷺き子こさんと美み園その先輩だ。ロッカーと会議机だけの殺風景な部屋に、三人だけ。

「……狐こ徹てつはどうしたの？」

　朱鷺子さんが僕を横目で見て言う。

「化粧を直すとかでトイレから戻ってこないんです」

「そう」と朱と鷺き子こさんは息をつく。「けっきょく……なにもしてこなかったわね」

「ええ。不気味でしょうがないです」

　美み園その先輩が青ざめた顔でモニタを見つめてつぶやく。

「一方的に攻めていたはずなのに、ちっとも有利な実感がありませんでしたね」

　控え室のドアがノックされた。

「選管・大和やまとであります！」

　選挙管理委員会の副委員長である大和氏が顔を出す。

「神かん林ばやし殿、竹たけ内うち殿、お時間です」

　二人はうなずきあって立ち上がった。部屋を出る間際にどちらも僕を振り返る。

「健闘を祈るのは、なんだかおかしな気がするけれど」

　朱鷺子さんは複雑そうな顔で言う。

「こうなったら、ひかげさんのセンスにお任せします。演説、楽しみにしてますね。私たちも全力で演やってきます」

　美園先輩が笑う。二人は連れ立って廊下に消えた。僕は沈黙の中、パイプ椅子の上に片膝を引っぱりあげて太ももに腹を押しつけ、どこにもたどり着けない考えをぐるぐると巡らせる。

　ふと気づくと、モニタから美園先輩の声が流れてきている。

『……私は一年間、生徒会の副会長として、天てん王のう寺じ会長の一番近くで執行部の活動を支えてきました。経験と自信を与えてくれた天王寺会長に深く感謝します。そして、今は確信をもって言えます。私と神林さんの二人なら、天王寺政権の美点だけを受け継いで、改善すべき点をひとつひとつ直していくことができます。生徒一人一人の意見に耳を傾け、慎重に議論を重ねて……』

　ドアが開いた。会長が髪のリボンを結びながら入ってくる。

「メイクに時間がかかってしまったよ。危うく美園の演説を見逃すところだった」

　言われてみればいつもよりもさらに肌つやが光り輝いている気がする。会長は僕の隣のパイプ椅子に腰を下ろして、顔をのぞき込んでくる。

「浮かない顔をしているね。緊張してるのかな？　演説の原稿はちゃんと憶えてきた？」

　僕は気まずくなって露骨に顔をそむける。

「……原稿もなにも、なにを喋しやべればいいのか全然わかんないままですよ」

「ふうん？　きみは詐欺師だろう。口八丁は得意中の得意じゃないか」

　うつむく僕の耳に、美園先輩の声が優しく降り積もる。

『……優しく細やかな心遣いこそ、これからの生徒会に求められるものです。私たちだけがそれを実現できます。信じて、みなさんの力を預けてください。この竹内美園、白はく樹じゆ台だいの平和は全力で守ります！』

「美み園そのおおおおおおおおおっ」

　怒号に近い歓声がスタジアムを震わせる。竹たけ内うち美園親衛隊の連中が拍手だけではなく足を踏み鳴らしているのか、天井の建材が悲鳴をあげる。モニタに目をやると、美園先輩が演壇から下りて、すぐ後ろの朱と鷺き子こさんの隣の席に座るところだった。代わりに朱鷺子さんが立ち上がって壇に足をかける。

「姫えええええっ！」「姫様ああああああっ」

　カメラが客席をなめるように映す。ウェーブまで起こっている。二人の人気の高さにあらためて僕は戦慄する。

　演壇に手を置いてアリーナをゆっくり眺め渡した朱鷺子さんは、客席の熱がおさまるのを待って静かに語り出す。

『みなさんには──夢がありますか？　私には……』

　僕はまたモニタから目をそむけてしまう。どうして僕のまわりは、こんなにもまばゆい人たちばかりなんだろう。

「……たしかに僕は詐欺師ですよ。もういいかげん認めます。だから、どうすればいいかわからなくなったんです」

　会長は笑みを消さずに首を傾かしげる。

「……どうして？」

　どうしてなのか。今はもう答えが出ている。自分を斬り刻んで分析することはひどくつらい作業だったけれど。

「詐欺師ってのは、ひとの欲につけ込むもんです。でも、今の僕には会長がなにをしたいのかわからない。この選挙で勝つ気が全然ないように見える」

「かもしれないね」と会長は目を細める。

「詐欺師は、なんにも欲してないやつに対しては、なんにもできないんです」

「きみの弱音を聞けるなんて気分がいいよ」

　会長の指が僕のこめかみを軽くつつく。

「きみがなにもできないのは、わかっていた。きみが朱鷺子陣営からの刺客であることは広く知られているからね。あたしがなにもアクションを起こしていないのに、あたしの評価を下げるような言動を露骨にやったら、むしろ朱鷺子の評価に傷がつく」

　だから、これまでなにもしなかった。それはわかる。でも──

「このままだと会長はほんとに負けますよ、なにか企たくらんでるんでしょう？」

　半分は強がりだった。もう半分は純粋な疑問だ。会長は肩をすくめる。

「なにもないと言ったら信じる？」

「信じるわけないでしょう。だって──」

　僕は息を止めて彼女の横顔を見つめ、萎えそうになる言葉の続きを唇から押し出す。

「会長は最初から僕を副会長候補にするつもりだったんですよね？」

　気の遠くなるほどの静寂があった。いや、音がないわけではない。モニタの向こうで朱と鷺き子こさんが八千人の聴衆を前に熱のこもった声で訴えかけているはずだった。自分の心臓も血を絞り出しているはずだった。それなのに、意識が遠すぎて、感じ取れない。

　そっと会長を見た。彼女の微ほほ笑えみは目尻に張りついているばかりになっている。

「──どこで気づいたの？」

　その問いは僕へのものではなかった。会長の目が向けられた先、控え室のドアが細く開いて、キリカがそっと入ってきた。紙みたいな存在感の薄さだった。会長の視線を受け止めきれずに壁際でうつむいている様は見ていていたたまれない。

「最初は、交通費を調べた」

　キリカは気丈にも顔を上げて言う。

「一昨年おととしの十一月に狐こ徹てつは中学生の美み園そのを見にいってる」

「ああ、なるほど。でもそれだけじゃたどり着けないだろう？」

「狐徹が客員講師として招かれた柔道道場も全部調べた」

　会長はにんまり笑った。

「さすがだよ、あたしの可か愛わいい探偵」

　そう言われてキリカはますます小さくなり、目を伏せてしまう。

　この役目を彼女ひとりに負わせるのはあまりに酷だ。真犯人──と表現すべきなのだろうか──は、これまでキリカが請け負ってきた数々の事件の中でも間違いなく最も危険な人物、天てん王のう寺じ狐徹なのだ。

　だから僕が代わりに口を開く。

「最初から、おかしかったんです。気づくべきでした」

　なにか考えて言ったわけじゃない。言葉は勝手に出てきた。

「最初の最初からです。会長はそういう人だからそれくらいできるだろう……みたいに思考停止して、深く考えてなかった。でもやっぱりおかしい。会長は最初から僕のことを詳しく知りすぎてましたよね。僕の中学時代のことも」

　会長の視線は僕の顔に戻ってくる。眼光の圧力が消えたせいだろうか、キリカがようやく壁から離れて一歩また一歩とこちらに寄ってくる。

「もちろん僕の中学校にも見にきてたんですよね。去年の冬です。でもそれだけじゃ説明のつかないこともあった。会長は、僕が自分の名前を嫌ってたってことも、僕がなにも言わないうちから知ってましたよね」

　会長はかすかに唇を歪ゆがめただけだった。

「僕の名前のほんとうの意味も、最初から知っていた」

　僕はその澄ました顔に答えを突き立てる。

「あなたは僕の姉と──牧まき村むらひなたと、ずっと前から知り合ってたんだ」

　耳が痛くなるほどの沈黙がやってきた。空気が凍って亀裂が入ったみたいに感じられた。会長の表情からはなにも読み取れなかった。こんなにも無機質な笑みを人間はつくれるものなのか、と僕は恐怖さえ抱いた。言葉の続きを吐き出そうと唾を飲み込んだだけで、悪寒がするくらいの軋きしみが聞こえた。

「……文化祭のときも、考えてみればおかしかった。ミスコンの表彰式です。会長はずっとミスコン会場にいたはずですよね、水着になって美み園その先輩の応援スピーチまでしていたんだから。でも最大の見どころである表彰式のときに、いなかった」

　会長の笑みに、わずかに感情の色が差す。

「僕が来るのがわかっていたから、会場を離れたんでしょう。姉貴と同じ場所にいるのを、僕に見られたくなかった。ふとした表情や視線だけでも、弟である僕には二人が知り合いだとばれるかもしれなかったから。ミスコンが終わった後、生徒会室でみんなが姉貴の話をしているときに全然のってこなかったのも、そのせいですね」

「姉上には確認をとったの？」

　会長の声はまだ余裕たっぷりだ。僕は膝の上で拳を固くする。

「してません」と僕は答えた。「姉貴は噓うそがうまいし、問い詰めたからってぼろを出すようなタマでもないです。だからこれはみんなキリカの仮説です」

　会議机を隔てたところでうつむいたままの探偵に僕は目をやる。キリカはぐっと喉を鳴らし、会長をにらみつけ、口を開く。

「……牧村ひなたは、柔道を習っていた。狐こ徹てつが客員講師として招かれた都内の道場のひとつが、牧村ひなたの通ってたところ。そこで知り合った。そうでしょう」

　会長は穏やかな笑みを浮かべてキリカの告発を聞いている。

「あなたと牧村ひなたの間に、どういう会話があったのかは、想像するしかない。でもたぶんあなたは、牧村ひなたなら自分の敵になれる、自分を倒せるかもしれない──そう思ったはず」

「素晴らしいね。それはまさしくあたしがヒナタに言ったせりふそのままだよ」

　僕はぞっとした。探偵の仮説が実体をまとって真実に深々と突き刺さっていく。

「ヒナタも武力ではあたしに勝てなかったから、よほど悔しかったんだろうね。天てん王のう寺じ狐徹が負けるところを見たい、と言ってくれた。自分の代わりに戦える人間を見つけてがんがん差し向けてやる、と。……そのときは冗談めかしていたから、あたしも本気にはしていなかったのだけれど、やれるものならやってみろ、と言い返した」

　会長は自慢の玩具おもちやを見せびらかす子供みたいな表情になる。

「しばらくして、ヒナタから電話があったんだ。後輩に面白い娘こがいる、白はく樹じゆ台だいに入ろうとしているみたいだ、まだ自覚はしていないけれど、戦える人間だ、と」

　会長はモニタに目をやる。演壇に立つ朱と鷺き子こさんと、後ろの椅子に控える美み園その先輩とが重なって映っている。キリカもそちらを見やり、消え入りそうな声で言う。

「狐こ徹てつが相棒に求める条件は、今になって振り返れば、あきれるほどシンプルだった。自分に匹敵する人間であること。いずれ自分のもとから飛び立って敵に回るくらい強い人間であること。朱鷺子がそうだった」

「あたしひとりじゃ、朱鷺子を見み出いだすので精一杯だった。美園を見つけてくれたヒナタには感謝しているよ」

　会長は美園先輩が願書を出す前から、白はく樹じゆ台だい学園志望であることを知っていた。姉貴に話を聞いていたからだ。実際に自分の目でも観察して、次の副会長に──つまりは将来の敵にすることを決めた。

　それから一年後に──もう一人。

「僕のことも、姉貴から聞いてたんですね」

「ヒナタがきみのことをどんなに自慢げに話してくれたか、教えようか？　きみが白樹台に入ると知ったときの彼女の喜びようったらなかったよ」

　僕は顔を歪ゆがめ、会長の笑みから目をそらす。

　なぜ姉が僕の学校のこと、とりわけ生徒会のことを僕によく話させたのか、今ならその理由もわかる。戦いの行く末を知りたがっていたのだ。

「ヒカゲ、きみがこの場所にたどり着いたのは奇き蹟せきでもなんでもない。きみはあまりにも優秀な姉と、あまり気配りのできない両親の下に生まれた。それだけならただ鬱屈した人間に育つだけだったかもしれない。でもきみは、その環境に加えて、不思議な強さを持ち合わせていた。ねえ、考えてもみるといい。姉と比較されるプレッシャーを嫌ったという理由だけで、寮のある高校の奨学生を勝ち取って実際に家を出るなんて、普通の十五歳がやると思う？」

　僕は会長の言葉に黙ってなぶられるばかりだ。

「きみの家の近辺で、寮と奨学金制度が両方あるのはこの白樹台だけだった。きみがここにやってきたのは偶然じゃない。ヒナタの巌いわおのように確固たる強さと、きみの不安定な強さとがぶつかり合った末の必然だ」

　逃げてきたんだ、と僕は思った。

　姉から逃げたくて、でも自分のつまらないプライドのせいで、逃げ込む場所がここしかなかった。必然だったんだ。

「でも、ヒカゲ。きみは──予想以上だった。美園はこんな形で敵に回るはずがなかった。早すぎたし、強烈すぎた。あたしの想定では、この選挙できみを副会長に迎えると同時に美園を解任して、そこではじめて彼女は自分の戦意に気づくはずだった」

　会長の口元に狡こう猾かつそうな禽きん獣じゆうの笑みが浮かぶ。

「きみのせいだね。きみは、はじめてあたしを超えようとしている敵だ。嬉うれしいよ」

　まだ会長を正視できない。次の言葉はキリカに向けられる。

「よく調べたね、キリカ。あたしの探偵はほんとうに優秀だ」

　キリカは首を振る。

「わたしは……だめだった。わたしじゃ、だめだった。狐こ徹てつの敵に、なれなかった」

　会長の表情がやわらかくとける。今の微ほほ笑えみはまるで母親のそれだ。

「そうだね。キリカ、きみは弱かった。あたしが与えた探偵という場所に、閉じこもっているだけだったね。今もそうだ。それじゃ、あたしの敵にはなれない」

　キリカは唇を嚙かみしめてうつむく。

　訪れた沈黙に、スピーカーから流れる朱と鷺き子こさんの声が分け入ってくる。

『……みなさんの賢明な選択を期待します。ご静聴感謝します』

　アリーナが再び震える。モニタを見ると、朱鷺子さんが演壇から下りて美み園その先輩とうなずき合っている。

　ドアにノックの音がした。選挙管理委員が顔を出し、告げる。天てん王のう寺じ殿、牧まき村むら殿、お時間です。軍服姿が引っ込むと、会長は立ち上がった。僕は椅子に腰をのせたまま動けない。ポケットに突っ込んだ手を引き抜くと、副会長候補と書かれたたすきが出てくる。それを目にしても立ち上がる気力は出てこない。ますます全身が萎えていく。

　ほら、ヒカゲ、行くよ。会長が僕を促す。

　なにが《敵》だ。見てくれよ。ほんとうになにも思いつかないんだ。こそこそ裏で駆け回って策略を巡らせるのだけが僕にできることなんだよ。太陽よりもまぶしい光をいくつも浴びせられて、何千人もの期待と好奇と昂こう奮ふんの目にさらされて、僕からしぼりとれるものなんて一滴もないんだ。

　足音が僕に近づいてきた。

　会長ではない。顔を上げると、キリカがすぐ目の前に立っている。思い詰めた瞳が僕を見下ろしている。彼女の指が、首の腕章に触れる。

　僕は息を吞のむ。彼女は安全ピンを外し、二つつながった《会計》と《探偵》の腕章を首から抜き取ると、僕の膝に投げたのだ。

「……キリカ……？」

　僕のつぶやきを振り払うようにキリカは踵きびすを返す。灰色の髪が広がり、頼りない肩にまた落ちる。彼女はドアに向かい、会長を追い抜いて廊下に出る。会長も続いてドアの向こうに姿を消したところで、僕はようやく我に返って立ち上がった。パイプ椅子が倒れて耳障りな音をたてるけれど、かまわず廊下に飛び出す。

　客席の騒がしさがよりいっそうはっきりとなって天井から降ってくる。無機質な蛍光灯の光の下、地下通路のはるか向こうにキリカと会長の背中が小さく見える。僕は息を止めて走り出した。

　通路の果て、重たい鉄扉を押し開いた瞬間、濃密な歓声と拍手と足踏みと口笛とが入り混じって吹き寄せ、僕の全身をずたずたに斬り刻んだ。観客席の間の細い通路を通して、中央ステージが見えた。キリカが演壇にのぼろうとしているところだった。壇のすぐ後ろの椅子に座った朱と鷺き子こさんも美み園その先輩も、驚きに目を見張っている。

　会長は、通路の途中で僕を待っていた。どんな顔をしていたのかはわからない。僕が追いついてすぐにまた演壇の方を向いてしまったからだ。

「会計だ……」「マジ？」

「聖ひじり橋ばしだ」「なんか喋しやべるのか」

　ざわめきの中、そんな言葉が聞き取れる。全校生徒の戸惑いがうねりとなって伝わってくる。

「なんか演説しろ！」「キリカちゃああああああんッ！」

　絶叫も客席のあちこちから投げつけられる。壇の前でキリカが蒼そう白はくな顔をしているのがこの距離からでもわかる。なんでそんなところにいるんだ。こんな荒い風の吹きすさぶ中にひとりで立って、なにをするつもりなんだ？

　キリカは白く筋立つくらい拳を握りしめ、マイクに向かい、ほとんど吐息と変わらないくらいの声でたどたどしく語り始めた。

「ひかげは緊張で腰を抜かしているから、かわりに、わたしに話をさせてほしい」

　その声の弱々しさに熱を吸い取られるように、客席が静まっていく。まばらな拍手と野次が飛ぶばかりだ。

「わたしは……三年前、この白はく樹じゆ台だい学園に入ってから、一度も授業に出てない」

　ひんやりした沈黙がアリーナに広がる。僕は胸に鈍い痛みをおぼえた。キリカの言葉に彼女の血が含まれているのが感じ取れたからだ。

「ただパパの作った女子校に入りたくなかったから、この学校を選んだ。知り合いの狐こ徹てつや朱鷺子がいたから。それだけの理由。人が大勢いるのがきらいだから、授業にも出なかった。……実は今も、ちょっと、泣きそう」

　笑い声と「がんばれ」の声がいくつかあがる。キリカは目を伏せ、何度か肩で息をつき、気力を振り絞ってまた顔を上げる。

「わたしは狐徹のいる生徒会室にずっと入り浸ってた。わたしが後ろめたくならないように、狐徹はわたしを生徒会会計に指名してくれた。お金は大好きだったから、会計の仕事は楽しかった。……でも、そのうちに気づいた。お金をごまかしている人がたくさんいること」

　キリカはそこでようやく観客席の八千人の生徒たちを見回した。だれもがキリカの語る言葉に巻き込まれようとしていた。

「お金のことだけじゃない。生徒会にはよく問題ごとが持ち込まれたけれど、だれが悪いのか、だれが噓うそをついているのか、だれが隠しごとをしているのか、わたしにはだいたいわかってしまった。すごく、嫌な気分だった。そんなの暴いたってだれも幸せにならないから」

　僕はかつてのキリカの言葉を思い出す。

　──探偵は、人を不幸にすることしかできない。

「生徒会をやめようかと思った。そうすれば人の噓を見なくて済むから。……でも、狐こ徹てつがこう言ってくれた。暴いてもだれも幸せにならないのは、ただ働きでやっているから。仕事でお金をもらって噓を暴けばいい。少なくともお金を払ってまで依頼した人と、お金をもらった探偵は幸せになれる……」

　僕は遠いキリカの姿と、すぐ目の前の会長の後ろ姿とを重ねて見つめる。生徒会探偵が生まれた日のことを、二人の交わす言葉を、なぜか僕ははっきりと思い浮かべることができるような気がする。そうやって会長は、二つの腕章でキリカの弱い心をくるみ、守った。でも今、その鎧よろいは脱ぎ捨てられ、僕の手の中に残されている。

「今ならわかる。狐徹の教えてくれたのはごまかし方だった。人の心に素手で触ればどうしたって痛い。だからお札越しに触る。それだけのごまかし。生徒会探偵という仕事は、狐徹がわたしのために作ってくれた巣箱。そのことにわたしはずっと気づかなかった」

　キリカの声がいっそう痛ましく響く。

「……気づいたのは、今年の春、新しく入ってきた変な人と一緒に探偵の仕事をするようになってから」

　僕ははっとして、無意識に足を進める。キリカの姿をもっとよく見たいという気持ちと、まぶしくて近づきがたいという気持ちとがせめぎあって、ちょうど会長の隣までやってきたところで僕の足を押しとどめてしまう。

「わたしはうまくごまかせなくなった。お金をもらって仕事でやっているはずなのに、じかに触ってしまって、痛かった。……でも、それでいいのだと、つい最近わかった」

　痛いのは当たり前だ。自分が生きている証拠だ。生きて、傷つくことと癒えることを繰り返しながら変わっていくあかし。

　だから、受け入れなきゃいけない。

　キリカはかすかに声を高くする。

「わたしは、狐徹が作ってくれた巣箱から出なきゃいけない。狐徹を卒業しなきゃいけない。自分で飛び立てるのだということを狐徹に見せてやらなければいけない。狐徹が卒業してしまう前に。今、このときに」

　静まりかえった聴衆を眺め渡し、彼女はむき出しになった頼りない喉に手をあて、しばらく口をつぐむ。それから、なにかにしがみつかずにはいられなかったのだろう、マイクを両手できつく握りしめて再び口を開いた。

「ごめんなさい。これは全部、わたしの個人的な話。でもわたしは今、探偵でも会計でもなく、ただの聖ひじり橋ばしキリカとしてあなたたちに話している。朱と鷺き子こや美み園そのは、わたしよりも先に飛び立った。だからわたしも、この一票を、狐こ徹てつを打ち負かすために使いたい。あなたたちの中にも、飛び立たなければいけないと思っている人がいたら、その人にわたしの言葉が届けばいいと思う」

　キリカの声は長い長い時間をかけて、アリーナに満ちる空気に染み通っていった。その行く先を見届けてから、彼女は最後に言った。

「……聴いてくれて、ありがとう」

　彼女は頭を下げ、後ずさって演壇を離れた。

　最初、火花みたいなかすかな音が何度か遠くに聞こえた。拍手の音だと気づいたのは、それがいくつも重なって隙間を埋め始めてからだ。不思議な光景だった。あちこちで次々と立ち上がっている姿がある。二階席の手すりから身を乗り出しているやつもいる。数千の生徒たちがみな昂こう揚ようして頰を染め、キリカを見つめている。それなのに、叫ぶ者も足を乱暴に踏み鳴らす者もいない。ただただ瀟しよう瀟しようとした拍手がアリーナを包み込んでいる。自分の動どう悸きも聞こえないほど激しく、けれどたおやかに。

　キリカが客席の間の細い通路をこちらへやってくる。まわりの観客たちが破顔する。緊張のせいかマイクをそのまま持ってきてしまっているのだ。キリカは気づいて真っ赤になり、立ち止まる。僕は一歩、また一歩、彼女に近づく。

　キリカは震える脚で立ち、僕を待っている。伏せていた顔を気丈に持ち上げ、手にしていたマイクを僕の胸に押しつける。

　だれかが僕の背中を平手で強く叩たたいた。

　会長だ。見なくてもわかる。たぶん満足げに笑っているだろう。僕はキリカの手からマイクを受け取る。なにか彼女に言おうとしたけれど、ふさわしい言葉が見つからなかった。うなずき返すことしかできなかった。それでいい。僕の中のちっぽけな想おもいと力は、これからスポットライトの下で八千人に向かってぶつけるために使おう。

　降り注ぐ拍手に揉もまれ、僕は通路を歩き出す。会長に追い越されないようにと足を速め、キリカの視線に背中を押されて、朱鷺子さんと美園先輩の待つ光の中へと。





＊






　ビルの群れに陽ひが沈む。赤く染まった空と雲を背に、地表に散らばった街の明かりはガラスの破片みたいだ。寒々しくて寂せき寥りようとした景色だった。夕映えはどこもそんなものかもしれない。今日という日はみんな汗と風で洗い流されて、残っているものといえば明日あしたへの無根拠な希望しかない。

　白はく樹じゆ台だい学園の西には市街地が広がっていて、やや高台となった学園からは街並みが一望できる。とくに日暮れ前が好きで、僕は中央校舎の屋上からよく夕空を眺めた。

　演説の熱気を冷ましたくて、僕はそのときも屋上に来ていた。フェンスの金網に背中を押しつけて首だけをねじり、少しずつ宵闇に浸っていく家々の屋根や渋滞する車の群れを見渡す。冷たい風が耳をちくちく刺す。

　グラウンドの方に目をやると、巨大電光掲示板が煌こう々こうと灯ともっている。最下段に表示されているのは候補ペア五組の名前だ。「神かん林ばやし・竹たけ内うち」と「天てん王のう寺じ・牧まき村むら」は隣り合わせ。それぞれの棒グラフの厚みは未いまだ１ドット。

　最終立会演説会が終わり開票作業が始まってから、もう二時間が過ぎていた。学園じゅうが息をひそめて、発表を待っている。すぐ眼下の中央校舎前広場にも、生徒たちが大勢たまっている。新生徒会長の第一声を聞きたいと集まっているのだ。

　僕は自分の手を見つめ、拳を握ったり開いたりして、違和感の原因を探す。

　どうしてこんなにも乾ききった気持ちなんだろう。

　緊張していないわけではなかった。もうすぐこれまでの戦いすべての結果が出る。心臓もまだ演説中の気負いを引きずってどくどく鳴っている。それなのに僕の心は奇妙に凪ないでいた。

　やることはみんなやってしまって、もう待つしかないから──というのはもちろんある。ここ数日の心労が一気に噴き出してきて憔しよう悴すいしきっているせいもある。でもそれ以上に、自分がやってきたことが果たして正しかったのかまるで確信がないせいだ。

　僕の刃やいばは、届いたのだろうか。

　選挙戦の始まりから最後までを、一日ずつ、一手ずつ、思い返してみる。

　やってきたことが正しかったのかどうかはだれにもわからない。でも、もし何度でも時間を巻き戻せるとしても、僕はきっと同じことをしていただろう。美み園その先輩と朱と鷺き子こさんをマッチングさせ、会長の挑発に乗って副会長候補になっていただろう。あのとき会長の頼みを突っぱねなかったことにも後悔はない。意地のために戦ったのだ。最後まで張り通さなきゃ意味がない。

　手応えはある。今度こそ天王寺狐こ徹てつを凌りよう駕ができたという実感がある。

　それなら、この空洞はいったいなんだろう？

　錆さびついた金属の軋きしみが背後で聞こえた。屋上のドアの音だ。振り向くと、制服姿の女が長い長い影法師を引きずってこちらに歩いてくるのが見えた。二つに束ねた長い黒髪が夕風を孕はらんで物憂げに舞っている。

「ここにいたの？　生徒会室で待っていればいいのに」

　すぐそばまでやってきた会長はそう言った。僕はまたフェンスの向こうの虚空に目をやって答える。

「……頭冷やしたいんですよ」

　気だるいしびれが指先にまで浸透しているのがわかる。会長は僕の隣で同じようにフェンスに身体からだの片側を預け、グラウンドの電光掲示板に視線を投げる。

「ふふっ。ほんとうに面白い戦いだったね。きみたちと本気でやり合えたことを誇りに思うよ」

　僕は切り絵みたいにくっきりした陰影をつくる会長の横顔を見つめる。

「まさか演説会でも漫才をやるとは思いませんでしたよ」

　ため息が長く糸を引く。

「あたしも最初からそのつもりだったわけじゃないよ」と会長は笑う。「内容はとくに決めずにアドリブで通そうと思ってたんだ。そしたらきみが『自分たちにはぜったいに投票するな』なんて真顔で言い出すじゃないか。あんなのギャグにしか聞こえないよ」

「いや、まあ……爆笑でしたけどね……」

　本番中は緊張しすぎていて気づかなかったが、さっき録画でも確認したところ、ブーイングもちらほら飛んでいた。当然か。それにひきかえ、美み園その先輩と朱と鷺き子こさんの演説はどちらも熱の入った見事なもので、拍手喝采だった。

　それから、なんといっても──キリカだ。

　はじめて光の下で自分自身の言葉で語った彼女。今どこでどうしているだろう。会計室の薄闇の中で、やはり開票結果を待っているのだろうか。演説会が終わった後も様々な手続きだの新聞部からのインタビューだのに追われて、けっきょくキリカとは一言も話していないのだ。

　もっとも、顔を合わせたところでなにを言えばいいのか僕にもわからないけれど。お礼を言うのもちがう気がするし、良いい演説だったよなんて言うのは最悪だ。あの心の底から汲くみ上げた告白をそんな凡庸な言葉で評したくはなかった。

　ブレザーのポケットに手を入れる。キリカから預かったままの腕章が畳んで入れてある。会計としてでもなく、探偵としてでもないむき出しの彼女。少なくない人々の心に、呼びかけはたしかに届いたはずだ。

　それなのに、会長は特別なことをなにもしなかった。

「──ほんとうに、なんにも策はなかったんですね」

　会長はおどけたしぐさで小首を傾かしげる。

「最初からそう言ってるじゃないか。あたしの策はきみを副会長候補にしたこと。それでおしまい」

　僕は口をつぐんで会長の顔を凝視する。

　キリカの暴いた真相を僕は思い返す。会長は僕を最初から副会長候補に据えるつもりだった。敵に回る人間だとわかっていたからだ。朱と鷺き子こさんや美み園その先輩と同じ。すぐ隣で育つのを見届け、刃やいばを交えるその時が来れば切り離す。

　それが策のすべてだっていうのか。

　朱鷺子さんの推測が正しかったということか。敵になるはずの相手でも、自陣に引き込めば一時的に敵対行動をしづらくなる。それだけ？

　いや、それとも──

「勝つ気がなかったってことですか」

　まさか、負ける予定だったのか。強い敵と戦うことに病的なまでにこだわり続けてきた天てん王のう寺じ狐こ徹てつのシナリオの結末は、華々しい敗北なのか？

　でも会長は愉快そうに肩を揺らす。

「なに言ってるんだ？　あたしは天王寺狐徹だよ？　勝つ気しかないよ」

「い、いや、でも……」

　事前アンケートの時点でこちらはすでに上回っていたのだ。最後の演説会も無策のままで終わって、これ以上どこに勝算があるっていうんだ？

　そのとき、遠くから音楽が響いてきた。勇壮にアレンジされた軍艦行マ進ー曲チのイントロだ。全校放送は学園じゅうのスピーカーから同時に流されるため、音速による差でいくつも折り重なったふぞろいな輪唱となって聞こえる。

　続いて、ノイズまじりの野太い男の声。

『選管・武蔵むさしであります！』

　選挙管理委員長の声だ。僕は身を硬くして、フェンスの金網をきつく握る。

『開票作業が終了しました。結果発表に移ります！』

　階下の広場に集まった生徒たちもざわつく。陽ひが沈んですっかり暗闇に包まれたグラウンドの正面で、巨大電光掲示板が派手にきらめく。

『有効票数、８９３２票。これより、各候補者の得票数を五十音順で発表いたします』

　僕はいがらっぽい唾を飲み下して、掲示板を見つめた。

『明あけ智ち光みつ秀ひでこと明智秀ひで夫お──』

　明智・溝みぞ尾おペアの棒グラフが、わずかにふくらむ。

『──４票』

　選管の読み上げる声に、野次馬たちが盛り上がる。夕風を受けて心地よさそうに夜空を見上げた会長が、涼しい声で言う。

「ヒカゲ、きみはこの七ヵ月の間、なにをしてきた？」

　僕は会長を見る。不意の問いの意味が理解できなかった。

　この七ヵ月間。僕が白はく樹じゆ台だい学園に──生徒会に入ってから今までのこと。

　選管の武蔵氏がかすかに意気込んで次を読み上げる。

『神かん林ばやし朱と鷺き子こ。──２３２７票』

　どよめきが聞こえた。校舎前の広場からも、そしておそらくは校舎の中からも。電光掲示板の神林・竹たけ内うちペアの棒グラフがぐんと画面の半ばあたりまで延びる。２３２７票ということは全校の四分の一以上だ。朱鷺子さんだけで。

　会長が言葉を続ける。

「庶務をやって、書記をやって、キリカと一緒に探偵をして、たくさんの人と関わり、たくさんの事件を解決してきた。そうだろう？」

　捜しにきただれかの呼び声を深い深い水の底から聞いているみたいだ。

「そう……ですけど」

　僕は震える唇で答える。目は掲示板から離せない。スピーカーが砂利を嚙かんだような音をたて、選管委員長の声を吐き出す。

『竹内美み園その。──２１１７票』

　神林・竹内ペアのグラフに色違いの棒が積み増しされて画面の上端に届きそうになる。昂こう奮ふんしきった連中の雄お叫たけびが聞こえてくる。合計で──４４４４票だ。僕は無意識のまま金網がひしゃげるほど指に力を込める。

「四千超えたぞ！」「半分行ったか？」「おい、これ」「来てる来てる！」

　耳も胸の裏側もずきずき痛んでくる。気づけば心臓は破れそうなほど昂たかぶっている。そんな僕の顔を見つめ、会長はにやりと笑った。

「だから、あたしの策はそれだ。それだけ、だよ」

　激しい目まいが襲ってくる。なんだ？　この人はなにを言っているんだ？　苛さいなまれる僕の頭蓋の中を、選管委員長の重苦しい声が痛いほど反響する。

『天てん王のう寺じ狐こ徹てつ。──３４６９票』

　どよめきが弾はじけた。僕は息を止めて、伸びていく棒グラフを凝視する。

「全然届かない！」「負けたぞ！」「会長負けた！」

　大勢の浮ついた声が闇に躍っている。寒気が僕の全身を覆い尽くす。千票差。勝った。朱と鷺き子こさんが勝ったのだ。

　けれど、そのとき──




『──牧まき村むら日ひ影かげ』




　スピーカーが僕の名前を告げる。冷徹に、おごそかに。




『……１００２票』




　天てん王のう寺じ・牧まき村むらのグラフがふくれあがり、突き抜け、隣の柱を置き去りにして天を衝つく。

　地崩れと紛まごうほどの歓声と怒号が湧き起こった。フェンスの向こうに広がる暗闇の海面が沸騰しているみたいだった。拍手もあちこちで爆はぜている。だれかが喇らつ叭ぱを吹き鳴らしている。カメラのフラッシュが──どうやら階下から僕らに向けて──何十と焚たかれている。僕は意識を失いかけ、必死にフェンスの金網に指を巻きつけて倒れそうになるのをこらえた。

　続く泡ほう沫まつ候補たちの一桁得票を読む声が、まさしく泡となって僕の鼓膜の上を滑り落ち、弾けて消えていく。

　会長が僕の肩を支えて囁ささやく。

「きみたちの敗因は、きみ、だよ。わかるだろう。きみはこれだけの人の心を、とっくにつかんでいたんだ」

　彼女がもう一方の手で指さす先、中央校舎前の広場に集まった人の群れはどんどんふくれあがっている。だれもが僕と会長を見上げ、指さし、手を振り、笑い、声をあげている。おめでとう、という響きがいくつも聞こえてくるのに、茫ぼう然ぜん自じ失しつしていた僕にはその言葉の意味がよくわからない。ただ、頭のどこかにほんのわずかだけ残った理性が、むなしく足し算を繰り返している。

　合計得票数、４４７１……。

　いつかの真ま央おさんの言葉がよみがえる。

　──日ひ影かげちゃんは勝つわよ。

　──それが日影ちゃんにとっていいことか悪いことかは……

　スピーカーがまたざりざりと雑音を撒まき散らし、僕の意識を現実に引っぱり戻した。選挙管理委員長が最後に告げる。

『以上の結果をもち、天王寺狐こ徹てつを生徒会長に、牧村日影を副会長に選出いたしました』

　足下から噴き上がってくる歓声は、いまやはっきりと名前を呼ぶものに変わっている。天王寺狐徹と、それから僕とを。

「ほら、胸を張れ」

　会長が僕の肩を抱いて言う。

「きみは今、世界でいちばんかっこいい負け犬だ」

　闇の中でたくさんの火がちらつく。広場に集まった生徒たちが手に手に振りかざしている携帯電話の画面の光だ。弦楽オーケストラがゆるやかに奏でる『海ゆかば』の旋律が無数のスピーカーからあふれ出して混こん沌とんと融とけ合い、いまだに自分の居場所を確信できないでいる僕の心を夜の深みへと押し流していく。






６









　薫かおるくんは《総務執行部　広報》と金刺し繡しゆうされた腕章を巻いて、両腕を船の帆のように広げ、くるくる回った。生徒会室の窓から射さし込む午後の光の中、金文字が燃えてまぶしくきらめく。

「どうですか、にあいますかっ？」

　満面の笑みで訊きいてくる薫くんに、美み園その先輩がさっそく近寄って抱きつく。

「素敵です、薫さん。いよいよ新体制、っていう感じがしますね」

　デスクに腰をのせた会長が言った。

「広報は総務の中でもいちばんの激務だよ。覚悟しておくように」

「ぼくがんばります！　広報になったからには新聞もテレビも裏から操る暗黒のメディア王を目指します！」

「頼もしいです。裏工作なら私が手取り足取り教えますね」

　将来が有望というか不安というか。

「さ、これが広報の引き継ぎ資料です」

　美園先輩は十五センチくらいの分厚さのファイルをどんと薫くんの手にのせた。あまりの重みに薫くんはよろけて目を白黒させる。

「こ、こんなにあるんですか」

「私が真ま央おさんから引き継いだときはもうちょっと厚かったのですけれど、だいぶシェイプアップしました」

　副会長と兼務なんてよくやれてたものだ、と僕は感心してしまう。いや、逆にいえば副会長は執行部の仕事の中でも楽な方ということではないのか？　そんな情けない期待感を込めて自分の腕章を見下ろす。《総務執行部　副代表》の字が自分の左腕におさまっているのは何度見ても現実感がなくて空々しい。

　ノックの音がして、すぐに両開きの扉が大きく開かれる。

「はいお邪魔ー」

　なぜかガッツポーズしながら入ってきたのは郁いく乃のさんだった。僕ら四人をぐるりと見渡して言う。

「だいたいおそろいやね。ほな発表するで！　この久く米め田た郁乃さん、今期もめでたく監査委員長として信任されました！　はい拍手ぅ！」

　郁乃さんはそう言うと得意満面で僕、美園先輩、そして薫くんの目の前でそれぞれ順繰りに一回転ずつステップを踏んだ。拍手どころか雪の止やんだばかりの夜明けみたいな静寂がしばらく続いた。

「……なんや、新総務はノリが悪いわ！」

　会長の前でぷりぷり怒る郁いく乃のさん。

「監査の信任投票なんてだれも気にしてないし憶えてもいないものだよ」

　会長は肩を揺らして忍び笑いを漏らす。

「なんでや！　生徒会選挙で一緒にやったやん、ついこないだや！　みんな信任に丸つけたやろ、信任率99パーやで、全校一の人気者やで！」

「あたしは不信任にしたけど？」

「ふふふふ、こてっちゃん、自分でもとったことがない得票率１００パーをなんとしてでもうちにとらせたくないんやね？　今回のこてっちゃんは四割にも届かんかったし、嫉妬するのもわかるわあ」

　総務と監査の投票を同列に語られても困るのだが、そんなことは郁乃さんだって百も承知で会長をいじるネタに使っているだけなので、だれもつっこまない。

　と、ドアが再びノックされる。

「郁乃、あなたもそろそろ後継者を決めないと来年たいへんよ？」

　そう言いながら生徒会室に入ってきたのは朱と鷺き子こさんだ。

「ねえさま！」

　薫かおるくんが目を輝かせる。彼の熱視線が注がれているのは姉ではなくその小脇に抱えられたクリアファイルの書類だ。

「……薫、あなた……」

　歩み寄ってきた朱鷺子さんが薫くんの腕章を冷ややかな目で見る。

「気が早いわね」

「え、あのっ」と薫くんは自分の腕章に手をやる。「ぼく狐こ徹てつねえさまに指名されてそれでもううれしくてうれしくてつい」

　朱鷺子さんはクリアファイルから引き抜いた書類の一枚を弟の顔に押しつけて黙らせる。受け取って目を通した薫くんは、再びぱあっと明るい顔になる。

「あなたの役員就任、議会で承認されたわ」

「ありがとうねえさま！」薫くんは朱鷺子さんに抱きついた。

「お礼を言うことじゃないでしょ」と朱鷺子さんは困った顔になって薫くんを引きはがし、もう一枚を取り出して美み園その先輩にも手渡す。「竹たけ内うちさんも、承認されたわ」

「ありがとうございます」

　先輩は書類をうっとりした目つきで三回くらい読んでから、胸に押しつける。その腕に巻かれた腕章は《総務執行部　書記》。

　かつて、僕が身につけていたものだ。

「ふふっ、これで正式に書記なんですね」

　歌うように言って、先輩は僕の腕章と自分のとを見比べる。朱と鷺き子こさんも僕ら二人を順番に見て、会長にちらと目をやり、ため息をつく。

「大騒ぎして、けっきょく元通りなのね……」

「あら、元通りじゃありません」と美み園その先輩は僕に肩を寄せてくる。「ひかげさんの使っていた腕章、ついに私のものなんですよ。それに、私の腕章はひかげさんが……ふふふ、ひかげさんと輪っかを交換です……ああ、いちばん大事な儀式をもう済ませてしまったなんて、二人の関係はこれからどうなってしまうんでしょう！」

　あなたの頭もこれからどうなってしまうんでしょう。

「竹たけ内うちさん、まさかあなた」朱鷺子さんがあきれて横目で美園先輩を見る。「この結果になるのが目的で私の相方を引き受けたんじゃ」

「私、そんな腹黒じゃありませんよ？」

「よく言うわよ……」

　そこでひととき言葉は途絶え、広い部屋の中に、不思議な空気が漂った。つぼみがほころんできた春のはじめの朝のような、甘くてもどかしい肌寒さ。

　たしかに、ほとんど元通りだ。ここ数日の間ずっと続けてきた、あの裏切りにつぐ裏切りの戦いはいったいなんだったんだろう、という虚脱感は正直なところ僕の中にもないわけではない。腕章が入れ替わっただけ。たぶん仕事の内容もほとんど変わらないだろう。僕はもっぱら雑用で、対人スキルが重要になってくる用件は美園先輩がこなすことになるはずだ。現実的なことを考えれば他に任せられる人などいないのだから当たり前の結末といえるのだが、釈然としないのは否定できない。

　それに──変わってしまったのはそこだけではないのだ。

　だれもがまだ触れないようにしているけれど。

「おもろかったけどなあ」

　郁いく乃のさんがぼんやりした声で言った。

「けっきょくだれが勝ってだれが負けたやら、ようわからへんな」

　彼女の視線が、朱鷺子さん、美園先輩、僕、薫かおるくん、そして会長へとゆっくり渡されていく。会長は両手を広げて自嘲気味に言った。

「みんな負けたよ。あたしも、ヒカゲも、朱鷺子も美園も。みんな負けた。……勝ったやつがいるとしたら、そう──」

　会長の目は背後の壁に五つ並んだ扉の左端に向けられる。

「どこぞの探偵だけだろうね」

　僕もようやくそちらを見る。半分開かれたままの扉から部屋の中が見える。常に煌こう々こうと灯ともっていた三面モニタも今は光を失って沈黙している。絵本と買い置きのお菓子でぎっしり埋まっていたはずの本棚も、空っぽだ。

「……その探偵さんは、どうしたの」

　朱と鷺き子こさんも会計室のうつろな暗がりを見つめて訊たずねる。

　答えたのは美み園その先輩だった。

「……引き払ってしまったみたいなんです。会計の任期は終わったから、といって」

「風紀委員の娘こに聞いたんやけど」と郁乃さんも沈んだ顔になる。「昨日、学生課で見かけたらしいで」

　学生課？　なんの手続きで？　まさか──

「まさか、キリカねえさま、学校やめちゃうんじゃ」

　薫かおるくんが泣きそうな声で言う。

　しばらく、様々な想おもいが複雑にからみあった沈黙が下りた。

　僕が最後にキリカを見たのは、最終立会演説会だ。マイクを手渡され、僕は演壇に赴き、それが別れになってしまった。あの夜の間に荷物をみんな運び出したのだろう、翌日生徒会室に来てみたらすでに空室になっていた。

　キリカはどんな気持ちで開票結果を見ていたのだろう。無力さに打ちひしがれながらも探偵としてしがみつき、最後には自分の武器をすべて投げ捨てて身ひとつで幕を引いた戦いの結末を、どんな想いを抱いて見届けたのだろう？

　会長が窓の外の空を見やって口を開く。

「あの子なりのけじめだよ。あたしが作ってあげたこの腕章も──」

　会長の持ち上げた手にぶらさがっているのは、《探偵》と刺し繡しゆうされた紺色の帯。

「──もう必要ないね。この先どうするかは、もうあの子が自分で決められる」

　キリカを守るための城壁は、閉じ込める牢ろうでもあった。

　自分で破ったのだ。飛び立って──今はもう、ここにはいない。

「まさか狐こ徹てつ、キリカさんを独り立ちさせるために最初から全部仕組んでたんじゃ……」

　美園先輩が横目でにらんで言う。

「あははははっ」

　会長は天井を振り仰いで笑った。束ねた髪先が跳ねて踊る。

「さすがに買いかぶり過ぎだよ。あたしはただ勝つために戦った。キリカは唯一の誤算だった。おかげで27票差にまで詰め寄られたんだからね」

　朱鷺子さんは苦い表情になり、美園先輩はくすぐったそうに笑い、お互い視線を合わせる。どちらもあまり敗者の顔には見えなかった。

「あの子の演説は、ほんとうに──震えたね」

　午後の陽ひにまぶしげに目を細める会長の横顔も、やっぱり勝者には見えない。

「大勢に届いて、突き刺さっただろう。あたしだって投票用紙に自分の名前を書くとき、キリカの言葉が耳によみがえって、違和感にぞくっとしたくらいだ」

　会長は陽の光に右手を透かす。広げた指がなにかを受け取ったように拳に結ばれる。

「ただ、受け取って動かされた人たちの中に、朱と鷺き子こや美み園そのを勝たせたいと思った人数と同じくらい、ヒカゲを勝たせたいと思ったやつらもいたんだ。だからきみたちを振り切ることができた」

　会長の視線が僕から美園先輩の胸に、そして最後に朱鷺子さんの顔に注がれる。

「きみたちには勝てたけれど……キリカには、負けたんだよ」

　美園先輩は会長を見つめて優しく微ほほ笑えみ、隣の朱鷺子さんの肩に頭を預けた。長年連れ添った夫婦のようにごく自然なしぐさで。朱鷺子さんも一瞬驚いて目を見開いたけれど、美園先輩の背中に手を回し、二の腕をぽんぽんと叩たたいた。

　どんな戦いでも、後に残るのは傷だけだ。その傷痕を僕らは様々な名前で呼んでいるに過ぎないのだろう。たとえば教訓とか、罪とか、勝利とか敗北とか。地上は狭すぎて、僕らのいのちも短すぎて、すぐに新しい傷が重なり忘れ去られてしまうのだけれど。







　その日は新体制生徒会の第一回幹部会議が予定されていたが、その前に僕はいったん寮に戻ることになった。ウサギを連れてきてくれと会長に言われたからだ。

「あの子は昨期の総務の暫定広報担当だからね。引き継ぎのミーティングにはいないと困るだろう？」

　……なんて、言われるまで思い出しもしなかった。そういえばそんな話もありましたっけ。これであいつもやっと御役ご免、ウサギの本業に集中（？）できるわけか。ただ、気まぐれなやつだから部屋にいるかどうか。

　幸運なことに、自室に戻るとベッドの足下の陽ひだまりに茶褐色の毛玉が丸くなってなにかをもぐもぐやっていた。抱き上げてもいやそうな顔をするだけで暴れたりはしない。

「会長が呼んでるんだ。ミーティングだってさ。おまえも一応生徒会室の一員てことになってるからな」

　しょうがねえなあ、とでも言いたげな顔でウサギはひげを揺らめかせる。

　思えばこいつとも長いつきあいだ。もう半年以上ルームメイトとして暮らしていることになる。奇妙なきっかけで始まった関係だし、今でも飼い主という意識は全然ないし、こいつだって飼われてる自覚はないだろう。

　ウサギが僕の胸ポケットにくんくんと鼻を押しつけ、中に押し込んであったそれを口でくわえて引っぱり出した。折りたたんだ紺色の布の帯だ。ウサギの口元で広がり、刺し繡しゆうされた文字が見えるようになる。

　──《総務執行部　会計》。

　ウサギの口から転げ落ちた腕章を僕はあわててキャッチする。

　……で、あいつはどこにいったんだよ？

　そんな目でウサギが僕を見る。

「ほんとに、どこにいったんだろうね」

　僕は埃ほこりっぽい陽ひ射ざしの中に腕章をかざしてつぶやく。

「いつもぷいっと出てっちゃうやつなんだから」

　探偵の方の腕章は会長に返したけれど、こちらは僕が持たされたままだった。正副会長以外の執行部役員は任命制だ。書記と広報はあたしが指名したから会計はヒカゲに任せるよ、と会長は言ったのだ。

　酷な命令をするものだ。会計を決めろ、だなんて。他のだれかを思いつけるはずがないと会長にだってわかっているだろうに。

　前にもこんなことがあった。生徒総会のすぐ後だ。でもあのときは会計室の荷物が消えていたりはしなかった。今回は、ほんとうに出ていってしまったのだ。退学届もすでに出してしまったということなのだろうか。

　気づくと腕章を無意識に握りしめている。しわくちゃになってしまったそれをまたきれいに畳んでポケットにしまう。部屋を出て廊下を歩きながら電話を取り出す。着信履歴はない。発信履歴にはキリカの名前が並んでいる。一度も出てくれなかったけれど。

　けっきょく勝てなかったことをそんなに気に病んだのだろうか。戦力になれなかったという後悔を引きずってしまったのだろうか。それなら、言ってやりたいことがたくさんあった。キリカがスポットライトの下で吐き出したあの告白はだれよりも僕に深く届いたと。キリカのおかげで僕は最後まで背中を見せずに会長と戦えたのだと。そばにいてくれてほんとうに心強かった、ありがとう──と。

　どんな言葉も、今はもう届かない。







　ウサギを抱えて寮を出た。

　冷え冷えと澄み渡った空には箒ほうきで掃いたような雲が広がり、凍りついて動かない。遊歩道の両側の側溝は黄色い枯れ葉でぎっしり埋まっている。トネリコ棟を囲む林はみんな落葉してしまって瘦せた枝を寒空に晒さらしている。

　気がつけばもう十二月なのだ。

　春、この学園に編入し、生徒会に引っぱり込まれた。探偵の手伝いを始めた。生徒総会で僕は生まれてはじめて心の底が灼やけるほど熱くなる体験をした。夏には新しい仲間が増え、僕が詐欺師と呼ばれはじめ、そして生徒会室の奥に潜む闇を垣かい間ま見みた。秋の二つの祭りで走り回り、傷だらけになり、危うく燃え尽きそうにもなった。

　そして、冬がやってきた。

　ウサギが毛皮をぞわっとさせて震えたので、僕はブレザーの下に入れてやる。だいぶ寒くなってきた。ウサギの体温はちっぽけで、僕の真ん中にぽっかりと口を開けた空洞を埋めるにはまるで足りなかった。

　今度はおまえが暫定会計をやるか？　と、懐のウサギに問いかける。

　他のだれかなんて選べないよ。知らないだれかが会計の腕章を着けていたり会計室を私物で埋めていったりするところなんて見たくない。それなら、僕が今からでも必死に勉強して会計を兼務する方がましだ。ポケットの中の腕章は僕の任期が続く限りウサギのマフラーにしてやる。

　なんでいなくなったんだよ。

　怒りさえ湧いてくる。どうして黙って消えたんだ。せめて退学届を出す前になにか話してくれたっていいじゃないか。僕らは探偵と助手だっただろ。頼りない相棒だったかもしれないけれど、それでもたくさんの事件を二人でなんとかこなしてきたじゃないか。風よけくらいの役には立っていたと思っていたのは僕の独りよがりだったのか。

　寒さに震え、ブレザーの襟を立て、かき寄せる。

　逢あいたい。

　キリカにもう一度逢いたい。

　次々とあふれ出てくる記憶を振り払おうと足を速める。枯れ葉を踏み砕きながらアスファルトのゆるやかな坂をのぼっていく。白い息が僕の唇や喉にまとわりつく。目を伏せて自分の爪先だけを見つめていても、キリカのことが止めどなく浮かんでくる。いつだってなにかに怯おびえているような大きな瞳。ぎこちない表情のかわりに心の動きを伝えるリボンの耳。かすれぎみの頼りない声。僕のブレザーの裾をきつく握りしめる小さな手。

　いなくなってみて、はじめて気づく。ほんとうに多くの時間と重荷を二人で分かち合ってきたのだということ。

　もう戻ってこないのだろうか。

　二度と逢あえないということなのか。

　後悔ばかりがこみ上げてくる。マイクを受け取るときにもっとちゃんと言葉を交わしておけばよかった。いや、あのままキリカの手をつかんで二人で舞台に上がればよかった。どうして手をはなしてしまったんだろう。

　どうして──いってしまったんだろう。

　僕らと同じように、つまらない意地のために戦った彼女は最後まで意地を張り通した、それだけのことなのか。だとしても、こんなのってない。

　傷口からじくじくと染み出てくるなまあたたかい痛みを抱え、僕はうつむきながらひたすら足を進めた。

　坂を登り詰め、視界が開けたそのときだった。ブレザーの内側でウサギがもぞもぞと身をよじったかと思うと、襟から飛び出し、道路に下りて駆け出す。僕はなだらかな坂の頂に立ち尽くし、茶色い毛玉が転げ落ちていく先をただ見つめる。

　中央校舎に向かって緩く下っていく歩道の、ちょうど常緑樹の林に潜り込む際のあたりに人影が見える。大きなボストンバッグを提げてたどたどしくこちらに歩いてくるところだ。駆け寄ってきたウサギに気づいたのか、立ち止まって鞄かばんを地面に下ろし、かがみ込む。白と黒のリボンがふうわりと揺れる。

　声も出せない。

　僕は下り坂を走り出した。何度もつんのめって転びそうになり、そのたびにキリカの顔が心配そうに歪ゆがむ。呼吸もうまくできなくて胸がぺしゃんこになりそうだった。ようやく彼女の目の前までたどり着いても、しばらくは身を二つ折りにしてざらざらの吐息をアスファルトに垂れ流すことしかできない。キリカはウサギを膝にのせたまま目を白黒させて、僕の背中をさするかどうか迷ってでもいるみたいに手を伸ばしかけたり引っ込めたりを繰り返している。

「……だ、大丈夫。うん」

　やっとそれだけ言えた。

　顔を上げると、視線が合う。キリカは恥ずかしそうに目を外し、立ち上がる。ウサギが膝から飛び降りて彼女の靴にじゃれつく。僕も痛む腰を持ち上げた。

　不思議なものだ。不在のときにはあれだけ、話したいことが後から後から浮かんできたのに、今こうして実際に向かい合っていると、なにも言葉が出てこない。憤っていたのも三日前の通り雨みたいにほとんど忘れている。キリカの視線はもどかしく足下のウサギと僕の爪先とを行ったり来たりしている。僕は地面に置かれたままのボストンバッグに目をやり、ようやく口を開く。

「……お帰り」

　ほんとうに、他の言葉をまったく思いつかなかったのだ。

「どこか旅行にでもいってたの？」

　なんでそんなつまらない問いしか出てこないんだ、と自分に嫌気が差す。キリカは視線を斜め下に向けたまま小さく首を振った。

「家に戻って、……色々、手続きしてた」

　手続き。退学の？　と身を硬くした僕に気づいたのか、キリカはあわてた様子ですぐに付け加えた。

「寮に入ることにしたの」

「へえ」

　間の抜けた声が出てきた。僕の胸のどこかに開いた風穴を通り抜けて。

　寮。キリカが、寮？　ということは、じゃあ、つまり、学生課に行っていたというのは退学届ではなく入寮手続きだということ？　事情を吞のみ込み始めた頭に血が巡り、体温と呼吸が戻ってくる。心臓が遠慮がちに弾んでいる。

　学校をやめたんじゃなかったんだ。キリカは、戻ってきたんだ。

「ちゃんと……することにした。色々」

　ちゃんとすることにした。つまり、自宅通学生でありながら帰宅せず特例として生徒会室に住み続けてきたのを、やめる。

「そうか。……うん。そうか」

　あいかわらず馬鹿みたいな言いぐさしか出てこない。キリカも不機嫌そうに唇を尖とがらせて僕をにらむ。

「なに、その言い方」

「ご、ごめん。安心したんだよ。よかった。帰ってきてくれて」

　キリカはついとそっぽを向いてしまう。

「当たり前でしょ。ここの生徒なんだから」

　なんの連絡もなしに突然出ていって何日も不在にしておいて当たり前もなにもあったものではないが、腹は立たなかった。だって、帰ってきてくれたのだ。いま目の前に現実のキリカがいるのだ。他になにを望むっていうんだ？

　それから僕は遅おそ蒔まきながらキリカの首に巻かれているものに気づく。かつての二つつなぎの腕章ではない。当たり前だ。置いていったのだから。今はかわりに、毛糸のマフラーだ。ただ、首の真正面にあたるところに色違いの糸を使って文字が編み込んである。

　──《会計》。

　僕の視線を察したキリカが、マフラーの喉元を手で押さえて頰を赤く染め、毛糸の中に顔を半分以上うずめる。

「これは、……自分で作った」

　僕は目を丸くする。手編みなのか。そんな女の子っぽいこともできたのか。ああ、そのせいで何日も学校に戻ってこなかったってこと？

「やっぱり、お金好きだから。続けるって自分で決めた。それで」

　キリカの声は厚いマフラー越しにどんどんか細くなっていく。

「それで、もし……次の生徒会会計が、まだ決まってないなら、その……」

「いや、もう決まってるよ」

　僕がそう答えたときのキリカの泣きそうな顔ったらなかった。

「そ、そう……」

　消え入りそうなくらいしょげかえって、キリカはおぼつかない足取りで後ずさる。僕は罪悪感に心臓のあたりをちくちく刺されてあわてて言った。

「あのさ、探偵の方は？　続けないの？」

　キリカはにじんだ瞳で僕を見つめ、首を横に振る。

「だって、探偵は……狐こ徹てつが……」

　たどたどしい言葉の先は、毛糸の中に埋もれて聞こえなくなる。

　会長がキリカに与えた仕事だ。傷つきやすい心を守るための殻。それはわかっている。卒業した今、必要ない。そんなの僕にだってわかっている。

　でも、必要ないだけだろ？　やりたいならやればいい。続けてはいけない理由なんてどこにもない。僕はキリカと一緒に探偵をやってきて、ほんとうによかったと思う。つらくてややこしくて面倒くさい事件や依頼人ばかりだったけれど、それでも素敵な仕事だって心の底から言える。キリカだって、閉じこもってやり過ごすためだけに探偵をしていたわけじゃないだろう。心震わす瞬間が何度もあったはずだ。

　それなら──

「探偵の方なら、頼みたい仕事があるんだけど。人捜し」

　僕の言葉に、キリカの大きな目が二度、三度、しばたたかれる。まつげから涙の気配が空気に散らされていく。

　僕はポケットから腕章を取り出して広げる。もうひとつの《会計》の字が、潤んで砕けそうになったキリカの瞳に映り込む。
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「新しい会計の人、全然学校に来ないし、どこにいるかわからないんだ。僕のクラスの隣の席の人なんだけどね。捜してくれないかな」

　雪見草の花びらみたいなキリカの唇が、何度かむなしく声にならない言葉を嚙かんだ。

　背中を向けてしまった彼女が、もう一度僕を振り返ってくれるまでには、長い長い時間がかかった。灰色の髪の陰で、耳まで真っ赤になっているのがわかる。広げた手のひらが僕の目の前に突きつけられる。

　そうしてキリカは、懐かしいあの言葉を口にする。

「前払いなら千五百円、後払いは千八百円！」

　噴き出しそうになるのをこらえるのに、かなり苦労した。でも口元はどうしたってほころんでしまう。ほんとうは抱きついてしまいたいくらい嬉うれしかったけれど、そんなことをしたら引っ搔かかれるか蹴られるかだ。だから僕は冷静を装ってポケットから財布を取り出す。ところが中身を見て、寒空を仰ぐ。

「……生徒会費から出していいかな？」

「ばか」

　せめて荷物持ちをして機嫌をとろう、と僕はボストンバッグを持ち上げて肩にかけた。たぶん絵本がぎっしり入っているのだろう、ごつごつ角張っていてめちゃくちゃ重い。キリカはぷいと踵きびすを返してまた僕に背を向け、ウサギを抱き上げた。

　それから僕らは並んで歩き出す。冬の陽ひの下を、お互いの体温がかすかに伝わるくらいに肩を寄せ合って、とりとめのない話をしながら。道の先には、中央校舎の無愛想な白いシルエットが林に埋もれてうずくまっている。どこからかのんびりしたチャイムの音が聞こえてくる。そうやって、僕らのかわりばえのしない次の一年が──かけがえのない新しい季節が、また廻まわりはじめるのだ。





〈了〉







あとがき







　みなさんが通っている──あるいはかつて通っていた──学校には、生徒会選挙というものがありましたか？　候補者はどういった人たちで、投票前にどういう活動をしていましたか？　みなさんはどういう判断基準で投票しましたか？

　おそらく、おおかたの回答は「よく憶えていない」だと思います。

　実際に僕がまわりの人々に訊いてみても、ぱっとした答えは返ってきませんでした。興味がなかった、どのポストも候補者一人で信任投票だった、役員なんてどんなやつだったか一人も思い出せない……。

　僕は生徒会選挙のことをよく憶えています。理由の一つ目はもちろん、当事者だったからです。二つ目は、後述しますが、ある事件が起きたからです。

　うちの高校では、生徒会役員たちが文化祭実行委員の中から次代の役員をやってくれそうなやつをスカウトし、各ポストに一人ずつあてがい、全ポストが信任投票という形骸化しきった選挙を済ませて世代交代する、というサイクルができあがっていました。僕もこのサイクルに乗っかって監査委員会に入りました。一年生時の文化祭を終えた後の打ち上げで当時三年生の役員に「杉井は総務と監査とどっちがいい？　ああ監査？　やっぱりそういうキャラだよな。じゃあ監査の副委員長な」と言われたことを今でもはっきり憶えています。「そういうキャラ」というのはつまり仕事が少なくて楽そうな監査を選ぶだろうと見抜かれていたということです。

　二年生のときの生徒会選挙でも、僕がスライドして監査委員長になることはすでに雰囲気で決まっていました。生徒会長も書記の娘がスライドして就任するのが投票前からほぼ確定しており、実際その通りの結果になりました。選挙要らないよねこれ！　という思いは当時から抱いていましたが、無能な高校生だった僕は口に出せませんでした。

　しかし、三年目に事件が起きました。

　僕の代が引退するその生徒会選挙において、生徒会長の座を巡って二人の候補が立ったのです。一人は我々が文化祭実行委員の中から目星をつけていた期待の一年生Ｍ君で、例年通りなら彼が信任投票を通過してそのまま会長に就任するはずでした。そこに、まったく立候補する気配などなかった元文実の女の子──Ｙさんが待ったをかけたのです。

　僕らは大興奮しました。

　もう修学旅行も文化祭も体育祭も終わって高校生活に残されたイベントなど卒業式のみという寂しい状況だった僕ら三年生にとっては、降って涌いたお祭りです。なんといっても、引退する身ですから完全な他人事として無責任に騒げます。

　まあ、騒いでいたのは生徒会関係者数名だけで、大多数の一般生徒は珍事であることに気づいてもいなかったでしょう。

　結果が出るまでのＭ君の心中、察するに余りあります。まず勝てるだろうとまわりから思われている中、万が一敗北を喫した場合、次の日からどんな顔をして学校にいけばいいのかわかりません。僕が彼だったら、対立候補が現れたと知ったその瞬間に自分の立候補を取り下げたかもしれません。

　で、結果としましては、下馬評通りＭ君が順当に大差勝ちしました。




　高校時代の生徒会選挙から僕が学んだのは、どんな選挙もエンタテインメントになり得るということと、そうは言っても選挙で面白いのは『だれが立候補するか』と『だれが勝つか』の二点だけだということです。

　その二点だけを膨らませて、はたして長編小説にできるのか？

　結果はご覧の通りです。長編にしては少々短めとなってしまったため、こうしてたくさんあとがきを書く羽目になっているわけです。

　正直に告白しますと、初稿を書き上げた段階ではこの巻の第二章にあたる部分は存在しませんでした。ためしに第一章の終わりから第三章に飛んで読んでみてください。まったく違和感なくつながるはずです。掌編一本くらいの分量を追加しなければ一冊の本にならないという危機的な状況で、やむなく「約五十ページ丸ごと漫才」という章を追加したのです。自分でもちょっとどうかと思いましたが、おかげで本来なら出番などまずなかったはずの三年生キャラを二人とも活用できたので、怪我の功名というべきでしょうか。




　さて、ＹＵＩさん作画による漫画版の第六巻が発売しております。巻数で追いつかれてしまったのでなんだかプレッシャーです。オリジナルエピソードをたくさん描いてもらってその間に原作も進めなければ。

　そしてもうひとつの漫画化作品である、福田直叶さん作画の『生徒会探偵キリカたちの日常』も単行本第一巻、第二巻が出ています！　スピンオフ作品なのですが、これがもうキレッキレにスピンしてオフっていますのでどうぞ買ってたしかめてみてください。僕も毎回笑い転げながら読んでおります。

　今回もぽんかん⑧さんに素敵なイラストをいただきました。みなさんに支えてもらってこのシリーズもここまで来ました。感謝に堪えません。この場を借りて厚く御礼申し上げます。





二〇一五年二月　杉井　光
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本作品は、二〇一五年六月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







生せい徒と会かい探たん偵ていキリカ６




二〇一五年七月一日発行

杉すぎ井い　光ひかる

©Hikaru Sugii 2015


発行者　清水保雅

発行所　株式会社講談社

　　　　東京都文京区音羽二‐一二‐二一
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◎本電子書籍は、購入者個人の閲覧の目的のためにのみ、ファイルの閲覧が許諾されています。私的利用の範囲をこえる行為は著作権法上、禁じられています。
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